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序     文 
 

パレスチナ自治区における多くの自治体では、財政難などで、十分な廃棄物管理サービスを

提供できておらず、廃棄物の野焼きや不適切な投棄が行われ、人々の健康や環境への負の影響

が懸念されています。他方、地方自治法にて、小規模自治体が地方行政サービスに関する自治

体組合「広域行政計画・開発カウンシル（JCspd）」を組織することを認めており、廃棄物管理

事業についても独力では実施が困難な小規模自治体が結集してJCspdを結成し、共同でゴミ処

理事業を行うなどの方策がとられています。 

このような状況のなか、2004年８月にパレスチナ暫定自治政府（PNA）からわが国に対して

ナブルス～ジェリコ地域を対象に自治体及びJCspdによる廃棄物管理のモデルとグッドプラク

ティスの確立に係る技術協力について要請がなされました。この要請を受け、JICAは、2004年

９月に要請背景調査、2005年２月にプロジェクト形成調査、2005年７月に実施協議調査団を派

遣し、ジェリコ及びヨルダン渓谷（JJRRV）地域のJCspdに対し、「廃棄物管理分野の能力向上

〔キャパシティ・ディベロップメント（CD）〕支援」のための技術協力プロジェクトを実施す

ることで合意し、討議議事録（R/D）に署名しました。2005年11月より技術協力プロジェクト

「ジェリコ及びヨルダン渓谷における廃棄物管理能力向上プロジェクト」を３年間の予定で実

施中です。 

今般プロジェクトの中間地点を迎えるにあたり、これまでの活動実績に対する評価を行い、

後半の活動計画を再検討、確認すべく、当機構国際協力専門員 吉田 充夫を日本側の総括とし、

2007年６月２日から６月24日にかけて、パレスチナ側関係機関との協同作業により中間評価調

査を実施しました。 

本報告書は、本調査の調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後の協力実施にあたっ

て、関係方面に広く活用されることを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し深く謝意を表するとともに、

引き続きいっそうのご支援をお願いする次第です。 

 

平成19年８月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部長 伊藤 隆文 
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中間評価結果要約表 

１．案件の概要 

国名：パレスチナ 案件名：ジェリコ及びヨルダン渓谷における

廃棄物管理能力向上プロジェクト 

分野：廃棄物 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：独立行政法人国際協力機構

（JICA）地球環境部 第二グループ 環境管

理第二チーム 

協力金額（評価時点）：約３億 3,000 万円 

先方関係機関：地方自治庁 協力期間 2005 年９月から 2008 年８月 

日本側協力機関：八千代エンジニヤリング株式

会社 

他の関連協力：JICA｢パレスチナ地方行政制度改善プロジェクト｣ 

国連開発計画（UNDP）経由無償資金協力（収集車両・機材供与） 

１－１ 協力の背景と概要 

 非常に厳しい政治・経済状況にあるパレスチナ自治区は、ヨルダン川西岸地区とガザ地

区の２つの地区に分かれており、全体で約 380 万人の人口を擁する。中央のパレスチナ暫

定自治政府（PNA）の下、両地区併せて計 16 の行政区域（Governorate：県に相当）に分か

れ、その下に municipality や village council などと呼ばれる 500 程度の地方自治体（LGU）

が存在する。しかし、イスラエルの占領政策により、PNA の統治はガザと西岸地区の全域

に及んでいるわけではなく、パレスチナ人の居住する都市や村落といった「点」の統治で

あり（約 40％の自治）、出入国管理や土地利用は専らイスラエルが行っている。 

 このような状況下、パレスチナ自治区における多くの自治体では、オペレーションコス

トの増大による財政難などで、十分な廃棄物管理サービスを提供できていない。その結果、

廃棄物の野焼きや不適切な投棄が行われ、人々の健康や環境への負の影響が懸念されてい

る。PNA の地方自治法では、小規模自治体が地方行政サービスに関する自治体組合として

広域行政計画・開発カウンシル（JCspd）を組織することを認めており、廃棄物管理事業に

ついても独力では実施が困難な小規模自治体が結集して、JCspd を結成し、共同でゴミ処理

事業を行うなどの方策がとられ始めている。 

 このような背景の下、2004 年８月に PNA から日本に対してナブルス～ジェリコ地域を対

象に自治体と JCspd における廃棄物管理のモデルとグッドプラクティスの確立に関する技

術協力について要請がなされた。2005 年７月には実施協議調査団を派遣し、ジェリコ及び

ヨルダン渓谷地域（JJRRV）の JCspd（以下、「JCspd JJRRV」と記す）に対し、「廃棄物管

理分野の能力向上〔キャパシティ・ディベロップメント（CD）〕支援」のための技術協力プ

ロジェクトを実施することで合意し、討議議事録（R/D）に署名した。 

１－２ 協力内容 

 （１）上位目標 

  １）PNA に地方都市の包括的な廃棄物管理に関する基本政策が確立し、具体的な方針

が整備される 

  ２）パレスチナ全土の地方都市に JJRRV 地域をモデルとした効果的な廃棄物管理体制



II 

が普及する 

 

 （２）プロジェクト目標 

  １）JJRRV 地域に持続的で衛生的な廃棄物管理システムが導入される 

  ２）JJRRV 地域の改善事例経験が、パレスチナ他都市の廃棄物管理の改善に向けたモ

デルケースとなる 

 

 （３）成 果 

  １）プロジェクトの運営体制が確立する 

  ２）JJRRV 地域における廃棄物管理組織体制が確立される  

  ３）JJRRV 地域における廃棄物管理の現状が把握される  

  ４）JJRRV 地域における廃棄物管理の改善方針（アクションプラン）が策定される 

  ５）アクションプランが実行され、改善が具体化する  

  ６）現地国内セミナーが開催され、JJRRV 地域の事業が普及される 

  ７）本邦研修が開催され、廃棄物管理に係る基礎知識が獲得される 

 

 （４）投 入（評価時点） 

  日本側： 

短期専門家派遣 ：計 17 人（29.46 人月） 

研修員受け入れ ：計 13 人 

機材供与 ：収集車両の修理部品や処分場改善のための機材：約 2,900 
 万円相当 

現地活動費 ：約 5,100 万円 

  パレスチナ側： 

カウンターパート（C/P）：７人 

その他 ：JCspd JJRRV の施設や機材をオフィススペースとして利用 

２．評価調査団の概要 

調査団 日本側 

総 括 

協力企画 

 

評価分析 

パレスチナ側 

団 長 

団 員 

団 員 

 

吉田 充夫 

田村 えり子 

 

大石 美佐 

 

Kamel Hemeid 
Fawas Rabaia 
Abdel-Jabbar 
Abu-Halawa 

 

独立行政法人国際協力機構(JICA) 国際協力専門員

JICA 地球環境部 第二グループ 環境管理第二チーム

職員 

アイ・シー・ネット株式会社 コンサルタント 

 

General Director, DJCspd, MoLG 

General Manager of Public Relations, MoLG 

Executive Director, JCspd JJRRV 

調査期間：2007 年６月２日～2007 年６月 24 日 評価種類：中間評価 
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３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

 （１）プロジェクト目標 

  １）JCspd JJRRV による廃棄物収集の開始以前に、定期収集を行っていたのは、ジェリ

コなど３自治体のみであり、それ以外の自治体は、JCspd JJRRV の収集サービス開始

後、新しく廃棄物処理サービスを受けており、収集・運搬は改善されているといえ

る。また、不法投棄に関しても、定期的な収集サービスを受ける自治体が増えたこ

とに加え、衛生・管理状況の悪い処分場への持ち込みをやめ、現在は、ジェリコ

（Jericho）、アル・オージャ（Al-Ojah）、トゥバス（Tubas）の３ヵ所の処分場を利用

している点から、減少したといえる。このように JCspd JJRRV による広域廃棄物管

理システムの導入には成功したものの、その財政基盤の脆弱性と、度重なるパレス

チナ側の政権交替による調達手続きの遅れに起因する、より本格的な収集・運搬改

善活動に不可欠な収集車両と重機の調達の遅れにより、プロジェクト期間内でのプ

ロジェクト目標１の達成は困難になりつつある。 

  ２）国別研修のパレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、今まで２回開催されて

おり、それぞれ５人、８人の関係者が参加している。第１回本邦研修への参加者の

多くは、JCspd JJRRV 関係者（当時のジェリコ市職員）であったが、第２回研修には、

ほかの JCspd や自治体からも参加があった。研修では、JCspd JJRRV の活動が紹介さ

れており、当該地域の改善事例を取り上げてケーススタディーも行われている。そ

の他、合同調整委員会（JCC）や各種ワークショップには他の JCspd や自治体からも

招かれており、その際に JCspd JJRRV の経験が共有され、認識は広がりつつある。

このように JCspd JJRRV の改善事例は認識されつつあり、プロジェクト目標２は達

成されつつあるといえる。 

 

 （２）成果 

  １）JCC、JCspd JJRRV の総会（GB）や理事会（AB）が組織され、現在までに、JCC
は５回、JCspd JJRRV GB は４回、AB は 10 回定期的に開催されており、成果１は達

成されている。 

  ２）当該地域における廃棄物管理組織体制が確立されつつあり、よって成果２はおお

むね達成されつつあるといえる。しかしながら、地方自治体との協力体制に関連し、

経済的基盤の脆弱さと地域経済の低迷から、各自治体によるサービス料金の支払い

が不十分であり、課題が残る。 

  ３）指標として記載されている各種調査が実施され、報告書類がまとめられており、

廃棄物管理の現状が把握されているといえる。また、廃棄物管理の現状についての

ワークショップ「廃棄物調査結果に係るセミナー」が、2006 年 12 月 20 日に開催さ

れ、17 LGU 関係者、MoLG 関係者など約 80 人が参加しており、成果３は達成され

ている。 

  ４）アクションプランは策定され、2006 年 12 月 20 日開催の「廃棄物調査結果に係る

セミナー」において合意されており、成果４は達成されている。アクションプラン

には、① 住民意識向上、② 収集改善、③ 処分場改善、④ 機材メンテナンス、⑤ 組
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織・制度整備、⑥ 会計制度の６項目が含まれている。 

  ５）アクションプランは実施中であり、実際、不法投棄の減少などの改善がみられて

いることに加え、ジェリコ処分場の改善も行われた。しかしながら、UNDP 経由の無

償資金協力供与機材の調達の遅れにより、具体的な収集・運搬の改善が十分達成さ

れたとは言いがたく、成果５の達成状況は限定的である。 

  ６）全国セミナーを最終年度に実施する予定であるが、JCC や各種セミナーには他の

自治体や JCspd からも参加があり、ある一定の情報・経験の共有は行われているた

め、成果６は一部達成されているといえる。 

  ７）本邦研修は予定どおり過去２回実施され、合計 13 人が研修を受けているほか、ヨ

ルダンでの第三国研修も実施され JCspd JJRRV から９人が参加しており、参加者は

廃棄物管理に関する基礎知識を獲得したといえ、成果７は達成されている。 

 

３－２ 評価結果の要約 

 （１）妥当性 

PNA による中期開発計画（2005～2007 年）では、廃棄物管理体制の確立の重要性

が強調され、環境法（Palestinian Environmental Law、1999 年）においても、廃棄物

計画の策定や処分場の管理の重要性が述べられている。パレスチナ地方自治法

（Palestinian Local Authorities Law、1997 年）においては、廃棄物管理が LGU の役

割であると記載されており、パレスチナ政府の政策に合致している。一方、日本は、

2002 年に効率的、効果的に環境分野の協力を進めていくために、「持続可能な開発の

ための環境保全イニシアティブ」（EcoISD）を発表し、このなかで「廃棄物処理」を

取り上げている。さらに、日本政府のパレスチナ支援の基本方針である「国づくり・

改革支援」及び「人道支援」にも合致しており、妥当性は高い。 

 

 （２）有効性 

C/P をはじめとする関係機関の努力がなされてきているにもかかわらず、財政基盤

の脆弱性、UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れによる収集・運搬改善活動

の遅れがみられ、現時点におけるプロジェクト目標１の達成度は十分とはいえず、

有効性が十分確保されているとはいいがたい。 

 

 （３）効率性 

PNA の政権交代のため、2006 年３月～７月中旬までの 3.5 ヵ月間、日本人専門家

の派遣が滞ったものの、関係機関、日本人専門家、C/P の努力により、プロジェクト

全体への影響を最小限にとどめることができたため、プロジェクトはおおむね効率

的に運営されているといえる。また、廃棄物処理関連機材の修理・維持管理に関し

ては、供与機材であるスペアパーツで遊休車両を修理し、使用している。メンテナ

ンス用機材も、メンテナンスを委託しているジェリコ市のメンテナンス・ワークシ

ョップに供与されている。これらの機材の活用度は非常に高い。このように主な投

入は十分活用されているが、一方、UNDP 経由での無償資金協力機材の供与が遅れて

おり、一部、効率性を阻害している。 
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 （４）インパクト 

中間評価の時点で、下記のようなインパクトが発現しつつある。 

  ・JCspd JJRRV やその他の活動的な JCspd の存在は、広域行政計画・開発カウンシル局

（DJCspd）が国家廃棄物・下水委員会（National Committee on Solid Waste Management
and Wastewater）の組織化を促すという正のインパクトを与えており、また、地方自

治庁（MoLG）より、同委員会において、本プロジェクトの経験を共有したいという

意思が表明されている。 

  ・ドイツ技術協力公社（GTZ）の支援する廃棄物管理研修に関するワーキンググループ

のメンバー９人のうち１人は、本プロジェクトの C/P である Abdel Jabbar 氏であり、

広域廃棄物管理システムをもつ JCspd の代表として JCspd JJRRV の経験を共有して

いる。 

  ・パイロットプロジェクトとして実施したジェリコ埋立処分場の改善は、パレスチナ

自治区における小規模オープンダンプの改善としては初めてのものであり、ジャー

ナリストや他自治体からの見学者も多く、各地に存在するオープンダンプ改善の典

型例を提供している。 

  ・ヨルダン環境省、アンマン市役所の協力を得て、同国への第三国研修が実施された

際に、参加者はプラスチックリサイクル工場を見学した。このことが、現在計画中

の JCspd JJRRV による農業プラスチックのリサイクルにヒントを与えたといえる。

 

 （５）自立発展性 

地方自治庁は JCspd JJRRV を法的に承認しており、JCspd による地方自治の再編・

活性化支援という政策に変更がない限り、JCspd JJRRV は今後とも当該地域の廃棄

物事業を担う組織であるといえ、制度的には一定の自立発展性を獲得した。しかし、

JCspd JJRRV 職員の多くが、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者であり、JCspd
JJRRV 独自の人材とはいえず、現時点で組織面からみれば、自立発展性が高いとは

いいがたい。財政的側面からみても、１世帯当たりのサービス料〔月額 15 シェケル

（NIS）：約 450 円〕に総世帯数を乗じて算出されるサービス料総額を支払っている

自治体は１つしかなく、他の自治体の支払い状況は０～90％超と様々である。特に、

小規模自治体の財政基盤は非常に脆弱か、あるいは存在しないに等しい状況であり、

現状のままでは、自立発展性の見込みが高いとはいえない。一方、技術的側面から

は、JCspd JJRRV 職員が、プロジェクトを通して各種技術や新しい知識を習得して

おり、事業を継続する能力はついてきていると思われるため、自立発展性の見込み

は高い。このように、制度面と技術的側面からの自立発展性は期待できるが、財政

面、組織面については懸念が残る状況にある。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

プロジェクト目標１に関しては、以下の要因が考えられる。 

  ・JCspd JJRRV 職員の多くが、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者であるが、彼らは、

基本的な廃棄物処理に関する知識・経験をもっており、円滑な JCspd JJRRV サービ

スの提供を可能にしている。 
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  ・第２次インティファーダ以降、多くの地域で自治体は機能不全に陥っていた。JCspd
JJRRV の開始とともにこの広域組合のメンバーになることで、地方自治体の長は、

明示的に住民サービスを再開・提供するという機会を得ているといえ、協力的な体

制の背景となっている。JCspd JJRRV 職員の知識・経験に加え、これら自治体の長

の熱意と理解も、円滑なサービスの提供を可能にしているといえる。 

プロジェクト目標２に関しては、以下の要因が考えられる。 

  ・JCC 会合の場やその他のワークショップ、ジェリコ埋立処分場への視察受け入れで、

他地域の JCspd や他自治体との意見交換が行われている。 

  ・MoLG には JCspd 方式による地方行政再編整備推進という基本的な政策スタンスがあ

り、これが他自治体への普及の追い風となっている。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

プロジェクト目標１に関しては、以下の要因が考えられる。 

  ・地域の住民（特に、ジェリコ市から離れた小さな自治体の農民など）にとって、廃

棄物処理が最優先課題ではない場合が多い。よって、住民からサービス料を徴収す

ることが難しい状況が続いている。 

  ・LGU という名称で呼ばれているものの、多くの自治体には、職員もおらず、財政基

盤ももたず、非常に脆弱である。 

  ・17 の LGU が非常に広範な地域にわたって点在しており、収集サービスの運転費用が

高くなる。 

  ・第２次インティファーダ以降、特に地域経済が停滞している。 

  ・新規処分場建設をはじめとするインフラ整備や土地利用、交通移動について、イス

ラエルから厳しい制限が加えられており、合理的なシステム構築に障害がある。 

  ・本プロジェクトの連携案件として位置づけられている UNDP 経由での無償資金協力

機材の供与に関し、度重なるパレスチナ側の政権交替により、調達手続きが遅れて

いる。このため、これらの機材を利用して行う予定の収集・運搬改善活動の開始も

遅延した。 

また、プロジェクト目標２については、特に重要な問題点、要因は見当たらなかった。 

 

３－５ 結 論 

 （１）プロジェクト前半期 21 ヵ月の活動の結果、当初は設立間もなく白紙の状態であっ

た JCsdp JJRRV が、広域廃棄物管理事業の実施機関として組織され、必要な人材を

確保し、廃棄物管理基本計画を策定した。そして、現地住民の理解を得ながら、2007

年１月以来継続的な廃棄物収集サービス事業を実施できるようになった。ジェリコ

埋立地においては、従来のオープンダンプが衛生埋立方式に改善された。この結果、

収集サービス地域が当初の３自治体から 17 自治体に拡大し、従来の不法なオープン

ダンプが減少した。これは、プロジェクト目標１の達成のための基盤を確保するも

のであり、前半期における特筆すべき成果であると評価できる。今後本事業を持続

的に実施することにより、当該地域における環境負荷が大きく削減され、公衆衛生

が改善していくものと予想される。 
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 （２）本プロジェクト前半期のこれらの成果は、「組織（JCspd）のレベル」と、それを

構成する「個人のレベル」、そして組織（JCspd）を取り巻く「制度・社会のレベル」、

における包括的な能力の向上（CD）を示すものにほかならない。すなわち、JCspd
JJRRV の組織体制が確立され、管理運営と財政システム、知的資産（実態調査結果、

各種情報、基本計画）・物的資産（廃棄物管理機材の確保、独自事務所の確保、衛生

埋立地）が整備され、人材が確保された。また、JCspd JJRRV を構成する個々の職員

は、トレーニング及び専門家チームとの協働により、廃棄物管理の実務における技

術上、管理上の能力を向上させた。JCspd を取り巻く制度・社会のレベルのキャパシ

ティとしては、JCspd が上位官庁である MoLG の承認を獲得し、法的に位置づけられ、

かつ広く住民の理解と参加を広げた。 

 

 （３）CD のプロセスにおいて鍵となるのは、前述の「包括的な能力向上」とともに、実

施主体の自主性や内発性の形成である。本プロジェクトにおいては、PNA に対する

経済ブロックによる公務員給与欠配の発生など当初の想定を超える厳しい外部条件

にもかかわらず、自治体が積極的に JCspd JJRRV に参画し、広域廃棄物管理事業を

開始した。パレスチナ側実施機関に強いオーナーシップを認めることができ、本プ

ロジェクトは自主性と内発性を引き出すことに成功しつつあると評価することがで

きる。こうした JCspd JJRRV による自主的な広域廃棄物管理事業の確立は、今後の

パレスチナにおける廃棄物管理改善アプローチのモデルを提供するものであり、さ

らには、廃棄物管理にとどまらない、多様な公共サービスの実施主体としての JCspd
の可能性を示すものと評価できる。 

 

 （４）プロジェクト中間評価の時点に立って、本プロジェクトは外部条件の悪化にもか

かわらず、おおむね計画どおり進捗していると評価できる。また、評価５項目の観

点からは、本プロジェクトは妥当性、効率性の面において評価でき、一定のインパ

クトの発現も認められる。しかしながら、プロジェクトの当初から連携プロジェク

トと位置づけられてきた UNDP 経由の廃棄物管理機材の無償供与について、本中間

評価調査を実施するなかで、供与時期の大幅な遅れが避けられない状況であること

が、明らかになった（現状では早くとも 2008 年６月以降であり、プロジェクトの終

了時期と前後する）。これら供与機材は、JCspd JJRRV による広域廃棄物管理システ

ムの確立にとって不可欠の要素であり、これらの投入とそれを活用した技術協力な

くしてプロジェクト目標の達成は困難であり、よって効率性は一部阻害されている

といえる。また、自立発展性に関しては、JCspd JJRRV の財政基盤の脆弱性が懸案と

なっている。したがって、本プロジェクトは今後、財政的な持続性を十分考慮しな

がら活動を行うとともに、上記供与機材の導入時期を見極めたうえで、プロジェク

ト期間と実行計画を柔軟に見直す必要がある。さもなければ、プロジェクト目標を

達成することは困難となるおそれがある。 
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３－６ 提 言 

 （１）JCspd JJRRV の財政基盤強化のための取り組み 

JCspd JJRRV が事業を開始したとはいえ、財政については引き続き課題が山積し

ている。パレスチナが現在置かれている大変厳しい経済条件の下、参加 17 自治体中

３自治体からは、サービス料金が未納であり、完納の自治体は１つのみで、全体と

して予算総額の約 50％の納入率となっている。このため、JCspd JJRRV は財政的に

自立する基盤を完全に確立したとはいえず、いまだ事業の持続性を確保したとはい

えない。プロジェクト後半期には、こうした未納自治体の支払い意思（WTP）を改

めて確認し、納入率向上のための工夫を推進する必要がある。また、計画されてい

るように、有価物（農業資材プラスチック）リサイクルなどによる独自収入源の確

保を、十分現状を把握したうえで、実施する必要がある。 

 

 （２）JCC を通じた関係機関との情報共有 

本プロジェクトの活動は多くの関係機関（特に DJCspd や関係省庁）との連携のう

えに成り立ち、波及効果を与えるものである。そのために JCC を通じた関係機関と

の連携をいっそう緊密にすることが必要であり、情報共有の推進のために、JCC の

開催を現行の年２～４回程度に拡大させることを提言する。 

 

 （３）ジェリコ埋め立て地の拡張工事の推進 

ジェリコ埋立地は、前半期において改善工事がプロジェクトの技術協力の一環で

実施され、オープンダンプから衛生埋め立てへの転換がなされた。しかし、これは

小規模であり、現状では近く満杯となると推定される。今後、衛生埋立地の運営管

理に関する技術を向上させるために、より大きな容量の埋立地確保が必要なところ、

ジェリコ衛生埋立処分場の拡張が検討されるべきである。 

 

 （４）モデル化の推進 

本プロジェクトは、パレスチナ全体からみれば、JCspd の組織化、広域廃棄物管理

事業の形成、の２つの観点においてのパイロット・プロジェクトとしての性格をも

っており、その経験をモデル化することが求められている（プロジェクト目標２）。

本プロジェクト後半期においては、広く他地域の JCspd 等を招き全国セミナーを開

催する計画であるところ、上記２つの観点での、「経験のモデル化」を推進する必要

がある。 

 

 （５）他ドナー、他プロジェクトとの情報交換と調整の推進 

上記のように、本プロジェクトがモデル化を目標としているところ、関係分野の

プロジェクトや支援するドナーとの情報交換を密にし、調整と連携をより積極的に

図っていく必要がある。 
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 （６）JJRRV における JICA プロジェクト間の調整 

JICA 専門家チームと C/P は、相乗効果を高め負のインパクトを軽減するために、

JICA パレスチナ事務所の調整の下、定期会合を含む情報共有の機会をもつことを提

案する。 

 

 （７）LGU のコミットメントの強化 

MoLG DJCspd と MoLG 県事務所は、プロジェクトに関連する LGU 間の利害を調

整することを提案する。 
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Summary 
I. Outline of the Project 

Country：The Palestinian National Authority Project title：The Project for Capacity Development 
on Solid Waste Management in Jericho and Jordan 
River Rift Valley (JJRRV) 

Issue / Sector：Solid Waste Management Cooperation scheme： 
Technical Cooperation Project 

Division in charge: Environmental Management 
Team II, Group II (Environmental Management), 
Global Environment Department, JICA HQ 

Total cost： about 3.3 million yen 

Partner Country’s Implementing Organization： 
Ministry of Local Government  

Period of 
Cooperation 

September 2005 to August 
2008 

Supporting Organization in Japan： 
Yachiyo Engineering Co., Ltd. 

Related Cooperation： Project for Improvement in Local Governance System in Palestine（JICA） 
Grant aid (provision of waste collection vehicles and equipment) through UNDP 

1. Background of the Project 
The Palestinian National Authority (PNA), which was established in 1994, is an interim legal and 
administrative organization that nominally governs parts of the West Bank and the Gaza. According to the 
Oslo Accords, PNA was designated to have control over both security-related and civilian issues in 
Palestinian urban areas (referred to as “Area A”) and only civilian control over Palestinian rural areas 
(referred to as “Area B). The remainder of the territories, including Israeli settlements, the major parts of 
Jordan Valley region and bypass roads between Palestinian communities were to remain under exclusive 
Israeli control (referred to as “Area C”). 
 
Under such political situations, many local government units (LGUs) of PNA have faced great difficulties to 
provide public services such as solid waste collection, due to the bourgeoning operational costs and political 
and financial constraints. Current waste management practices in the West Bank are characterized by poor 
quality and coverage of waste collection services and improper disposal at open dump sites, and hospital and 
household waste are mixed together at sites that are only marginally controlled and which practice open-air 
burning. Those mal practices pose a direct risk to public health and environment in West Bank. 
 
The Ministry of Local Government (MoLG) supports LGUs, which are directly responsible for solid waste 
management (SWM) services. Article 15 of Palestinian Local Authorities Law (1997) allows small-scale 
LGUs to organize a regional entity, Joint Service Council (JSC), in order to provide community service in a 
cost effective way. 
 
In order to respond to the rising needs and requests of JSCs, the specialized department called the 
Department of Joint Councils for Services, Planning and Development of MoLG (DJCspd) was established 
on April 21, 2004. One of the duties of DJCspd is to work on attracting the maximum number of LGUs to 
become members of Joint Councils for Services, Planning and Development (JCspd). Based on this 
background, the JCspd for SWM in Jericho and the Jordan River Rift Valley (JJRRV) (hereinafter referred 
to as “JCspd JJRRV”) was established on August 6, 2005.  
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Under such circumstances, in August 2004, PNA requested the Government of Japan to provide technical 
cooperation pertaining to the establishment of an appropriate system of SWM by LGUs.  In response to the 
request, JICA carried out a study to examine the background of the request in September 2004 and a project 
formulation study in February 2005. An implementation study team was also dispatched in July 2005 and 
both the Palestinian and the Japanese sides agreed to implement the technical cooperation titled "the Project 
for Capacity Development on SWM in Jericho and the Jordan River Rift Valley” (hereinafter referred to as 
“the Project”) and signed a Record of Discussion (R/D) and a Minutes of Meeting (M/M) in July 2, 2005. 
On November13, 2005 JICA sent an expert team to Palestine to carry out the Project. 
2. Project Overview 
(1) Overall Goal: 

1. In PNA, a basic policy and a concrete action plan on integrated SWM are formulated. 
2. Effective system of SWM modeling JJRRV is diffused in PNA 

(2) Project Purposes: 
1. Sustainable and sanitary system of SWM is introduced in JJRRV.  
2. Experiences of improvement on SWM in JJRRV are shared as a model for other areas in PNA. 

(3) Outputs: 
1. Organization for project operation is established. 
2. System for SWM in JJRRV is established. 
3. Present situation of SWM in JJRRV is grasped. 
4. Action plan for improvement of SWM in JJRRV is formulated. 
5. The action plan is put into practice and the improvement is made. 
6. Seminars/ workshops are held and the Project experiences in JJRRV are diffused among 

Palestinian local authorities. 
7. Those who are in charge of SWM in local authorities and related ministries acquire basic 

knowledge on integrated SWM. 
 
(4) Inputs (as of this final evaluation) 
Japanese side： 

Short term expert: 17 persons（29.46 M/M） 
No. of trainees received in Japan:  13 persons 
Provision of equipment: Maintenance tools and spare parts equivalent to approximately 

JPY 29 million 
Local cost: Approximately JPY 51 million 

Palestinian side: 
 Counterpart:       7 persons 
 Provision of land and facility::  For the project office space 

II. Evaluation Team 

Members of 
Evaluation 
Team 

Japanese Side 
(1) Dr. YOSHIDA Mitsuo (Leader) 

Senior Advisor (Water, Waste and Environment), Institute for International 
Cooperation, JICA 

(2) Ms. TAMURA Eriko (Cooperation Planning) 
Senior Program Officer, Global Environment Department, JICA 

(3) Ms. OISHI Misa (Evaluation Analysis) 
Consultant, Consulting Division, IC Net Limited 
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 Palestinian Side 
(1) Mr. Kamel Hemeid (Leader) 

General Director, DJCspd, Ministry of Local Government 
(2) Mr. Fawas Rabaia (Member) 

General Manager of Public Relations, Ministry of Local Government 
(3) Mr. Abdel-Jabbar Abu-Halawa (Member) 

Executive Director, JCspd JJRRV 

Period of Evaluation： June 2, 2007～June 24, 2007 Type of Evaluation： Mid-term Evaluation 

III. Results of Evaluation 

1. Achievements 
(1) Project Purposes 
Project Purpose 1: Solid waste management system was successfully introduced in JJRRV thanks to the 

great efforts made by JCspd JJRRV. However, the Project Purpose 1 is only partially 
achieved due to the financial vulnerability and delay in the provision of collection 
vehicles and equipment.  

Project Purpose 2: The Project Purpose 2 is being achieved through information sharing at Joint 
Coordination Committee (JCC) meetings and other seminars and workshops which 
were participated by officers from other municipalities and JCspds, despite that a major 
contributing activities, national seminars, are not yet to be produced.  

 
(2) Outputs 
Output 1:  Five JCC meetings have been held regularly by now. In addition to JCC meetings, as for JCspd 

JJRRV’s operation, both the General Body (GB) meetings and the Administrative Body (AB) 
meetings are held regularly. Thus Output 1 has been achieved. 

Output 2:  Output 2 is being achieved, since the system for SWM in JJRRV is being established by 
preparing the Basic Plan, drafting job descriptions, modernizing a financial management system, 
carrying out community meetings and repairing the existing collection vehicles. Further 
cooperation and financial contribution from LGUs are expected to achieve Output 2 fully. 

Output 3:  Output 3 has been achieved since several studies were carried out to understand the current 
situation of SWM in the region. 

Output 4:  Output 4 is also achieved; the draft Action Plan was presented to a wider public and discussed 
and finalized in the workshop, ”Seminar on Solid Waste Survey Result”. The final version of the 
Action Plan includes (i) Raising public awareness; (ii) Improvement of collection and 
transportation system; (iii) Improvement of disposal system; (iv) Improvement of maintenance 
system; (v) Strengthening organization and institution; (vi)Establishment of accounting system. 

Output 5:  Output 5 is partially achieved; at present, the Action Plan is being implemented and the 
improvement is being made partially. 

Output 6:  Output 6 is partially achieved. JCC meeting and other workshops were attended by other 
municipalities and JCspds, and the experiences of JCspd JJRRV were shared. In addition, the 
Project plans to hold national seminars in the fourth year to share such experiences with other 
JSCs and JCspds. 

Output 7:  Output 7 is being achieved. Country Focused Training Course on Capacity Building in Solid 
Waste Management for Palestine in Japan was organized twice by now; and 13 participants in 
total acquired basic knowledge on integrated SWM. In addition to this, 9 participants from 
JCspd JJRRV joined the third country training course in Jordan. Municipal officers and JCspd 
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staff from other areas had opportunities to share experiences and information of JCspd JJRRV in 
these training courses. 

 
2. Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance 
The Team concluded that the Project remains fairly relevant in terms of PNA’s policy in the related 
field, and the selection of the target group in the Project is appropriate. For example, the Mid-Term 
Development Plan (2005-2007) of PNA emphasizes the importance of establishment of SWM systems 
including the proper management of landfill sites. And the Project’s Overall Goals are consistent with 
the PNA’s national development plan. 
 
Article 15 of Palestinian Local Authorities Law (1997), ”The Council's powers, authority, and role”, 
defines SWM as LGU’s responsibility, and clarifies establishment of ”the Joint Service Council”. Based 
on this law, by-law for establishment of JCspd was issued in 2006. JCspd JJRRV was established 
formally and governed by this by-law. 
 
Japan’s ODA policy to Palestine prioritizes support for the reform process and the humanitarian 
activities. These two fields directly relate the Project’s contributions to the fields of SWM and local 
governance. 
 
(2) Effectiveness 
In spite of great efforts made by JCspd JJRRV, the Project Purpose 1 has been at best partially achieved 
due to primarily the severe financial situation of JCspd JJRRV. The Team identifies that a delay of the 
collaborating project, the provision of equipment by UNDP, also hinders fulfillment of the 
improvement of collection and transportation. Thus the effectiveness of the Project is not maximized. 
 
(3) Efficiency 
Due to a political factor, the dispatch of Japanese experts was delayed. However, thanks to the efforts 
made by the relevant authorities, Japanese experts and C/Ps, a negative effect to the Project, including a 
plan to start the SWM from January 2007, could be minimized. Thus, generally speaking, the Project 
has been operated efficiently. As for the provided equipment, some malfunctioning vehicles were fixed 
and maintenance equipment was also provided to the maintenance workshop in Jericho Municipality, 
where JCspd JJRRV’s vehicles are serviced. The equipment provided is highly adequate, and well 
utilized. A major impairing factor to the efficiency is the delay in the provision of equipment by UNDP.
 
(4) Impact 
The Team discovered that the following impacts are emerging from and affecting the Project. 

• Activeness of JCspd JJRRV and other JCspds encourages DJCspd to activate the National 
Committee on Solid Waste Management and Wastewater, and to incorporate lessons learned from 
activities of these active joint councils into a national plan on solid waste management. 

• Executive director of JCspd JJRRV became a member of the working group for solid waste 
management training, supported by German Technical Cooperation, and share JCspd JJRRV’s 
experiences with other members. 

• The improvement of the landfill site conducted as the pilot project was the first experience to 
improve a small scale open dump site in PNA, and provides a model case to lots of journalists
and visitors. 



XIV 

• The visit to a recycling factory during the third country training to Jordan gave an idea to try out a 
recycling activity in JJRRV. 

 
(5) Sustainability 
Since JCspd is legally authorized by MoLG, JCspd JJRRV will continue to be a organization in charge of 
SWM in the region, if the MoLG’s policy to restructure and activate local communities by establishing 
JCspds remains. In this sense, the sustainability of the Project in the institutional aspect is secured to a 
certain extent. 
 
However, from the organizational aspect, the sustainability is unlikely to be secured soon. Most of JCspd 
JJRRV employees are the seconded staff from Jericho Municipality, and they are basically knowledgeable 
and skillful regarding SWM. In addition, they have acquired new knowledge through working together with 
Japanese experts, and attending training courses in Japan and implementing the Action Plan; their capacity 
to continue the activities is being developed. However, since they are the seconded staff from Jericho 
Municipality, it is difficult to assume the sustainability of JCspd JJRRV at this point. 
 
From financial aspect, the sustainability is unlikely to be secured soon. Each LGU’s monthly due composed 
of the monthly service fee from citizens totals NIS139,726, and Jericho Municipality is supposed to bear 
about 72% of this total monthly amount. At present, only one LGU is able to pay 100 % of its due and three 
LGUs have never paid their dues at all,. In fact, the financial bases of smaller LGUs are extremely 
vulnerable or even nil. The Project plans to raise awareness of citizens in these areas and request their 
financial contributions. As clearly seen from the ratio of monthly planned payment, Jericho Municipality is a 
key player in this JCspd JJRRV; it is imperative to request Jericho Municipality who presently pays only 
about 60% of the due to pay more and stabilize the financial situation of JCspd JJRRV. 
 
From technical aspects, there are prospects that the sustainability is secured. According to the interviews and 
answers of the questionnaires, it is clear that the counterparts (C/Ps) appreciate knowledge and experiences 
acquired through working together with Japanese experts and attending training courses in Japan. The Team 
concluded that appropriate technologies are being transferred.  
 
The team concluded that the sustainability in terms of organizational and financial aspect is not secured , 
although the institutional and technical sustainability is secured. 
 
2. Factors that promoted realization of effects 
In regard to the Project Purpose 1, the followings were introduced by interviewees; 

• Most of JCspd JJRRV employees are seconded from Jericho Municipality, and they are basically 
knowledgeable and skillful regarding the basic solid waste management.  

• Since the second Indifada, many LGUs have not been functioning well. Being a part of JCspd JJRRV 
gives opportunities for LGUs to re-start providing public services to a certain extent. This fact 
contributes fostering the collaborating relationship between JCspd JJRRV and most of LGUs. 

In regard to the Project Purpose 2, an opinion below was introduced by interviewees. 
• Although producing Output 6 is planned in the fourth year, information and experiences on JCspd 

JJRRV has been shared at the time of JCC meetings and training in Japan, which were participated by 
other JCspds and acceptance of visitors to the improved Jericho landfill site. 

• MoLG has the basic policy to establish JCspds to restructure local communities and this policy 
supports the Project to disseminate the experience to other LGUs.  
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3. Factors that impeded realization of effects 
In regard to the Project Purpose 1, the followings were expressed by interviewees; 

• For residents in this region, SWM is not often highly prioritized. Especially for residents in remote 
LGUs and agricultural areas. Therefore, JCspd JJRRV is still straggling to urge LGUs to pay their dues.

• Most of the participating LGUs do not have a financial base and even employees. 
• The operational cost of JCspd JJRRV is unavoidably high since 17 LGUs scatter in the wide area. 
• The regional economy has been stagnant since the second Intifada. 
• Due to severe restrictions on development of infrastructure including the establishment of new landfill 

sites, land usage, and transportation imposed by Israel, development of reasonable system  is difficult.
• A delay in the collaborating project, the provision of equipment by UNDP, also hinders fulfillment of 

the improvement of collection and transportation. 
 

4. Conclusion 
As a result of the work in the first half of the Project period, JCspd JJRRV, whose functions were nil in the 
beginning, was organized as an executing agency of SWM, equipped with necessary personnel, and finally 
the Action Plan for SWM was formulated. Then, with understanding from residents, JCspd JJRRV was able 
to provide regular waste collection and transportation services. As for dumping, the existing Jericho 
dumping site was improved to be a controlled landfill site. These efforts lead to the expansion of the 
collection services from three LGUs before JCspd JJRRV to 17 LGUs1 after JCspd JJRRV, and the 
reduction of illegal open dumping. This improvement can be regarded as a foundation for attaining the 
Project Purpose 1, and a remarkable achievement for the first half of the project period. The reduction of 
negative effects on environment and the improvement of public health are expected to be further 
materialized throughout the Project. 
 
The achievement mentioned above can be explained comprehensively from the “capacity development 
(CD)” point of view, namely “CD at the organizational (JCspd JJRRV) level”, “CD at the individual level” 
and “CD at the institutional / societal level”. For the CD at the organizational level, the following five points 
were achieved; (i) the organizational structure of JCspd JJRRV was established; (ii) the operational and 
financial management system; (iii) soft/intellectual assets such as the survey results on the present SWM 
systems, the Basic Plan and Action Plan; (iv) hard/material asset such as the office space, the equipment and 
the improved dumping site were provided with; and (v) human resources were secured. In the CD at 
individual level, the staff of JCspd JJRRV underwent the trainings in Japan, closely worked with Japanese 
experts, and their operational and managerial skills were developed at an individual level. As for the CD at 
institutional/ societal level, JCspd JJRRV was lawfully approved by MoLG, and it contributes acquiring 
citizen’s understanding and participation. 
 
In the process of CD, in addition to the “comprehensiveness” from three aspects of the capacity, ownership 
and commitment of the Palestinian C/Ps as individual, JCspd JJRRV as organization and the society in 
JJRRV, are key factors. As for the Project, in spite of difficult circumstances such as delaying of salary 
payment by public institutions in PNA, LGUs actively participated in JCspd JJRRV and started the service 
in the whole region. Strong ownership and self-motivation of the C/P are observed as just mentioned; the 
Team concluded that the Project is being successful to enhance their independence and activeness. 
Establishment of JCspds for SWM as just mentioned will provide a model of SWM improvement 
approaches. Moreover it shows a possibility for JCspd to provide other public services in the future. 

                                                  
1 Currently the service is not provided in three LGUs, namely Al-Jitflik, Froosh Beit Dajan and Bardala. 
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At the time of mid-term evaluation, by and large, the Project is being implemented as planned. From the 
viewpoint of five evaluation criteria, relevance, effectiveness and efficiency of the Project are being 
ensured, and some impacts are being observed, too. A concern over financial sustainability, however, 
remains. In addition, it became clear at this point that considerable delay of provision of collection vehicles 
and equipment which was considered as a collaborating grant-aid project from the beginning of the Project 
was unavoidable. It is difficult for the Project to achieve the Project Purpose 1 within the previously planned 
period, since the provision of equipment is essential to fully establish a system for the joint SWM service. 
Thus, the Project needs to carry out activities with a special consideration to the financial sustainability; in 
addition, may need to revise the project period and the operational plan for adjusting with the provision of 
the equipment mentioned above. Otherwise, it will become more difficult to achieve the Project Purposes of 
the Project. 
 
5. Recommendations 
 
1. Effort to stabilize the financial condition of JCspd JJRRV 
Many concerns remain over the financial issues of JCspd JJRRV, though the service did start. Under the 
current economic difficulties in the region, most of 17 LGUs were not able to pay 100% of their monthly 
payment and three of them have not paid it even once yet. The overall payment level is as low as 50% of the 
planned monthly payment, thus the financial sustainability of the services is not yet ensured. The Team 
recommends LGUs to continue paying their dues to JCspd JJRRV, and consider necessary arrangements for 
its institutional stability. In the latter half of the project period, the Project needs to reassess the member 
LGUs’ “willingness to pay” and initiate some activities to boost the payment rate. In addition, as being 
planned now, it is advisable to carry out some income generating activities such as sales of recyclables after 
thoroughly surveying the present market situation of such products. 
 
2. Information sharing through JCC 
The Project requires the collaboration with many relevant authorities such as DJCspd/MoLG in order to 
disseminate the learning of the Project. Thus it is advisable to hold JCC meetings more often, if not 
biannual, quarterly, in order to collaborate and communicate more closely. 
  
3. Expansion of the Jericho dumping site 
The existing Jericho dumping site was improved as a part of the Action Plan of the Project in the first half of 
the project period, and open dumping site was transformed to a controlled landfill. However, the improved 
area is small and will soon be filled. Since the expected duration capacity is 6 months) and will not be able 
to provide long-enough opportunity to learn the management of controlled landfill site, it is advisable to 
consider the further expansion of the Jericho dumping site. 
 
4. Promotion of JCspd JJRRV model  
The Project has two pilot-type features in terms of (i) organizational strengthening of JCspd JJRRV and (ii) 
formation of joint service provision mechanism to numbers of LGUs, thus the experiences of the Project 
need to be diffused as a JCspd JJRRV model, which is defined as the Project Purpose 2.  In the latter half 
of the project period, national seminars which invite other JCspds are planned, and by utilizing such 
opportunities, the Project should further promote the experiences of JCspd JJRRV as a model for other joint 
councils. 
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5. Coordination and collaboration with other donors and projects 
As just mentioned, the Project aims to disseminate the experiences of JCspd JJRRV as one of good models 
to PNA, the Team recommends the Project to coordinate and collaborate more actively with other donors 
and projects in the environment sector. 
 
6. Coordination and collaboration within JICA’s projects in the region 
The Team recommends both JICA expert teams and Palestinian C/Ps of all the JICA’s projects in the region 
to have an information sharing mechanism including regular meetings in order to maximize synergy effects 
and minimize negative effects by the coordination of JICA Palestine Office.. 
 
7. Enhancement of the member LGUs’ commitment to the Project 
The Team recommends DJCspd and the related district offices of MoLG in the region to cooperate and 
coordinate for the interests of LGUs regarding the Project. 
 
8. Revision of PDM 
The Team recommends the revision of PDM as per attached in ANNEX 1 in order to clarify a few points.  
 

 
 
 





 
JCspd JJRRVの事務所（この建物の1階部分） 
 

 
ジェリコ市ワークショップ 
 

 
ワークショップでメンテナンスをされている

日本の無償資金協力（1998 年） 
で供与したコンパクター 
 

 
プロジェクトで供与したメンテナンス用機材 
 

 
ジェリコ処分場入口 
 

 
処分場までの道（農業ごみ（ビニール袋）が

散乱している） 
 



 
ジェリコ処分場 
 

 
難民キャンプからの廃棄物受け入れ 
 

 
隣接の改善されていない処分場（ごみの野焼

きが行われている） 
 

 
JCspd JJRRV 参加自治体からのヒアリング

（Al-Jiftlik VC） 
 

 
評価レポート協議 
 

 
M/M 署名 
 



－1－ 

第１章 中間評価調査の概要 
 

１－１ 背 景 

パレスチナでは1993年９月のオスロ合意調印を契機に暫定自治が開始され、各ドナー国及び

国際機関による支援が実施されてきた。しかしながら、2000年９月に勃発したインティファー

ダの結果、パレスチナ、イスラエル双方に数多くの犠牲者を出しいまだ不安定な治安情勢が続

いている。経済基盤の脆弱なパレスチナでは、イスラエルの占領政策により移動の自由ととも

に経済活動が制約されており、その結果として貧困指標を悪化させ、失業率は６割にのぼり、

１日２米ドル以下の貧困生活を余儀なくされている人の割合は４割以上に達している1。 

このように、非常に厳しい政治・経済状況にあるパレスチナ自治区は、ヨルダン川西岸地区

とガザ地区の２つの地区に分かれており、全体で約380万人の人口を擁する。中央のパレスチ

ナ暫定自治政府（PNA）の下、両地区併せて計16の行政区域（Governorate：県に相当）に分か

れ、その下にmunicipalityやvillage councilなどと呼ばれる500程度の地方自治体（LGU）が存在

する2。しかし、先述のとおり、イスラエルの占領政策により、PNAの統治はガザと西岸地区の

全域に及んでいるわけではなく、パレスチナ人の居住する都市や村落といった「点」の統治で

あり（約40％の自治）、出入国管理や土地利用は専らイスラエルが行っている。 

このような状況下、パレスチナ自治区における多くの自治体では、オペレーションコストの

増大による財政難などで、十分な廃棄物管理サービスを提供できていない。その結果、野焼き

やオープンダンプが行われ、人々の健康や環境への負の影響が懸念されている。PNAの地方自

治法では、小規模自治体が地方行政サービスに関する自治体組合として広域行政計画・開発カ

ウンシル（JCspd）を組織することを認めており、廃棄物管理事業についても独力では実施が

困難な小規模自治体が結集して、JCspdを結成し、共同でゴミ処理事業を行うなどの方策がと

られ始めている。 

このような背景の下、2004年８月にPNAから日本に対してナブルス～ジェリコ地域を対象に

自治体とJCspdにおける廃棄物管理のモデルとグッドプラクティスの確立に関する技術協力に

ついて要請がなされた。この要請を受け、JICAは、2004年９月に要請背景調査、2005年２月に

プロジェクト形成調査を実施した。これらの調査を通じて、ゴミ処理事業の「住民に最も近い

行政サービス」という特性を生かし、地方自治体とともに事業を行っていくことで、当該地域

の地方自治の確立にも十分資することが確認された。2005年７月には実施協議調査団を派遣し、

ジェリコ及びヨルダン渓谷（JJRRV）地域のJCspd（以下、「JCspd JJRRV」と記す）に対し、「廃

棄物管理分野の対処能力向上〔キャパシティ・ディベロップメント（CD）〕支援」のための技

術協力プロジェクトを実施することで合意し、討議議事録（R/D）に署名した。 

 

１－２ 中間評価の目的 

上述の背景の下、2005年９月より技術協力プロジェクト「ジェリコ及びヨルダン渓谷（JJRRV）

地域における廃棄物管理能力向上プロジェクト」を３年間の予定で実施中であり、現在５分野

の短期専門家（総括/廃棄物管理計画、副総括/CD支援、組織整備/行政担当、医療廃棄物/環境

社会配慮、埋立処分場改善）から構成されるチームが活動中である。今般、協力開始から折り

                             
1 「平成18年度 JICA国別事業実施計画（平成17年10月改訂）パレスチナ自治政府」より抜粋した。 
2 地方自治庁（MoLG）の内部資料によれば、2006 年時点で、132 の municipality、235 の village councils、115 の project committee が存

在し、これら合計 482 の組織を地方自治体と呼んでいる。 
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返し地点を迎え、2008年８月末のプロジェクト終了に向けて、これまでの活動実績を評価する

とともに、終了時までにプロジェクト目標を達成するために必要な提言を抽出する目的で中間

評価調査を実施した。 

 

１－３ プロジェクト概要 

プロジェクト要約表であるプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）に記載されてい

るプロジェクトの概要を以下に示す。下記内容は、プロジェクト開始当時のPDM（PDM１）を、

2006年７月に改訂したPDM（PDM２）に基づくものである。 

 （１）上位目標 

  １）PNAに地方都市の包括的な廃棄物管理に関する基本政策が確立し、具体的な方針が整

備される 

  ２）パレスチナ全土の地方都市にJJRRV地域をモデルとした効果的な廃棄物管理体制が普

及する 

 

 （２）プロジェクト目標 

  １）JJRRV地域に持続的で衛生的な廃棄物管理システムが導入される 

  ２）JJRRV地域の改善事例経験が、パレスチナ他都市の廃棄物管理の改善に向けたモデル

ケースとなる  

 

 （３）成 果 

  １）プロジェクトの運営体制が確立する 

  ２）JJRRV地域における廃棄物管理組織体制が確立される  

  ３）JJRRV地域における廃棄物管理の現状が把握される  

  ４）JJRRV地域における廃棄物管理の改善方針（アクションプラン）が策定される 

  ５）アクションプランが実行され、改善が具体化する  

  ６）現地国内セミナーが開催され、JJRRV地域の事業が普及される 

  ７）本邦研修が開催され、廃棄物管理に係る基礎知識が獲得される 

 

１－４ 合同評価調査団の構成 

日本側調査団 

 （１）総 括 吉田 充夫 独立行政法人国際協力機構（JICA） 国際協力専門員 

 （２）協力企画 田村 えり子 JICA 地球環境部 第二グループ 

  環境管理第二チーム職員 

 （３）評価分析 大石 美佐  アイ・シー・ネット株式会社 コンサルタント 

 

パレスチナ側調査団 

 （１）Leader Mr. Kamel Hemeid 
 General Director, Department of Joint Council for Services, Planning and  
 Development, Ministry of Local Government 
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 （２）Member Mr. Fawas Rabaia  
 General Coordinator for JICA Projects, Ministry of Local Government 
 （３）Member Mr. Abdel-Jabbar, Abu-Halawa 
 Executive Director, Joint Service Council for Solid Waste Management in  
 Jericho and Jordan River Rift Valley 
 

１－５ 調査日程 

日 程 活 動 

６/２（土） （大石） 

11：45 関空発（JL421）→16：15ロンドン（ヒースロー）着 

22：30 ロンドン発（BA163）→ 

６/３（日） ５：30 テルアビブ着 

12：00 事務所打合せ 

６/４（月） ８：30 テルアビブからベツレヘムに移動 

10：30 MoLG JCspd局（DJC spd）Kamel局長 

〔カウンターパート（C/P）に対する中間評価の目的説明、日程確認、合同評

価者の任命等〕 

ジェリコへ移動 

PM 主要C/P（JCspdのC/P及び理事会のC/Pとのキックオフミーティング

 （C/Pに対する中間評価の目的説明、日程確認） 

14：30 JICAジェリコ・フィールドオフィス Makky氏 

６/５（火） 関係者に対するインタビュー 

10：00 双方のインプット確認、機材の設置状況、台帳との照合、C/P配置状

況確認、施設確認、工事状況確認、先方負担部分の確認 

Abdel-Jabbar Al-HalawaJCspd事務局長に対するインタビュー 

12：00 JCspdのC/Pに対するグループインタビュー 

６/６（水） 関係者に対するインタビュー 

10：00 Hassan JCspd 理事長・ジェリコ市長 

12：00 Mr. Ghaleb Awatlahアル・ニアメ町長・JCspd理事（Head of Al-New’meh 
and JCspd AB member） 

６/７（木） 資料整理（評価レポート案作成） 

６/８（金） 資料整理（評価レポート案作成） 

６/９（土） 関係者に対するインタビュー 

９：00 ジェリコからラマラへ移動 

10：00 保健庁（MoH） 

６/10（日） （大石） 

関係者に対するインタビュー 

AM Gazi Ayyad ジェリコ市総合サービス部部長（Director of General
Service of Jericho） 

 Ismail Safジェリコ市営繕課課長（Head of Maintenance of Jericho） 
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PM JCspd職員及び清掃員等 

（吉田、田村） 

13：00 成田発（JL 407）→18：00フランクフルト着 

22：20 フランクフルト発（LH 690）→ 

６/11（月） （吉田、田村） 

３：15 テルアビブ着 

（大石） 

関係者に対するインタビュー 

９：30 Mustafa Alhmidat新ジェリコ病院職員（C/P研修参加者） 

11：00 Mohammad Njoom地方自治庁ジェリコ支局職員（C/P研修参加者） 

（全員） 

15：00 事務所との打合せ（テルアビブ） 

  専門家チームとの打合せ 

６/12（火） 10：30 MoLG DJC spdのKamel局長（ベツレヘム） 

ジェリコへ移動 

19：00 ジェリコ市長 

６/13（水） ８：30 JICAジェリコ・フィールドオフィス Makky氏 

10：30 阿部浩リーダー 

11：30 石井明男専門家 

19：00 国連開発計画（UNDP） 

６/14（木） 10：30 ドイツ技術協力公社（GTZ） 

評価レポート案まとめ 

６/15（金） 評価レポート案まとめ 

６/16（土） 10：00 Abdel-Jabbar Al-HalawaJCspd事務局長 

AM ジェリコ車両整備場・ジェリコ処分場視察 

12：00 Mr. Souliman Romaninアル・オージャ村長（Head of Al-Ojah） 

PM アル・オージャ処分場視察 

６/17（日） 関係者へのインタビュー（終日） 

Mahmood Sawafta バルダラ村長（Head of Bardarah） 

Mohammad Jahaleenジフトリク村長（Head of Jiftlik） 

Mahmoud Abuhattab アインシブリ村長・JCspd理事（Head of Ein Shibli.and
JCspd AB member）  

Ibrahim Ishhadehナワジ村長（Head of Nawaji） 

Hasan Jermi ズビダッド村長・ JCspd副理事長（Head of Zibidat and JCspd
vice-president）  

６/18（月） （吉田） 

AM アル・オージャ処分場付近の地下水採取 

14：00 Dr. Itay Fischhendlerヘブロン大学社会科学学部博士（Faculty of Social
Science, The Hebrew University of Jerusalem） 
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（田村、大石） 

12：00 JCspd理事会（Administrative Body Meeting）視察 

６/19（火） 10：00 合同調整委員会（JCC） 

PM  合同評価チームとの評価レポート案協議 

６/20（水） 10：00 JCCにて協議議事録（M/M）署名 

６/21（木） 専門家チームと今後の予定の打合せ 

テルアビブ移動 

６/22（金） 事務所、大使館報告 

６/23（土） （吉田） 

16：30 テルアビブ（LH 687）→19：45フランクフルト 

21：05 フランクフルト（JL 408）→ 

（田村） 

８：00 テルアビブ（RJ343）→8：45アンマン 

10：25 アンマン（MS720）→11：45 カイロ（～7/5） 

（大石） 

８：05 テルアビブ（BA162）→11：35ロンドン（ヒースロー） 

19：45 ロンドン（JL 422）→ 

６/24（日） （吉田） 

15：20 成田着 

（大石） 

15：55 関空着 
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第２章 中間評価の方法 
 

２－１ 評価の方法 

本評価は、「改訂版 JICA 事業評価ガイドライン」に沿って、日本、パレスチナ双方から選

出された評価メンバーによって実施された合同評価である。まず、プロジェクト管理のための

要約表である PDM を用い、評価時点での実績（計画の達成状況若しくは達成見込み）と実施

プロセスの検証を行う。その際には、2006 年７月に改訂した PDM（PDM2）を利用する。実績

と実施プロセスの検証ののち、その結果を踏まえ、評価５項目（妥当性・有効性・効率性・イ

ンパクト・自立発展性）の観点から評価を行う。 

 

 

妥当性（relevance）3 

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が受益者のニーズに

合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、被援助国及び日本側の政策との整合

性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当か、公的資金である ODA で実施する

必要があるかなどといった「援助プロジェクトの正当性・必要性」を問う視点。 

 

有効性（effectiveness） 

プロジェクトの実施により本当に受益者若しくは社会への便益がもたらされているの

か、あるいは、もたらされるのかを問う視点。 

 

効率性（efficiency） 

主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されているか、あ

るいはされるかを問う視点。 

 

インパクト（impact） 

プロジェクト実施によりもたらされる、長期的、間接的効果や波及効果を見る視点。予

期していなかった正・負の効果・影響を含む。 

 

自立発展性（sustainability） 

援助が終了してもプロジェクトで発現した効果が持続しているか、あるいは持続の見込

みはあるかを問う視点。 

 

２－２ 主な調査項目と情報・データ収集方法 

 （１）既存資料の分析と評価デザインの作成 

本プロジェクトの R/D、プロジェクト進捗報告書等の関連書類をレビューし、中間評

価の調査計画と評価グリッドを作成した。 

 

                             
3 以下の５項目の説明は、「プロジェクト評価の手引き（改訂版 JICA 事業評価ガイドライン）」p.41 から抜粋した。 
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 （２）質問票による聞き取り調査・アンケート調査 

事前送付した質問票を用いて、日本人専門家、C/P やその他関係者に対し広範な聞き

取り調査を実施した。質問票による聞き取り調査・アンケート調査で得た情報は、付属

資料２の評価グリッドに記載されている。加えて、質問票本文と結果の要約は、付属資

料５にも詳しい。 

 

 （３）フォーカス・グループ・ディスカッション（FGD） 

JCspd JJRRV の職員を対象に、FGD を実施し、当該プロジェクトに対する率直な意見

を収集した。また、ドライバーと清掃労働者に対しては、別途 FGD を行い、廃棄物収

集サービスに関する現場の声も収集している。FGD で得た情報は、付属資料２の評価グ

リッドに記載されている。 

 

 （４）プロジェクト活動の視察 

供与機材に関しては調査期間中に可能な範囲でその稼動状況・保管状況を確認した。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 投入実績 

 ３－１－１ 日本側の投入実績 

  （１）短期専門家派遣 

2007 年６月時点での短期専門家の派遣は、2005 年度６人〔7.70 人/月（MM）〕、2006

年度８人（17.76MM）、2007 年度３人（4.00MM）の計 17 人（29.46MM）であり、

各専門家は、廃棄物に関連する専門分野で派遣されている。詳細は、付属資料１ミニ

ッツ・合同評価報告書の ANNEX４を参照のこと。 

 

  （２）研修員受け入れ 

国別研修のパレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、今まで２回開催されてお

り、それぞれ５人、８人の関係者が参加している。詳細は、付属資料１ミニッツ・合

同評価報告書の ANNEX５に示した。 

 

  （３）機材供与 

収集車両の修理部品やジェリコ処分場改善のための資機材 2,900 万円相当を供与し

ている。詳細に関しては、付属資料１ミニッツ・合同評価報告書の ANNEX６を参照

のこと。 

 

  （４）現地活動費 

2007 年６月時点における日本側の投入は、以下のとおりである。 

 2005 年度 2006 年度 

現地活動費 7,158,000 円 43,836,000 円 

 

 ３－１－２ パレスチナ側の投入実績 

  （１）C/P 
2007 年６月時点で、JCspd JJRRV の中核的な職員を中心に７人が C/P として、日本

人専門家とともに JCspd JJRRV の運営に携わっている。 

 

  （２）施設、機材の提供 

JCspd JJRRV の施設や設備・機材を利用して、プロジェクトが運営されている。 

 

３－２ 成果の達成度 

プロジェクトの想定する７つの成果について、PDM で設定された指標を基にその達成度を示

す。その際に利用するのは、R/D に記載されている PDM（PDM1）を 2006 年７月に改定した

PDM（PDM2）である。 
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成果１ プロジェクトの運営体制が確立する 

指 標 1.1 プロジェクト JCC 等の設置と定期開催 

1.2 プロジェクト実施計画の具体化とプロジェクト・モニタリング及びフ

ィードバック  

 

JCC、JCspd JJRRV の総会や理事会が組織され、定期的に開催されており、成果１は達成さ

れている。 

 

現在までに、JCC は５回4、JCspd JJRRV 総会（GB）5は４回、理事会（AB）6は 10 回開催され

ており（指標 1.1）、JCC においてはプロジェクト全体に関して、JCspd JJRRV AB、GB におい

ては、広域廃棄物管理システムに関して、問題点や課題を議論し、進捗を確認している（指標

1.2）。 

 

成果２ JJRRV 地域における廃棄物管理組織体制が確立される  

指 標 2.1 JCspd JJRRV による廃棄物管理体制に関する基本計画がつくられる 

2.2 廃棄物管理組織の分掌の明確化と整備 

2.3 廃棄物管理会計の確立 

2.4 市民への広報事業 

2.5 LGU との協力体制 

2.6 廃棄物管理機材の修理・維持管理がなされる 

 

当該地域における廃棄物管理組織体制が確立されつつあり、よって成果２は達成されつつあ

るといえるが、指標 2.5（LGU との協力体制）に関連し、経済的基盤の脆弱さ、地域経済の低

迷から、各自治体によるサービス料金7の支払いが不十分であり、課題が残っている。 

 

プロジェクト関係者（日本人専門家と C/Ps）で作成された基本計画（案）は、アラビア語に

訳され、2006 年８月３日の第２回 JCspd JJRRV 理事会で詳しく検討された。同計画案は JCspd 
JJRRV の理事長と事務局長によって、８月６日の JCspd JJRRV 総会で紹介・説明され、承認を

得た。現在、この基本計画は小冊子（アラビア語）にまとめられ関係者に配布されている（指

標 2.1）。 

JCspd JJRRV 職員の職務規定については、JCspd JJRRV の事務局長である Abdul Jabbar 氏が

中心になり 2006 年 11 月にドラフトを作成、その後 2007 年１月 16 日に JCspd JJRRV の理事長

に承認されている。2006 年 12 月 23 日には JCspd JJRRV 職員を対象とした説明会と訓練が実

                             
4 中間評価結果を受けて６月 19、20 日に開催した第６回 JCC を除く。 
5 総会は、全 17 LGU が参加して実施される会合のことであり、MoLG の JCspd に関する by-law では、少なくとも１年に１度開催す

ることと規定されている。 
6 理事会は、上記 by-law によれば、JCspd の president と deputy president の２人に加え、総会で選ばれた３人の計５人で構成される会

であり、月に１度会合を開くことになっている。理事会メンバーは、Jericho、Al-New’meh & Edyuk al-Foqa、Zbdat、Ein Shibli、
Al-Ojah の５自治体の代表である。 

7 サービス料は 15 シュケル（NIS）/household/month で、自治体ごとのサービス料金総計は、15NIS/household/month 掛ける household
数で算出されている。また、１つの household に複数の family が居住している場合には、25NIS/household/month のサービス料で計算

されている。自治体ごとのサービス料金総計とは、全住民から徴収した料金のことである。household 数が変わらない限り、毎月一

定である。 
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施されており、職務内容に関しても説明・議論がなされている。この職務規定はアラビア語に

訳され、各職員に配布されている（指標 2.2）。 

廃棄物管理会計に関しては、2006 年８月以降、まず、日本人専門家と C/P とで会計部門の業

務や廃棄物会計の費目について協議をし、必要なデータの収集を開始した。2007 年１月の JCspd 
JJRRV によるサービス開始後は、暫定的処置として、日本人専門家の作成したエクセルシート

を基にコンピューターによる会計管理業務を開始している。今後は、財務会計ソフトを導入し、

管理をしていくことになっている（指標 2.3）。 

市民への広報活動は、１年次より積極的に行われてきている。継続的にニュースレターやリ

ーフレットを作成することに加え、ウェブページを開設したり、地方テレビや国営テレビに出

演したりと、積極的に情報発信を続けている。加えて、17 自治体を対象に、多くのコミュニテ

ィ会合を開催し、JCspd JJRRV の役割、廃棄物管理（SWM）サービスの内容、サービス料につ

いての説明を行っている（指標 2.4）。詳細は、付属資料１ミニッツ・合同評価報告書の ANNEX
７を参照のこと。 

JCspd JJRRV の立ち上げ、その後の JCspd JJRRV による廃棄物処理サービスの提供は、加入

する 17 自治体の理解・参加なしには行えないことであり、実際、ある一定の協力体制はでき

ているといえる。しかしながら、各自治体の経済的基盤の脆弱さ、近年のパレスチナ経済の低

迷から、分担金や月額サービス料8の支払い状況からみれば「自治体からの協力」は十分である

とはいえない。分担金や月額サービス料の支払い状況は、全額納める自治体がある一方で、全

く支払っていない自治体が存在するという状況であり、今後の課題である（指標 2.5）。 

１年次には、廃棄物処理関連機材の修理・維持管理の現状についての調査が行われ、遊休機

材の修理が行われるとともに、メンテナンス用機材が調達された。詳細は、付属資料１ミニッ

ツ・合同評価報告書の ANNEX６の供与機材リストを参照のこと。2006 年 12 月のジェリコ市

との委託取り決めの下、現在はジェリコ市のメンテナンス・ワークショップが維持管理を行っ

ている。ジェリコ市のメンテナンス・ワークショップでは、JCspd JJRRV から委託を受けた車

両について、適切に維持管理記録が残されている（指標 2.6）。 

 

成果３ JJRRV 地域における廃棄物管理の現状が把握される 

指 標 3.1 ゴミ質・ゴミ量の調査報告ペーパー 

3.2 収集・運搬の実態調査（不法投棄状況調査含む）報告ペーパー 

3.3 処分場の実態調査（土壌・地下水汚染実態含む）報告ペーパー 

3.4 医療廃棄物管理の実態調査報告ペーパー 

3.5 実態把握調査の総括レポート 

3.6 廃棄物管理の現状についてのワークショップが開催される 

 

指標として記載されている各種調査が実施され、報告ペーパー類がまとめられており（指標

3.1 から指標 3.5）、廃棄物管理の現状が把握されているといえ、成果３は達成されている。 

 

また、廃棄物管理の現状についてのワークショップ「廃棄物調査結果に係るセミナー」が、

                             
8 分担金とは、サービス開始前の 2006 年度に各自治体から集められることになっていた JCspd JJRRV の運転資金のことである、サー

ビス料というのは、脚注 7 で説明したとおりである。 
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2006 年 12 月 20 日に開催され、17LGU 関係者、ジェリコ市職員、MoLG 関係者、JCspd 関係者、

病院関係者など約 80 人が参加している（指標 3.6）。 

 

成果４ JJRRV 地域における廃棄物管理の改善方針（アクションプラン）が策定される 

指 標 4.1 実態把握の調査結果に基づくアクションプラン案の策定 

4.2 アクションプラン案に基づき公開ワークショップが開催される 

4.3 アクションプランの確定 

 

 アクションプランは策定され、2006 年 12 月 20 日開催の「廃棄物調査結果に係るセミナー」

において合意されており、成果４は達成されている。 

 

 アクションプランには、① 住民意識向上、② 収集改善、③ 処分場改善、④ 機材メンテナ

ンス、⑤ 組織・制度整備、⑥ 会計制度の６項目が含まれている。 

 

成果５ アクションプランが実行され、改善が具体化する  

指 標 収集率の向上、不法投棄の減少 

処分場の改善 

改善実施の総括レポート（実践を踏まえたパレスチナ自治政府への提言を含む）

 

アクションプランは実施中であり、実際、不法投棄の減少などの改善がみられていることに

加え、ジェリコ処分場の改善も行われたが、UNDP 経由の無償資金協力供与機材の調達の遅れ

により、具体的な収集・運搬の改善が十分達成されたとは言いがたく、成果５の達成状況は限

定的である。 

 

プロジェクトが開始する以前より、廃棄物管理と呼べるようなシステムをもっていたのは、

ジェリコ市（Jericho Municipality）、アル・ニアメ町（Al-New’meh & Edyuk Al-Foqa）、アル・オ

ージャ村（Al-Ojah）の３自治体9のみであり、現在サービスを受けているそれら３自治体以外

の自治体10は、2007 年１月の JCspd JJRRV の収集サービス開始後、新しく廃棄物処理サービス

を受けており、収集率は向上しているといえる。また、現在は、ジェリコ（Jericho）、アル・

オージャ（Al-Ojah）、トゥバス（Tubas）の３ヵ所の処分場を利用していること、また、定期収

                             
9 この３自治体に加え、UNDP が JSC Middle Jordan Valley（参加自治体は、中部の 10 自治体）を対象にした開発事業を行った際に

車両を供与しており、一部の自治体ではその車両を利用して一部地域で収集を行っていたとのことである。車両が供与される以前

は、収集は行われていなかった。 
10 JCspd JJRRV 構成自治体の数は 17、推計人口は約５万人である。2007 年１月より３ヵ月間は試験期間として、全自治体を対象にサ

ービスを提供したが、現在は、３つの自治体がサービスを受け入れていない。Al-Jiftlik、Froosh Beit Dajan、Bardalah の３自治体であ

る。Al-Jiftlik に関しては、自治体の長と住民の間の関係がよくなく、首長に伝えてことが住民には伝わっていない。また、コミュニ

ティ会合の開催を依頼しても、住民を十分集めてはくれないという状況が続いている。今後は、首長に報告は続けるものの、首長を

介さないコミュニティ会合を実施することで対応する予定である。Bardalah に関しては、住民は大きく２つのグループ（現地では

family と表現されていた）に分かれているとのことであるが、これらの住民グループ間の競争意識が強く、一方の住民グループが必

要といえば、もう一方が必要ないという状況が続いている。この Bardalah に関しては、反対派グループに面会を申し入れ、直接説明

をする会合を開催する予定とのことである。また、Al-Jiftlik と Bardalah に関しては、１度も分担金・サービス料とも支払っていない。

Froosh Beit Dajan は、分担金を支払ったことはあるものの、住民の間でニーズが高くないという理由からサービスは行われていない。

Froosh Beit Dajan と Al-Jiftlik に関しては C 地区にある自治体であり、特に Froosh Beit Dajan は自治体規模も小さい。これらの自治

体では、イスラエルからの学校の建設許可がおりないということで、テントを学校がわりにしているというような状況である。 



－12－ 

集のなかった自治体で新しく定期収集が始まったことから、不法投棄は減少したといえる。し

かしながら、連携案件である UNDP 経由での無償資金協力機材の供与が当初の予定より遅れて

おり、具体的な収集・運搬改善活動に不可欠な収集車両と重機が不足しているため、収集・運

搬の改善状況は限定的である（指標 5.1）。 

処分場に関しても、2007 年１月より、ジェリコ処分場の改善計画が行われ、３月 21 日には

開所式を迎え、現在、利用されている。しかしながら、残余期間が半年程度と短く、衛生埋立

地の運営管理を習得するには不十分であることが懸案となっている（指標 5.2）。 

改善実施総括レポートに関しては、2007 年 10 月以降に準備を開始する予定となっている（指

標 5.3）。 

 

成果６ 現地国内セミナーが開催され、JJRRV 地域の事業が普及される 

指 標 6.1 パレスチナ各地域の廃棄物担当者を対象とした現地国内セミナー

（研修・現場視察を含む）の開催 

 

全国セミナーを最終年度に実施する予定であるが、JCC や各種セミナーには他の自治体や

JCspd からも参加があり、ある一定の情報・経験の共有は行われているため、成果６は一部達

成されているといえる。 

 

また、廃棄物処理関連施設の視察に関しては、2006 年 10 月３日に改善前のジェリコ処分場

とイスラエル側が運営管理をしているトブラン（Tovlan）処分場への視察が、2007 年３月１日

には世銀の支援で建設されたジェニン（Jenin）処分場、2007 年３月 21 日には改善後のジェリ

コ処分場への視察が実施され、ジェリコ市職員に加え、教師やジャーナリストらが参加し、処

分場の適切な運営の重要性について学ぶ機会を得ている。他自治体・JCspd、援助関係者から

の現地視察は、その後つづいている（指標 6.1）。 

 

成果７ 本邦研修が開催され、廃棄物管理に係る基礎知識が獲得される  

指 標 7.1 ジェリコを含むパレスチナ各都市の廃棄物担当者を対象とした国

別研修集団型コースの開催 

 

本邦研修は予定どおり過去２回実施されているほか、ヨルダンでの第三国研修も実施されて

おり、参加者は廃棄物管理に関する基礎知識を獲得したといえ、成果７は達成されている。 

 

国別研修に関しては、パレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、2005 年９月５日～10

月７日と、2006 年 11 月１日～12 月１日の２回開催されており、それぞれ５人、８人の関係者

が参加している。ヨルダンへの第三国研修（2006 年９月 16 日～22 日）がヨルダン環境省、ア

ンマン市役所、在ヨルダン JICA 専門家の協力を得て実施されており、JCspd JJRRV 職員、JCspd 
JJRRV 理事会メンバーら合わせて９人が研修に参加している（指標 7.1）。 
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３－３ プロジェクト目標の達成見込み 

 

プ ロ ジ ェ 

クト目標１ 

JJRRV に持続的で衛生的な廃棄物管理システムが導入される 

指 標 1.1 収集・運搬が改善され、不法投棄が減少する 

1.2 医療廃棄物の分別収集と適正処分がなされる 

1.3 現地の条件に応じた適正技術による衛生埋め立て（Controlled
Landfill）がなされる 

1.4 廃棄物管理を担う機関が、健全な財政基盤を備える 

 

JCspd JJRRV による広域廃棄物管理システムの導入には成功したものの、その財政基盤の脆

弱性と機材の調達の遅れにより、プロジェクト期間内でのプロジェクト目標１の達成は困難に

なりつつある。 

 

先述のとおり、JCspd JJRRV による廃棄物収集の開始以前に、定期収集を行っていたのは、

ジェリコなど３自治体11のみであり、現在サービスを受けているそれ以外の自治体12は、JCspd 
JJRRV の収集サービス開始後、新しく廃棄物処理サービスを受けており、収集・運搬は改善さ

れているといえる。しかしながら、連携案件である UNDP 経由での無償資金協力機材の供与が

当初の予定より遅れており、より本格的な収集・運搬改善活動に不可欠な収集車両と重機が不

足しており、その進捗に影響を与えている。また、不法投棄に関しては、定期的な収集サービ

スを受ける自治体が増えたことに加え、衛生・管理状況の悪い処分場への持ち込みをやめ、現

在は、ジェリコ、アル・オージャ、トゥバスの３カ所の処分場を利用している点から、減少し

たといえる（指標 1.1）。 

医療廃棄物の当該地域での処理方法としては、地域の医療施設から出た医療廃棄物を日本の

無償資金協力で建設した新ジェリコ病院に集め、焼却炉で焼却処理をするという方法が提言さ

れているが、実際には、同病院は運転費 200 米ドル/月が工面できず、焼却炉を利用していな

い。現在は、暫定的な措置として、新ジェリコ病院内にジェリコ市所有のコンテナが置かれ、

病院内で発生するすべての廃棄物をジェリコ市が収集し、ジェリコ処分場に投棄しているとい

                             
11 この３自治体に加え、UNDP が JSC Middle Jordan Valley（参加自治体は、中部の 10 自治体）を対象にした開発事業を行った際に車

両を供与しており、一部の自治体ではその車両を利用して一部地域で収集を行っていたとのことである。車両が供与される以前は、

収集は行われていなかった。 
12 JCspd JJRRV 構成自治体の数は 17、推計人口は約５万人である。2007 年１月より３ヵ月間は試験期間として、全自治体を対象にサ

ービスを提供したが、現在は、３つの自治体がサービスを受け入れていない。Al-Jiftlik、Froosh Beit Dajan、Bardalah の３自治体で

ある。Al-Jiftlik に関しては、自治体の長と住民の間の関係がよくなく、首長に伝えてことが住民には伝わっていない。また、コミ

ュニティ会合の開催を依頼しても、住民を十分集めてはくれないという状況が続いている。今後は、首長に報告は続けるものの、

首長を介さないコミュニティ会合を実施することで対応する予定である。Bardalah に関しては、住民は大きく２つのグループ（現

地では family と表現されていた）に分かれているとのことであるが、これらの住民グループ間の競争意識が強く、一方の住民グル

ープが必要といえば、もう一方が必要ないという状況が続いている。この Bardalah に関しては、反対派グループに面会を申し入れ、

直接説明をする会合を開催する予定とのことである。また、Al-Jiftlik と Bardalah に関しては、１度も分担金・サービス料とも支払

っていない。Froosh Beit Dajan は、分担金を支払ったことはあるものの、住民の間でニーズが高くないという理由からサービスは

行われていない。Froosh Beit Dajan と Al-Jiftlik に関しては C 地区にある自治体であり、特に Froosh Beit Dajan は自治体規模も小さ

い。これらの自治体では、イスラエルからの学校の建設許可がおりないということで、テントを学校がわりにしているというよう

な状況である。 
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う状況である。よって、医療廃棄物の分別収集と適正処分がなされているとはいえない13（指

標 1.2）。 

2007 年１月よりジェリコ処分場の改善工事を開始し、３月 21 日には開所式を迎えている。

遮水シートを張り、ガス抜き管、浸出水池を備えた準好気性の当該処分場は、当該地域で唯一

衛生埋立方式を行っている処分場14として利用されているが、残余期間が半年程度と短く、衛

生埋立地の運営管理を習得するには不十分であることが懸案となっている（指標 1.3）。 

衛生的な廃棄物管理システムの「持続性」に目を向けてみれば、JCspd JJRRV の財政基盤の

脆弱性が課題となっている。月次収支表については、下表１のとおりである。また、住民の支

払う毎月のサービス料 15 から成る 17 自治体サービス料（月額）の総計は 13 万 9,726NIS であ

るが、現在、１つの自治体しかサービス料の全額を支払えていない（指標 1.4）。 

 

表１ JCspd JJRRV 月次収支表 

単位：NIS 

  Jan Feb Mar Apr 

Ⅰ 収入 107,023.41 71,939.18 95,096.51 72,228.69 
Ⅱ 支出 128,198.35 72,201.18 97,337.92 81,077.61 

Ⅲ 収支 -21,174.94 -262.00 -2,241.41 -8,848.92 

       注：１月に関しては、サービス料以外にプロジェクトが供与した資機材費が含まれている。 

 

プ ロ ジ ェ 

クト目標２ 

JJRRV の改善事例経験が、パレスチナ他都市の廃棄物管理の改善に向

けたモデルケースとなる 

指 標 2.1 パレスチナ他地域において JJRRV の改善事例が認識される 

 

プロジェクト目標２の達成に資する主な成果としては、成果６、成果７があげられ、成果６

に関連しては、プロジェクトの最終年に全国セミナーを実施することを予定している。しかし、

下記のとおり、既に、成果７やその他の活動を通して、JCspd JJRRV の改善事例は認識されつ

つあり、プロジェクト目標２は達成されつつあるといえる。 

 

成果７に関しては、国別研修のパレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、今まで２回開

催されており、それぞれ５人、８人の関係者が参加している。第１回本邦研修への参加者の多

くは、JCspd JJRRV 関係者（当時のジェリコ市職員）であったが、第２回研修に関しては、他

の JCspd や自治体からも参加があった。研修では、JCspd JJRRV の活動が紹介されており、当

該地域の改善事例を取り上げてケーススタディーも行われている（指標 2.1）。 

その他、JCC や各種ワークショップには他の JCspd や自治体からも招かれており、その際に

JCspd JJRRV の経験が共有され、認識は広がりつつある。MoLG DJCspd では、国家廃棄物・

                             
13 プロジェクトとしては、医療廃棄物管理実態調査報告ペーパーを作成・報告することで、医療機関が現状を把握し、適正な処分を

することを想定していたが、医療機関の財政状況が厳しく（職員に給料も支払われていない状況が続いている）、医療廃棄物もジ

ェリコ処分場で受けいれているという状況である。 
14 イスラエル側の利用する Tovlan 処分場を除く。 
15 サービス料は 15NIS/household/month で、自治体ごとのサービス料金総計は、15NIS/household/month 掛ける household 数で算出され

ている。また、１つの household に複数の family が居住している場合には、25NIS/household/month のサービス料で計算されている。 
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下水委員会（National Committee on Solid Waste Management and Wastewater）が活発な活動を

再開した際には、この場で JCspd JJRRV の経験を広く共有し、当該委員会を中心に策定予定の

廃棄物国家計画にも反映させていきたいと考えている。 

 

３－４ プロジェクトの実施体制・実施プロセス 

パレスチナにおいてはいまだ不安定な政治状況が続いており、実際、2006 年３月のパレスチ

ナ自治政府の政権交代に際しては、一時、日本人専門家の派遣が見合わされるなどの影響が出

た。しかしながら、パレスチナ関係機関、日本人専門家、C/Ps、JICA パレスチナ事務所らの努

力により、プロジェクト全体への影響（JCspd JJRRV による 2007 年１月サービス開始という

目標を含む）は最小限にとどめることができたといえる。よって、UNDP 経由で調達予定の収

集車両や機材を利用した収集・運搬改善事業を除いては、おおむね、活動は計画どおり行われ

ている。 

 

モニタリングに関しても、プロジェクト全体に関しては、定期的に開催される JCC 会合にお

いて、JCspd JJRRV の運営に関しては、JCspd JJRRV の総会や理事会で適宜行われており、適

切であるといえる。 

また、プロジェクト関係者（C/Ps、地方自治体、住民、地方自治庁など）の間では、必要に

応じてコミュニケーションが取られており、その関係は良好である。付属資料３グッドプラク

ティス集にもあるとおり、C/Ps を中心に関係者のオーナーシップの高さが特筆され、実施体

制・実施プロセスに問題は生じていない。 
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第４章 評価結果 
 

４－１ 評価５項目による分析 

 ４－１－１ 妥当性 

PNA による中期開発計画（2005～2007 年）では、廃棄物管理体制の確立の重要性が強調

され、環境法（Palestinian Environmental Law、1999 年）では、７条、８条、９条において、

廃棄物計画策定、減量化やリサイクリング、処分場の管理の重要性が述べられている。パレ

スチナ地方自治法（Palestinian Local Authorities Law、1997 年）の 15 条においては、廃棄物

管理が LGU の役割であると記載されており、パレスチナ政府の政策に合致している。一方、

日本は、2002 年に効率的、効果的に環境分野の協力を進めていくために、「持続可能な開発

のための環境保全イニシアティブ（EcoISD）」を発表し、このなかで「廃棄物処理」を取り

上げている。さらに、日本政府のパレスチナ支援の基本方針である「国づくり・改革支援」

及び「人道支援」にも合致しており、妥当性は高い。 

 

 ４－１－２ 有効性 

C/P をはじめとする関係機関の努力にもかかわらず、財政基盤の脆弱性、UNDP 経由での

無償資金協力機材の供与の遅れによる収集・運搬改善活動の遅れがみられ、現時点における

プロジェクト目標１の達成度は十分とはいえない。一方、主要活動がプロジェクトの最終年

に実施されるものの、JCC やその他のセミナーには、ほかの JCspd や自治体も招かれており、

JCspd JJRRV の経験が共有されつつあり、プロジェクト目標２に関する達成度合いは、現時

点において適正範囲内といえる。全体としては、プロジェクト目標１の達成が困難になりつ

つあり、有効性が十分確保されているとは言いがたい。 

 

 ４－１－３ 効率性 

PNA の政権交代のため、2006 年３月～７月中旬までの 3.5 ヵ月間、日本人専門家の派遣

が滞ったものの、関係機関、日本人専門家、C/Ps の努力により、プロジェクト全体への影響

（JCspd JJRRV による 2007 年１月サービス開始という目標を含む）は最小限にとどめるこ

とができたため、プロジェクトはおおむね効率的に運営されているといえる。また、廃棄物

処理関連機材の修理・維持管理に関しては、供与機材であるスペアパーツで遊休車両を修理

し、使用している。メンテナンス用機材も、メンテナンスを委託しているジェリコ市のメン

テナンス・ワークショップに供与されている。これらの機材の活用度は非常に高い。このよ

うに主な投入は、十分活用されているが、一方、UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の

遅れが、一部、効率性を阻害している。 

 

 ４－１－４ インパクト 

中間評価の時点で、下記のようなインパクトが発現しつつある。 

・ジェリコ地域開発プログラムに資する他の技術協力プロジェクトと、相互にインパクト

を与え合っている。JCspd JJRRV にサービス料を全く支払っておらず、当該プロジェク

トへの参加意思の低い自治体が、地方行政制度改善プロジェクトの一環として実施して

いるコミュニティ・エンパワーメント（Community Empowerment）コンポーネントから
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支援を受ける可能性があり、不公平になるのではないかと他自治体の長より懸念が示さ

れている。 

・JCspd JJRRV やその他の活動的な JCspd/広域行政カウンシル（JSC）の存在は、DJCspd
が国家廃棄物・下水委員会の組織化を促すという正のインパクトを与えており、また、

MoLG より、同委員会において、本プロジェクトの経験を共有したいという意思が表明

されている。 

・GTZ の支援する廃棄物管理研修に関するワーキンググループのメンバー９人のうち１人

は、本プロジェクトの C/P である Abdel Jabbar 氏であり、広域廃棄物管理システムをも

つ JCspd の代表として JCspd JJRRV の経験を共有している。 

・パイロットプロジェクトとして実施したジェリコ埋立処分場の改善は、パレスチナ自治

区における小規模オープンダンプの改善としては初めてのものであり、ジャーナリスト

や他自治体からの見学者も多く、各地に存在するオープンダンプ改善の典型例を提供し

ている。 

・ヨルダン環境省、アンマン市役所の協力を得て、同国への第三国研修が実施された際に、

参加者はプラスチックリサイクル工場を見学した。このことが、現在計画中の JCspd 
JJRRV による農業プラスチックのリサイクルにヒントを与えたといえる。 

 

 ４－１－５ 自立発展性 

地方自治庁は JCspd JJRRV を法的に承認しており、JCspd による地方自治の再編・活性化

支援という政策に変更がない限り、JCspd JJRRV は今後とも当該地域の廃棄物事業を担う組

織であるといえ、制度的には一定の自立発展性を獲得した。しかし、JCspd JJRRV 職員の多

くが、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者であり、JCspd JJRRV 独自の人材とはいえず、

現時点で組織面からみれば、自立発展性が高いとはいいがたい。財政的側面からみても、１

人当たりのサービス料（15NIS/household/month）に世帯数を乗じて算出されるサービス料総

額を支払っている自治体は１つしかなく、他の自治体の支払い状況は 0～90％超とまちまち

である。特に、小規模自治体の財政基盤は非常に脆弱か、あるいは存在しないに等しい状況

であり、現状のままでは、自立発展性の見込みが高いとはいえない。一方、技術的側面から

は、JCspd JJRRV 職員が、プロジェクトを通して、日本人専門家、本邦研修を含む各種研修、

あるいはアクションプランの実施から各種技術や新しい知識を習得しており、事業を継続す

る能力はついてきていると思われるため、自立発展性の見込みは高い。このように、制度面

と技術的側面からの自立発展性は期待できるが、財政面、組織制度面については懸念が残る

状況にある。 

 

４－２ 合同評価レポートの協議状況評価 

第６回 JCC が、下記のとおり２日間にわたり開催され、合同評価調査団の作成した評価レポ

ートの内容を検討した。２日目には、その内容が承認され、正式に M/M に署名がされた。 

１日目：2007 年６月 19 日（火） 10：00－12：30 

２日目：2007 年６月 20 日（水） 10：00－12：00 

 

初日には、MoLG、MoH、環境保護局（EQA）や他の自治体などから 26 人、２日目には 25
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人の参加があり、評価内容が広く議論された。議論を通して、プロジェクトの成果が認知され

るとともに、今後取り組むべき課題が明らかとなった。また、両日とも、MoLG DJC spd 局長で

ある Kamel 氏、JCspd JJRRV 理事長兼ジェリコ市市長ハッサン・サレー氏といった主要関係者

が参加しており、彼ら自身が果たすべき役割を認識する機会となったことは意義深い。また、

２日目には、MoLG 次官補（Assistant Deputy Minister）のオマール氏も会議に参加し、積極的

な発言を繰り返すとともに、M/M の署名人として署名を行った。このように、プロジェクトの

成果だけでなく、課題が広く共有され、参加者が果たすべき役割を理解する機会となった点は

特筆に価する。 

 

４－３ パレスチナ支援プログラムの観点からの評価 

本プロジェクトは、「ジェリコ地域開発プログラム」なかの「行政能力・社会サービス強化

サブプログラム」の一投入として位置づけられている。廃棄物管理はある特定の分野の具体的

な行政サービスであり、地方行政としての持続発展性を考えるならば、大きな行政サービス改

善の枠組みのなかで本プロジェクトが捉えられる必要がある。その意味でサブプログラムのな

かに位置づけて、他のプロジェクト（他の行政サービス等）と連携してプロジェクトを実施す

る意義は大きい。 

しかし、今回のように複数のプロジェクトをひとつのサブプログラムで同時に動かす場合、

本廃棄物プロジェクトに非協力的な自治体が他の JICA プロジェクトより便益を得ていること

によって他の自治体から不満がでるといった負のインパクトも生じ始めている。例えば、他の

プロジェクトに提出したパイロット・プロジェクトのプロポーザルを却下されたことを理由に、

廃棄物収集サービス料金の支払いをやめた自治体がある等、JCspd JJRRV による料金徴収、プ

ロジェクトのサステイナビリティに対する負の影響があげられる。 

上記に関連し、相乗効果を高め負のインパクトを軽減するために、特に関係性の深いプロジ

ェクトに対しては本プロジェクトによる経験を十分共有することが望ましく、日常行っている

情報交換のほかに、定期会合を含む情報共有の機会をより積極的に設ける必要がある。 

 

４－４ 評価結果の総括 

 （１）プロジェクト前半期 21 ヵ月の活動の結果、当初は設立間もなく白紙の状態であった

JCsdp JJRRV が、広域廃棄物管理事業の実施機関として組織され、必要な人材を確保し、

廃棄物管理基本計画を策定した。そして、現地住民の理解を得ながら、2007 年１月以来

継続的な廃棄物収集サービス事業を実施できるようになった。ジェリコ埋立地において

は、従来のオープンダンプが衛生埋立方式に改善された。この結果、収集サービス地域

が当初の３自治体から 17 自治体に拡大し、従来の不法なオープンダンプが減少した。

これは、プロジェクト目標１の達成のための基盤を確保するものであり、前半期におけ

る特筆すべき成果であると評価できる。今後本事業を持続的に実施することにより、当

該地域における環境負荷が大きく削減され、公衆衛生が改善していくものと予想される。 

 

 （２）本プロジェクト前半期のこれらの成果は、「組織（JCspd）のレベル」と、それを構成

する「個人のレベル」、そして組織（JCspd）を取り巻く「制度・社会のレベル」、にお

ける包括的な能力の向上（CD）を示すものにほかならない。すなわち、JCspd の組織体
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制が確立され、管理運営と財政システム、知的資産（実態調査結果、各種情報、基本計

画）・物的資産（廃棄物管理機材の確保、独自事務所の確保、衛生埋立地）が整備され、

人材が確保された。また、JCspd を構成する個々のスタッフは、トレーニング及び専門

家チームとの協働により、廃棄物管理の実務における技術上、管理上の能力を向上させ

た。JCspd を取り巻く制度・社会のレベルのキャパシティとしては、JCspd が上位官庁

である地方自治庁の承認を獲得し、法的に位置づけられ、かつ広く住民の理解と参加を

広げた。 

 

 （３）CD のプロセスにおいて鍵となるのは、前述の「包括的な能力向上」とともに、実施

主体の自主性や内発性の形成である。本プロジェクトにおいては、PNA に対する経済ブ

ロックによる公務員給与欠配の発生など当初の想定を超える厳しい外部条件にもかか

わらず、自治体が積極的に JCspd に参画し、広域廃棄物管理事業を開始した。パレスチ

ナ側実施機関に強いオーナーシップを認めることができ、本プロジェクトは自主性と内

発性を引き出すことに成功しつつあると評価することができる。こうした JCspd による

自主的な広域廃棄物管理事業の確立は、今後のパレスチナにおける廃棄物管理改善アプ

ローチのモデルを提供するものであり、さらには、廃棄物管理にとどまらない、多様な

公共サービスの実施主体としての JCspd の可能性を示すものと評価できる。 

 

 （４）プロジェクト中間評価の時点にたって、本プロジェクトは外部条件の悪化にもかかわ

らず、おおむね計画通り進捗していると評価できる。また、評価５項目の観点からは、

本プロジェクトは妥当性、効率性の面において評価でき、一定のインパクトの発現も認

められる。しかしながら、プロジェクトの当初から連携プロジェクトと位置づけられて

きた廃棄物管理機材の無償供与について、本中間評価調査を実施するなかで、供与時期

の大幅な遅れが避けられない状況であることが、明らかになった（現状では早くとも

2008 年６月以降であり、プロジェクトの終了時期と前後する）。これら供与機材は、JCspd
による広域廃棄物管理システムの確立にとって不可欠の要素であり、これらの投入とそ

れを活用した技術協力なくしてプロジェクト目標の達成は困難であり、よって効率性は

一部阻害されているといえる。また、自立発展性に関しては、JCspd JJRRV の財政基盤

の脆弱性が懸案となっている。したがって、本プロジェクトは今後、財政的な持続性を

十分考慮しながら活動を行うとともに、上記供与機材の導入時期を見極めたうえで、プ

ロジェクト期間と実行計画を柔軟に見直す必要がある。さもなければ、プロジェクト目

標を達成することは困難となるおそれがある。 
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第５章 今後の計画 
 

５－１ 改訂 PDM 案の要点 

①プロジェクト目標２の達成のための活動を明確にする必要が確認されたこと、②パレスチナの現

状によりプロジェクトの達成に困難な外部条件が具体的に確認されたため、これを明確にする必要が

あったことにより、付属資料１ミニッツ・合同評価報告書の ANNEX１のとおり、PDM の見直しを行

った。この改訂についても M/M において合意を確認し署名交換した。 

 

５－２ 提 言 

 （１）JCspd JJRRV の財政基盤強化のための取り組み 

JCspd JJRRV が事業を開始したとはいえ、財政については引き続き課題が山積している。パ

レスチナが現在置かれている大変厳しい経済条件の下、参加 17 自治体中３自治体からは、サー

ビス料金が未納であり、完納の自治体は１つのみで、全体として予算総額の約 50％の納入率と

なっている。このため、JCspd JJRRV は財政的に自立する基盤を完全に確立したとはいえず、

いまだ事業の持続性を確保したとはいえない。プロジェクト後半期には、こうした未納自治体

の支払い意思（WTP）を改めて確認し、納入率向上のための工夫を推進する必要がある。また、

計画されているように、有価物（農業資材プラスチック）リサイクルなどによる独自収入源の

確保を、十分現状を把握したうえで、実施する必要がある。 

 

 （２）JCC を通じた関係機関との情報共有 

本プロジェクトの活動は多くの関係機関（特に DJCspd や関係省庁）との連携のうえに成り

立ち、波及効果を与えるものである。そのために JCC を通じた関係機関との連携をいっそう緊

密にすることが必要であり、情報共有の推進のために、JCC の開催を現行の年２回から４回程

度に拡大させることを提言する。 

 

 （３）ジェリコ埋め立て地の拡張工事の推進 

ジェリコ埋立地は、前半期において改善工事がプロジェクトの技術協力の一環で実施され、

オープンダンプから衛生埋め立てへの転換がなされた。しかし、これは小規模であり、現状で

は近く満杯となると推定される。今後、衛生埋立地の運営管理に関する技術を向上させるため

に、より大きな容量の埋立地確保が必要なところ、ジェリコ衛生埋立処分場の拡張が検討され

るべきである。 

 

 （４）モデル化の推進 

本プロジェクトは、パレスチナ全体からみれば、JCspd の組織化、広域廃棄物管理事業の形

成、の２つの観点においてのパイロット・プロジェクトとしての性格をもっており、その経験

をモデル化することが求められている（プロジェクト目標２）。本プロジェクト後半期において

は、広く他地域の JCspd 等を招き全国セミナーを開催する計画であるところ、上記２つの観点

での、「経験のモデル化」を推進する必要がある。 
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 （５）他ドナー、他プロジェクトとの情報交換と調整の推進 

上記のように、本プロジェクトがモデル化を目標としているところ、関係分野のプロジェク

トや支援するドナーとの情報交換を密にし、調整と連携をより積極的に図っていく必要がある。 

 

 （６）JJRRV における JICA プロジェクト間の調整 

JICA 専門家チームと C/P は、相乗効果を高め負のインパクトを軽減するために、JICA パレ

スチナ事務所の調整の下、定期会合を含む情報共有の機会をもつことを提案する。 

 

 （７）LGU のコミットメントの強化 

MoLG DJCspd と MoLG 県事務所は、プロジェクトに関連する LGU 間の利害を調整すること

を提案する。 

 

５－３ 中間評価調査団の所見 

 （１）本プロジェクトの経験の共有（合同評価の提言２及び４に関連） 

プロジェクト目標２「JJRRV の改善事例経験が、パレスチナ他都市の廃棄物管理の改善に向

けたモデルケースとなる」に関連し、本プロジェクトでは成果６（現地国内セミナーの開催に

よる普及）、成果７（本邦研修実施時の情報交換）のほか、JCC でも他地域の JCspd 代表を招待

し、経験を共有しつつある。 

他方、DJCspd では、JCspd/JSC の方向性について推進していくという基本的な方向性はある

ものの、いまだ具体的な方針や指針をもっていないようである。また、多くのプロジェクトが

異なるアプローチで協力を行っているため、これを整理しかねているように見受けられた。 

したがって、DJCspd と地方行政制度改善プロジェクトに対し、希望する情報を整理して本プ

ロジェクトの経験を伝えると効果的であると思われる。JCC、ワークショップの回数を増やす

よう提言しており、これらの機会を通じて、より政策に反映しやすい方法で経験を共有できる

よう対応を検討することが求められる。 

また、DJCspd に対してはより現場から情報を収集すること、現場に対しモデルとなることを

奨励（encourage）する方策の検討を促してはどうかと思われる。 

 

 （２）他の JICA プロジェクトとの調整（合同評価の提言６に関連） 

  １）本プロジェクトは、「ジェリコ地域開発プログラム」中の「行政能力・社会サービス強化サブ

プログラム」の投入のひとつとして位置づけられている。本プロジェクトに非協力的な自治体

が他の JICA プロジェクトより便益を得ていることによって他の自治体から不満がでるといっ

た負のインパクトも生じ始めている。例えば、他のプロジェクトに提出したパイロット・プロ

ジェクトのプロポーザルを却下されたことを理由に、廃棄物収集サービス料金の支払いをやめ

た自治体があるなど、JCspd による料金徴収、プロジェクトの持続性に対する負の影響があげ

られる。 

上記に関連し、特に関係性の深いプロジェクトに対しては、本プロジェクトによる経験を十

分共有することが望ましく、まずは、他のプロジェクトの希望する情報を確認したうえで、日

常行っている情報交換のほかに、以下の機会を設けることを提案する。 
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    （現地）本技プロの経験普及が主要議題になるときの JCC,ワークショップの参加 

「行政能力･社会サービス強化サブプログラム」調整会議の実施（JICA パレスチナ

事務所主導） 

    （本邦）JCspd の経験共有のための会議の開催（DVD アラビア語版作成済み）、専門家チー

ム報告会時の参加。 

業務指示書に他プロジェクトとも連携するよう盛り込み、報告書に連携の状況を盛

り込むよう伝える。 

  ２）JJRRV 地域では、多数の JICA 協力が行われているが、同地域の開発を最終目的とするため

に JICA がどのような基本方針でどのようなインプットを行っているか一目で分かるような資

料があれば、より現地関係者の JICA 事業への協力に対するインセンティブが強化されるもの

と思われる。 

 

 （３）国家廃棄物・下水委員会との調整（合同評価の提言５に関連） 

GTZ が有名無実化していた国家廃棄物・下水委員会委員会を支援しようとしており、同委員

会により国家廃棄物計画が策定されることになっている。GTZ による投入規模は小さく、国家

計画の策定までにはある程度時間を要するものと想定されるが、この取り組みに対し、効果的

な情報提供の方法を検討する必要がある。 

 

 （４）専門家チームの取り組み－グッドプラクティスの具体例 

廃棄物行政・事業に従事している職員のステイタスは高くなく、まだまだ志気も高いとはい

えない。しかし廃棄物行政・事業は住民に接する機会も多く、一般的には迷惑な施設、事業で

あり志気が低いと実施が難しい。そこで、専門家チームは、廃棄物行政・事業に従事すること

にプライドをもって、熱心に取り組めるように様々なアプローチを行っている。以下のような

事例がある。 

  １）まず、技術的な説明ではなく清掃事業の大切さ、難しさを日本の経験を例に説明している。

清掃員に対する業務説明会で東京都の清掃事業を説明した DVD を見せたところ、清掃員には

大きな驚きと感動があり、清掃員らの強い要望でこの DVD のアラビア語版を作った。 

  ２）現場職員にプライドをもってもらうために、JCspd 職員説明会にて、市長が清掃員の前で事

業の大切さと職員の業務重要性について熱弁を振るった。清掃員が市長に接する機会は過去に

なかったので効果があった。 

  ３）ゴミを集めるだけでなく、廃棄物行政へ取り組む姿勢、住民対応を重要性なども機会あるご

とに雑談などでも説明している。 

このような取り組みにより、専門家チームは「清掃行政の心」を C/P に伝授しつつある。JCspd
の事務所には活気があり、主体性や意欲が感じられた。また、専門家チームと C/P の間で、両者

の深い信頼関係が構築されていることがうかがえた。 

 

 （５）JCspd JJRRV の現状と今後の課題 

対象地域約５万人のうち、ジェリコ市が約半数を占め、JCspd の職員も大半がジェリコ市か

らの出向である（事務局長にも優秀な人物が派遣されている）など、人的、財政的にも、ジェ

リコ市の協力がなければ、この JCspd は成立しないと思われる。将来的には、JCspd は自治体
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から独立した組織となることが望ましいが、中央政府からの財政支援が望めないなかで、現実

的ではないと思われるため、この JCspd については、まずはサービス料金の徴収率を向上させ

経営基盤を安定させることを第一に考え、経営基盤が安定した段階で、他のサービス事業との

会計システムの統一、マルチサービス化など次のステップを考えることが適当と思われる。 

 

 （６）JCspd による事業実施 

この JCspd では、廃棄物管理サービスを扱っているが、参加自治体間でニーズの有無に差が

あるため、今後 JCspd によるサービス導入を検討するにあたっては、参加自治体で希望するサ

ービスを聴取し、ニーズが高く、目に見える改善効果があり（本プロジェクトに関しても、住

民への啓発の観点から早期にコンテナ設置を希望する声が多く聞かれた）、料金徴収が可能な分

野から着手することも一法である。 

この JCspd のように、対象自治体内で大きな自治体が１つある場合は、この自治体の巻き込

みが必要不可欠であり、そのためのインセンティブをいかにもたせるかが鍵となる。他の自治

体と力の差があるので、JCspd 内の意思決定は比較的スムーズに行うことになると思われる。 

また、本プロジェクトではコミュニティ･ミーティングを 100 回以上行っているが、これが非

常に有効だったことが関係者からのインタビューにより明らかになっており、他事業の展開に

あたっても参考となろう。 

 

 （７）パレスチナで今後技術協力プロジェクトや無償資金協力を実施する際の留意事項 

  １）人的、財政的に受け入れ側のキャパシティに限りがあるため、一度着手した分野については、

相手側のオーナーシップを確保することに留意しつつ、細く長い協力の実施が適当であると考

える。 

  ２）現地における日本のコンサルタント（専門家、調査団等）による活動自体は、現在複数のプ

ロジェクトや開発調査が実施されている状況をみても分かるように、安全対策上の見地からは

基本的に問題は認められない。 

  ３）当初日本の無償資金協力事業として計画されていた収集運搬機材等の供与については、UNDP
を経由した機材供与となり、背景となる外部条件に困難があったとはいえ、既に述べたように結

果として導入時期の著しい遅れを招いた。今後、仮に無償資金協力が実施される場合には、安全

対策上の見地に限っていえば、現時点では第三者機関を経由する必然性は特に認められない。 

  ４）廃棄物プロジェクトとコミュニティ・エンパワーメント・プロジェクトの間での対象自治体

選択のコンフリクト問題にみられるように、プロジェクト間の調整が緊急の課題となっている。

こうしたコンフリクトの解決を、プロジェクトの日本側担当者（専門家チーム）レベルの自主

的な調整にのみ委ねるのは適切ではない。パレスチナ側の上位機関（地方自治庁等）を含めた

パレスチナ側の高次の意思決定に基づくものでなければならず、そこに制度のレベルの CD 支

援の意義がある。これを具現化するために、その C/P となるべきプログラムリーダーなどを配

置し、プログラム全体の調整を CD 支援の観点から行う必要がある。 



付 属 資 料 

 

１．ミニッツ・合同評価報告書 
 
２．日本語評価グリッド 
 
３．グッドプラクティス集 

 
４．議事録 

 
５．質問票調査の結果要約と質問票 
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添付資料 2 :評価グリッド パレスチナ 「ジェリコ及びヨルダン渓谷における廃棄物管理能力向上プロジェクト」中間評価 作成 2007 年 6 月 21 日 
評価

項目 
評価設問 
大項目 

小項目（指標） 
調査結果 

JCspd JJRRV による広域廃棄物管理システムの導入には成功したものの、その財政基盤の脆弱性と機材の調達の遅れにより、

プロジェクト期間内でのプロジェクト目標 1 の達成は困難になりつつある。 
収集・運搬が改善され、不法投

棄が減少する。 
 

プロジェクトが開始する以前より、廃棄物管理と呼べるようなシステムをもっていたのは、

Jericho Municipality、Al-New’meh & Edyuk Al-Foqa、Al-Ojah の 3 自治体1のみであり、現在サ

ービスを受けているそれら 3 自治体以外の自治体2は、JCspd JJRRV の収集サービス開始後、

新しく廃棄物処理サービスを受けており、収集・運搬は改善されている。 
 
連携案件である UNDP 経由での無償資金協力機材の供与が当初の予定より遅れており、具

体的な収集・運搬改善活動に不可欠な収集車両と重機が不足しているため、その進捗に影

響を与えている。 
 
衛生・管理状況の悪い処分場への持ち込みをやめ、現在は、Jericho、Al-Ojah、Tubas の 3
ヵ所の処分場を利用している点から、不法投棄は減少したといえる。持ち込みをやめた処

分場は、Fasayel 近郊の処分場、Almalake Bridge 処分場、Marj Na’jeh 処分場の 3 ヵ所である。 

 
 
 
 
 
 
実 
績 
の 
検 
証 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロジェクト目標の達成度 
 
プロジェクト目標 1 
ジェリコ及びヨルダン渓谷に

持続的で衛生的な廃棄物管理

システムが導入される。 
 

医療廃棄物の分別収集と適正

処分がなされる。 
当該地域での処理方法としては、地域の医療施設から出た医療廃棄物を日本の無償資金協

力で建設した新ジェリコ病院に集め、焼却炉で焼却処理をするという方法が提言されてい

るが、実際には、同病院は運転費 USD200/month が工面できず、焼却炉は利用されていない。

現在は、新ジェリコ病院内にジェリコ市所有のコンテナが置かれ、暫定的な措置として、

病院内で発生するすべての廃棄物をジェリコ市が収集しているという状況である。よって、

医療廃棄物の分別収集と適正処分がなされているとはいえない。 
 
注：プロジェクトとしては、医療廃棄物管理実態調査報告ペーパーを作成・報告すること

で、医療機関が現状を把握し、適正な処分をすることを想定していたが、医療機関の財政

状況が厳しく（職員に給料も支払われていない状況が続いている）、医療廃棄物もジェリ

コ処分場で受けいれているという状況である。 

                                                  
1 この 3 自治体に加え、UNDP が JSC Middle Jordan Valley（参加自治体は、中部の 10 自治体）を対象にした開発事業を行った際に車両を供与しており、一部の自治体ではその車両を利用して一部

地域で収集を行っていたとのことである。車両が供与される以前は、収集は行われていなかった。 
2 JCspd JJRRV 構成自治体の数は 17、推計人口は約 5 万人である。2007 年 1 月より 3 ヵ月間は試験期間として、全自治体を対象にサービスを提供したが、現在は、3 つの自治体がサービスを受け

入れていない。Al-Jiftlik、Froosh Beit Dajan、Bardalah の 3 自治体である。Al-Jiftlik に関しては、自治体の長と住民の間の関係がよくなく、首長に伝えてことが住民には伝わっていない。また、コ

ミュニティ会合の開催を依頼しても、住民を十分集めてはくれないという状況が続いている。今後は、首長に報告は続けるものの、首長を介さないコミュニティ会合を実施することで対応する予

定である。Bardalah に関しては、住民は大きく 2 つのグループ（現地では family と表現されていた）に分かれているとのことであるが、これらの住民グループ間の競争意識が強く、一方の住民グ

ループが必要といえば、もう一方が必要ないという状況が続いている。この Bardalah に関しては、反対派グループに面会を申し入れ、直接説明をする会合を開催する予定とのことである。また、

Al-Jiftlik と Bardalah に関しては、一度も分担金を払っていない。Froosh Beit Dajan は、分担金を支払ったことはあるものの、住民の間でニーズが高くないという理由からサービスは行われていな

い。Froosh Beit Dajan と Al-Jiftlik に関しては C 地区にある自治体であり、特に Froosh Beit Dajan は自治体規模も小さい。これらの自治体では、イスラエルからの学校の建設許可が下りないという

ことで、テントを学校がわりにしているというような状況である。 
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現地の条件に応じた適正技術

に よ る 衛 生 埋 立 (Controlled 
Landfill)がなされる。 

2007 年 1 月より、アクションプランのひとつとして、ジェリコ処分場の改善計画が行われ、

3 月 21 日には開所式を実施している。遮水シートを張り、ガス抜き管、浸出水池を備えた

準好気性の当該処分場は、当該地域で唯一衛生埋立方式を行っている処分場3であるが、残

余期間が半年程度と短く、衛生埋立地の運営管理を習得するには不十分であることが懸案

となっている。 

 

廃棄物管理を担う機関が、健全

な財政基盤を備える。 
衛生的な廃棄物管理システムの「持続性」に目を向けてみれば、楽観的な意見のある一方、

JCspd JJRRV の財政基盤の脆弱性を危惧する質問票調査回答やインタビュー回答も多い。月

次収支表については、下表 1 のとおりである。また、住民の支払う毎月のサービス料4から

成る自治体サービス料（月額）の合計は、NIS139,726 であるが、現在、１つの自治体しか

サービス料の全額を支払えていない。 
    表 1: JCspd JJRRV 月次収支表 

  Jan Feb Mar Apr 
I 収入 107,023.41 71,939.18 95,096.51 72,228.69 
II 支出 128,198.35 72,201.18 97,337.92 81,077.61 
III 収支 -21,174.94 -262.00 -2,241.41 -8,848.92 

    注：1 月に関しては、分担金以外にプロジェクト関連の収支が含まれている。 
プロジェクト目標 2 の達成に資する主な成果としては、成果 6、成果 7 があげられ、成果 6 に関連しては、4 年次に全国セミ

ナーを実施することを予定している。しかし、下記のとおり、既に、成果 7 やその他の活動を通して、JCspd JJRRV の改善事

例は認識されつつあり、プロジェクト目標 2 は達成されつつあるといえる。 

 

プロジェクト目標 2 
ジェリコ及びヨルダン渓谷の

改善事例経験が、パレスチナ他

都市の廃棄物管理の改善に向

けたモデルケースとなる。 
パレスチナ他地域においてジ

ェリコ及びヨルダン渓谷の改

善事例が認識される。 

成果 7 に関しては、国別研修：パレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、2005 年 9 月

5 日から同 10 月 7 日と、2006 年 11 月 1 日から同 12 月 1 日と 2 回開催されており、それぞ

れ 5 人、8 人の関係者が参加している。英文評価レポートの別添 5 の参加者リストにもある

通り、第 1 回本邦研修への参加者の多くは、JCspd JJRRV 関係者（当時のジェリコ市職員）

であったが、第 2 回研修に関しては、他の JCspd や自治体からも参加があった。また、研

修では、JCspd JJRRV の活動が紹介されており、当該地域の改善事例を取り上げてケースス

タディーも行われている。 
 
加えて、JCC や各種ワークショップには他の JCspd や自治体も招かれており、その際にも

JCspd JJRRV の経験が共有され、認識は広がりつつある。 
 
また、地方自治庁広域行政計画・開発カウンシル局（MoLG DJCspd）では、国家廃棄物・下水

委員会が活発な活動を再開した際には、この場で JCspd JJRRV の経験を広く共有し、当該

委員会を中心に作成予定の廃棄物国家計画にも反映させていきたいと考えている。 
 
 
 

                                                  
3 イスラエル側の利用する Tovlan 処分場を除く。 
4 サービス料は 15NIS/household/month で、自治体ごとの分担金は、15NIS/household/month 掛ける household 数で算出されている。また、1 つの household に複数の family が居住している場合には、

25NIS/household/month のサービス料で計算されている。 
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JCC、JCspd JJRRV の総会及び理事会が組織され、定期的に運営されており、成果 1 は達成されている。 
1.1 プロジェクト合同調整委

員会(JCC)等の設置と定期

開催 

現在までに 5 回（1 年に 2 回）JCC が開催されている。 
   表 2: JCC 開催に関する情報 
 

 開催日 主な議題 参加人数 
1 2005/12/13 i) プロジェクト・インセプションレポートの説明、

ii)JCspd JJRRV の果たすべき役割  
26 

2 2006/03/02 i) プロジェクトの進捗、ii)2006 年度の計画  20 
3 2006/07/26 i) プロジェクトの進捗、ii)JCspd JJRRV Regulation、iii) 

PDM と PO の改定  
31 

4 2006/10/16 i) プロジェクトの進捗、ii)2007 年度予算案  50 
5 2007/03/14 i) プロジェクトの進捗と課題、ii)アクションプラン案 28 

 
また、プロジェクトの中核組織である JCspd JJRRV に関しても、下記のとおり、理事会と

総会が定期的に開催されている。開催日時と主な議題は下記参照。 
 JCspd JJRRV 総会（General Body Meeting）開催： 
 第 1 回 2005 年 9 月 13 日 理事会（Administrative Body）メンバーの選出 
 第 2 回 2006 年 2 月 18 日 JCspd JJRRV 規則の策定等 
 第 3 回 2006 年 8 月 6 日 基本計画の承認等 
 第 4 回 2006 年 10 月 16 日 予算案の承認等 
 
 JCspd JJRRV 理事会（Administrative Body Meeting）開催： 
 第 1 回 2006 年 2 月 26 日 活動計画案策定・合意 
 第 2 回 2006 年 8 月 3 日 JCspd JJRRV 規則の変更・策定、基本計画の検討等 
 第 3 回 2006 年 8 月 19 日 JCspd JJRRV 組織案の策定、アクションプラン案策定 
 第 4 回 2006 年 10 月 2 日 事務所借り上げ準備、職員雇用、機材の移管等合意 
 第 5 回 2006 年 10 月 12 日 主要職員決定、予算案の決定 
 第 6 回 2006 年 12 月 10 日 サービス開始時期、事務所借り上げ 
 第 7 回 2006 年 12 月 17 日 2007 年度の運営計画、事務所借り上げ契約 
 第 8 回 2007 年 2 月 3 日 1 月に開始した SWM サービスの現状・問題点 
 第 9 回 2007 年 3 月 6 日 料金徴収促進対策 
 第 10 回 2007 年 5 月 6 日 サービス料金徴収対策 

成果の達成度 
1. プロジェクトの運営体制が

確立する。 

1.2 プロジェクト実施計画の

具体化とプロジェクト・モ

ニタリング、及びフィード

バック 

JCC に関しては開催頻度を増やすべきだとの意見もあるが、おおむね、プロジェクトの進

捗、課題や問題点を広く関係者と共有し、よく機能しているといえる。また、プロジェク

トの中核組織である JCspd JJRRV に関していえば、上記のとおり、理事会と総会が定期的

に開催されており、JCspd JJRRV の活動が議論、決定され、監理されている。 

 

2. ジェリコ及びヨルダン渓谷

地域における廃棄物管理組織

体制が確立される。 

当該地域における廃棄物管理組織体制が確立されつつあり、よって成果 2 は達成されつつあるといえるが、指標 2.5（地方自

治体との協力体制）に関連し、経済的基盤の脆弱さ、地域経済の低迷から、各自治体によるサービス料金の支払いが不十分で

あり、課題が残っている。 
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2.1 JCspd JJRRV による廃棄物

管理体制に関する基本計

画がつくられる 

プロジェクト関係者（日本人専門家と C/Ps）で作成された基本計画（案）は、アラビア語

に訳され、2006 年 8 月 3 日の第 2 回 JCspd JJRRV 理事会で詳しく検討された。この基本計

画（案）には、JCspd JJRRV の基本理念、どのような業務が各自治体から JCspd JJRRV に移

管されるか、どのような種類の廃棄物を収集するか、またしないか、どの地域でどのよう

な頻度で収集を行うかといった情報が盛り込まれている。第 2 回 JCspd JJRRV 理事会で検

討したのち、同計画案は JCspd JJRRV の理事長と事務局長によって、8 月 6 日の JCspd JJRRV
総会で紹介・説明され、承認を得た。現在、この基本計画は、小冊子（アラビア語）にま

とめられ関係者に配布されている。 
2.2 廃棄物管理組織の分掌の

明確化と整備 
JCspd JJRRV 職員の職務規定については、JCspd JJRRV 事務局長である Abdul Jabbar 氏が中

心になり 2006 年 11 月にドラフトを作成、その後 1 月 16 日に JCspd JJRRV の理事長に承認

されている。その内容については、Progress Report III の Annex 6 を参照のこと。また、2006
年 12 月 23 日には JCspd JJRRV 職員を対象とした説明会・訓練が実施されており、職務内

容に関しても説明・議論がなされている。この職務規定はアラビア語に訳され、各職員に

配布されている。 
2.3 廃棄物管理会計の確立 
 

廃棄物管理会計に関しては、成果 5 にあるアクションプランの一環として、改善がなされ

ているところである。2006 年 8 月から、まず、日本人専門家と C/P とで会計部門の業務や

廃棄物会計の費目について協議をし、必要なデータを収集している。2007 年 1 月の JCspd 
JJRRV によるサービス開始後は、暫定的処置として、日本人専門家の作成したエクセルシ

ートを基にコンピュータによる会計管理業務を開始している。今後は、財務会計ソフトを

導入し、管理をしていくことになっている。 
2.4 市民への広報事業 市民への広報活動は、1 年次より積極的に行われてきている。継続的にニュースレターやリ

ーフレットを作成することに加え、ウェブページを開設したり、地方テレビや国営テレビ

に出演したりと、積極的に情報発信を続けている。加えて、17 自治体を対象に、多くのコ

ミュニティ会合を開催し、JCspd JJRRV の役割、SWM サービスの内容、サービス料につい

ての説明を行っている（詳細は、添付資料 1 ミニッツ・合同評価報告書別添 7 を参照）。 

  

2.5 地方自治体との協力体制 JCspd JJRRV の立ち上げ、その後の JCspd JJRRV による廃棄物処理サービスの提供は、参加

する 17 自治体の理解・参加なしには行えないことであり、実際、ある一定の協力体制は出

来ているといえる。成果 1 にも記載したとおり、各地方自治体は、JCspd JJRRV 総会と同理

事会で議論を繰り返しながら、重要事項を決定し、サービスを提供するに至っている。ま

た、コミュニティ会合を開催する際にも、自治体の長の協力は不可欠であり、数多くのコ

ミュニティ会合が開催できているのも、協力体制があるからである。 
 
自治体との協力体制や合意形成はできている一方、各自治体の経済的基盤の脆弱さ、近年

のパレスチナ国内経済の低迷から、分担金や月額サービス料の支払い状況からみれば「自

治体からの協力」は十分であるとはいえない。実際に、分担金や月額サービス料の支払い

状況は、全額納める自治体がある一方で、全く支払っていない自治体が存在するという状

況であり、今後の課題である。 
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 2.6 廃棄物管理機材の修理・維

持管理がなされる 
一年次には、廃棄物処理関連機材の修理・維持管理の現状についての調査が行われ、遊休

機材の修理が行われるとともに、メンテナンス用機材が調達された。詳細は、添付資料 1 
ミニッツ・合同評価報告書の別添 6 の供与機材リスト参照。JCspd JJRRV では、収集車両等

のメンテナンス・ワークショップをもっておらず、ジェリコ市に委託することになってい

るため、メンテナンス用機材はジェリコ市のメンテナンス・ワークショップに供与されて

いる。2006 年 12 月のジェリコ市との委託取り決めの下、現在はジェリコ市のメンテナンス・

ワークショップが維持管理を行っている。ジェリコ市のメンテナンス・ワークショップで

は、JCspd JJRRV から委託を受けた車両について、適切に維持管理記録が残されている。 
下記のとおり、各指標からは、ジェリコ及びヨルダン渓谷地域における廃棄物管理の現状が把握されており、成果 3 は達成さ

れている。 
3.1 ゴミ質・ゴミ量調査報告ペ

ーパー 

3.2 収集・運搬実態調査（不法

投棄状況調査含む）報告ペ

ーパー 

3.3 処分場実態調査（土壌・地

下水汚染実態含む）報告ペ

ーパー 

3.4 医療廃棄物管理実態調査

報告ペーパー 

3.5 実態把握調査総括レポー

ト 

3. ジェリコ及びヨルダン渓谷

地域における廃棄物管理の現

状が把握される。 

3.6 廃棄物管理の現状につい

てのワークショップが開

催される。 

地域の現状を把握するため、各種調査が実施され、下記レポートが作成されている。 
• Solid Waste Amount and Composition Survey -Final Report-: Feb 2006 by Water and 

Environmental Development Organization (WEDO) 
• Time and Motion Survey-Final Report-: Feb 2006 by WEDO 
• Survey on topography, soil and groundwater for the Jericho landfill: Oct 2006 by Center for 

Engineering and Planning (CEP) 
• Groundwater Analysis at Jericho and Al-Ojah Dump Sites Report: Feb 2007 by CEP 
• Chapter4 Result of Medical Waste, Consolidation Survey Report, Jan 2007 by the Project 
• Consolidation Survey Report, Jan 2007 by the Project 

加えて、観光に係る廃棄物、農業系廃棄物に関しても調査が行われ、結果が実態把握調査

総括レポート Consolidation Survey Report にまとめられている。 
 
また、廃棄物管理の現状についてのワークショップ”Seminar on Solid Waste Survey Result”
が、2006 年 12 月 20 日に開催され、17 自治体関係者、ジェリコ市職員、MoLG 関係者、他

JCspd 関係者、病院関係者など約 80 人が参加している。同セミナー発表者 9 人のうち、4
人は JCspd JJRRV 職員であり、同職員の積極的な関与が伺われる。 

アクションプランは策定され、2006 年 12 月 20 日開催のセミナー”Seminar on Solid Waste Survey Result”において合意されてお

り、成果 4 は達成されている。 

4.1 上記実態把握調査結果に

基づくアクションプラン

案の策定 
4.2 アクションプラン案に基

づき公開ワークショップ

が開催される。 

 

4. ジェリコ及びヨルダン渓谷

地域における廃棄物管理の改

善方針（アクションプラン）が

策定される。 

4.3 アクションプランの確定 

主な内容は下記のとおりである。 
• 住民意識向上 
• 収集改善 
• 処分場改善 
• 機材メンテナンス 
• 組織・制度整備 
• 会計制度 
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アクションプランは実施中であり、実際、不法投棄の減少等の改善がみられていることに加え、ジェリコ処分場の改善も行わ

れたが、UNDP 経由無償資金協力供与機材の調達の遅れにより、具体的な収集・運搬の改善が十分達成されたとは言いがたく、

成果 5 の達成状況は限定的である。 
5.1 収集率の向上、不法投棄の

減少 
2007 年 1 月の JCspd JJRRV による廃棄物収集サービスの開始は、アクションプランの一環

である収集率の向上に一部寄与している。また、衛生・管理状況の悪い処分場への持ち込

みをやめ、現在は、Jericho、Al-Ojah、Tubas の 3 ヵ所の処分場を利用している点から、不法

投棄は減少したといえる。しかしながら、UNDP 経由無償資金協力供与機材の調達の遅れ

により、収集・運搬の改善状況は限定的である。 
5.2 処分場改善 処分場に関しても、2007 年 1 月より、ジェリコ処分場の改善計画が行われ、3 月 21 日には

開所式を迎え、現在、利用されている。しかしながら、残余期間が半年程度と短く、衛生

埋立地の運営管理を習得するには不十分であることが懸案となっている。 

5. アクションプランが実行さ

れ、改善が具体化する。 

5.3 改善実施総括レポート(実
践を踏まえたパレスチナ

自治政府への提言を含む) 

改善実施総括レポートに関しては、2007 年 10 月以降に準備を開始する予定となっている。 
 

全国セミナーを最終年度（4 年次）に実施する予定であるが、JCC や各種セミナーには他の自治体や JCspd からも参加があり、

ある一定の情報・経験の共有は行われているため、成果 6 は一部達成されているといえる。 
6. 現地国内セミナーが開催さ

れ、ジェリコ及びヨルダン渓谷

地域の事業が普及される。 6.1 パレスチナ各地域廃棄物

担当者を対象とした現地

国内セミナー（研修・現場

視察を含む）の開催 

JCC や各種セミナーには、他の自治体や JCspd も参加しており、ある一定の情報・経験の

共有は行われている。全国セミナーを最終年度（4 年次）に実施する予定である。 
 
また、廃棄物処理関連施設の視察に関しては、2006 年 10 月 3 日に改善前のジェリコ処分場

とイスラエル側が運営管理をしている Tovlan 処分場への視察が、2007 年 3 月 1 日には世銀

の支援で建設された Jenin 処分場、2007 年 3 月 21 日には改善後のジェリコ処分場への視察

が実施され、ジェリコ市職員に加え、教師やジャーナリストらが参加し、処分場の適切な

運営の重要性について学ぶ機会を得ている。 
本邦研修は予定どおり過去 2 回実施されているほか、ヨルダンでの第三国研修も実施されており、参加者は廃棄物管理に係る

基礎知識を獲得したといえ、成果 7 は達成されている。 

 

7. 本邦研修が開催され、廃棄物

管理に係る基礎知識が獲得さ

れる。 7.1 ジェリコを含むパレスチ

ナ各都市廃棄物担当者を

対象とした国別研修集団

型コースの開催 

国別研修：パレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、今まで 2 回開催されており、そ

れぞれ 5 人、8 人の関係者が参加している。第 2 回研修に関しては、JCspd JJRRV 対象地域

以外からの参加者も多く、情報共有の貴重な機会となっている。研修では、JCspd JJRRV の

活動も紹介されており、当該地域の改善事例は認識されつつあるといえる。本邦研修参加

者は、収集の監督、車両管理の方法等の実務的知識に加え、所属組織を対象としたアクシ

ョンプランの立案から多くを学んだとのことである。第2回研修の参加者のMr. Raed Samara 
(Executive Director of JCspd Bethlehem)は、実際に、その際立案したアクションプランに基づ

き、JCspd Bethlehem の立ち上げ準備や広報業務を行ってきたとのことであった。 
 
また、本邦研修に加え、ヨルダン環境省、アンマン市役所の協力を得て、同国への第三国

研修（2006 年 9 月 16 日から 22 日）が実施されており JCspd JJRRV 職員、JCspd JJRRV 理

事会メンバーら合わせて 9 人が研修に参加している（参加者リストは英文評価レポートの

別添 5 参照）。 
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収集・運搬の本格的な改善を除き、活動はおおむね計画的に行われた。 活動の進捗状況 
 
活動の進捗状況 

活動は計画どおりに行われた

か 
パレスチナ自治政府の政権交代のため、2006 年 3 月～7 月中旬までの 3.5 ヵ月間、日本人専

門家の派遣が滞ったものの、関係機関、日本人専門家、C/Ps の努力により、プロジェクト

全体への影響（JCspd JJRRV による 2007 年 1 月サービス開始という目標を含む）は最小限

にとどめることが出来たといえる。 
 
各活動の進捗に関しては、関連成果の項目に詳しい。 

モニタリングの実施状況は適切である。 
モニタリングは行われていた

か 
 

プロジェクト全体に関しては、定期的に開催される JCC 会合において、また JCspd JJRRV
の運営に関しては、適宜 JCspd JJRRV 総会、理事会で進捗が管理されている。 

モニタリングの仕組みは適当

か 
質問票調査やインタビューからは、基本的には、プロジェクト全体のモニタリング、JCspd 
JJRRV のモニタリングについては、適切であると認識されていることが分かった。また、

一方で、JCC に関しては、開催頻度を上げ、より技術的にプロジェクトを支援するととも

に、関係機関での情報交換を密にするべきだという意見がみられた。 
 
現場レベルのオペレーションのモニタリングに関しては、JCspd JJRRV 職員が担当業務ごと

に、必要な記録（月次収支表やドライバーの運行表など）をつけており、それを基に JCspd 
JJRRV 事務局長が各業務の進捗を管理している。このように、プロジェクト全体、JCspd 
JJRRV の運営ともに、モニタリングの仕組みは、比較的よく機能しており、適切といえる

が、JCC に関しては、必要に応じて開催頻度を上げることも考えられる。 

モニタリングの実施状況 
 

関係機関の役割は明確か プロジェクト目標 1 に関しては JCspd JJRRV が、プロジェクト目標 2 に関しては、MoLG 
DJCspd が活動を行う。JCspd JJRRV の活動に関しては、JCspd JJRRV 理事会、総会が、プ

ロジェクト目標 2 を含む全体に関しては、JCC がモニタリングを行うことになっており、

関係機関の役割は明確であるといえる。 
専門家とカウンターパートの関係性は良好である。 
コミュニケーションの状況 質問票調査やインタビュー調査によれば、「良好な関係が築かれている」というのが、関

係者の一致した意見であり、コミュニケーションの状況は大変よいと判断できる。 

選択された C/P の適正さ 2007 年 1 月に収集サービスを開始する以前は、JCspd JJRRV の職員の多く（19 人中 13 人）

がジェリコ市の職員として同市の清掃事業に従事をしており、プロジェクトへの参画は限

定的であったものの、これらの職員は、清掃事業について経験をもった人材であり、それ

ゆえ、JCspd JJRRV の業務を遂行することが可能であったという点では、選択された C/P は

適切であるといえる。 

実 
施 
プ 
ロ 
セ 
ス 
の 
検 
証 

専門家とカウンターパートの

関係性 

問題や計画変更が生じた際の

対応方法など 
問題や計画変更に関しては、JCspd JJRRV 総会、理事会で、日本人専門家も含めた関係者全

員で議論・承認されることになっている。 
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 カウンターパートの変化（主体

性・積極性） 
特に、2007 年 1 月に収集サービスが始まって以降、カウンターパートや関係者の主体性・

積極性には、下記の事例のとおり変化がみられつつある。 
 
 

• 当初は、サービスの開始・運営そのものやサービス料の徴収に関して自信のないC/Ps
もあったが、現在では、サービスに自信をもつとともに、料金徴収等についても

JCspd JJRRV の理事会・総会で堂々と各自治体の長に説明・説得を繰り返している。 
• 当初は、自治体の多くは、JCspd JJRRV の構成員であるという認識も浅く、公共サ

ービスを提供しなければならないという意識も低かった。現在、コミュニティ会合

をもっと開き、料金徴収のためにも自治体支援をしてほしいとのコメントからも分

かるように、そのような意識、主体性が高まりつつあるといえる。 
• 各種セミナーやワークショップにおいて、ほとんどの場合、カウンターパート自ら

がプレゼンテーション資料を準備し、プレゼンテーションを行っていることからも、

能力の向上とともに積極性が見受けられる。 
受益者の事業とのかかわり方については、一部で、中央政府のより積極的な関与が期待されるものの、良好であるといえる。 
MoLG DJCspd 関係者の認識の

変化 
MoLG DJCspd 関係者は、当初より JCspd の重要性を理解しており、JCspd JJRRV の活動に

期待をしているとのことである。しかしながら、JCspd やその他の JSC(Joint Service Council)
に関する政策や国家戦略はできていない。 

JCspd JJRRV 職員の行動・意識

の変化 
先述のとおり、JCspd JJRRV 職員の多くはジェリコ市からの出向者であるが、ヨルダン研修

や本邦研修、専門家との協働等を通して多くのことを学んだと認識しており、2007 年 1 月

のサービス開始以降は、サービス提供への自信をつけてきている。 

受益者の事業とのかかわり方 

住民の行動・意識の変化 7 自治体を対象に、多くのコミュニティ会合を開催し、適切な廃棄物管理の重要性、JCspd 
JJRRV の役割、SWM サービスの内容、サービス料についての説明を行ってきている。住民

の多くは、廃棄物管理の重要性を認識し、現在、定期収集を受けられるようになってゴミ

の飛散が減少しているとのことであり、住民の環境意識は高まりつつあるといえる。 
相手国実施機関のオーナーシップは大変高いといえる。 
カウンターパート配置の適正

度 
適切な C/Ps が選ばれ、配置されている。 

予算手当て 現在、政治的要因からドナー支援やイスラエル側からの還付金が滞っており、パレスチナ

自治政府の財政状況は極めて厳しい状態にある。例えば、新ジェリコ病院の MOH 関係者は、

ここ数箇月給与を受け取っていないとのことであった。MoLG DJCspd 局長の発言にもある

とおり、JCspd や地方自治体を財政面から支援することは難しいため、「予算措置の有無」

等から相手国実施機関のオーナーシップを測ることはできない。 

 

相手国実施機関のオーナーシ

ップ 

実施機関関係者の参加の度合

い 
MoLG DJCspd を含む関連機関の JCC 等重要な会議への参加率は高い。加えて、上記のとお

り財政状況が厳しく、給与の未払いやストライキ等が続くなかでも、関係機関は当該プロ

ジェクトの円滑な実施に尽力しており、参加度合いは大変高いといえる。 
 
加えて、JCspd JJRRV 職員のオーナーシップ、プロジェクトへの参加率が高いことが特筆さ

れ、そのことは、各種会合への参加、会合でのプレゼンテーションの実施、あるいは収集

サービスの実際の運営の継続自体からも容易に分かる。 
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5 項目評価結果 

評価

項目 
評価設問 
大項目 小項目 調査結果 

パレスチナ自治政府による中期開発計画（2005-2007）で廃棄物管理体制が確立され、パレスチナ地方自治法（1997)の 15 条において廃棄物管理が地方自治体の

役割であると記載されており、パレスチナ政府の政策に合致している。また、日本政府のパレスチナ支援の基本方針である「国づくり・改革支援」及び「人道

支援」にも合致しており、妥当性は高い。 
上位目標やプロジェクト目標は国家開発計画や環境政策に合致している。 
上位目標の国家開発戦略や環

境政策との整合性 
パレスチナ中期開発計画(2005-2007)においては、処分場の適正管理を含む廃棄物管理体制

の確立の重要性が強調されており、上位目標の国家開発戦略や環境政策との整合性は高い。 

プロジェクト目標の環境政策

や地方自治政策との整合性 
パレスチナの地方自治法（Palestinian Local Authorities Law、1997)では、15 条 ”The Council's 
powers, authority, and role”において廃棄物処理を自治体の役割としており、また、”the Joint 
Service Council”の設立も規定されている。この基本法に基づき、2006 年に JCspd 設立に関

する By-law がつくられており、JCspd JJRRV はこれらの法令にのっとり設立されている。 
環境政策における環境（廃棄

物）分野の優先度 
パレスチナの環境法（Palestinian Environmental Law、1999)では、7 条、8 条、9 条において、

廃棄物計画策定、減量化やリサイクリング、処分場の管理について、その重要性が述べら

れている。 

上位目標やプロジェクト目標

は国家開発計画や環境政策に

合致しているか 

各国支援との整合性 GTZ は、全国向け活動と、特定県を対象にした活動からなる廃棄物改善のプログラムを実

施している。全国向けの活動のなかには、National Committee on Solid Waste Management and 
Wastewater に対する支援が含まれている。今後、JCspd JJRRV の経験をこのような委員会で

共有しつつ、当該委員会が作成予定の国家廃棄物管理計画に反映させていくことも可能で

あり、プロジェクト目標 2 と整合的である。 
ターゲットグループの選定は、おおむね妥当であったといえる。 
JCspd JJRRV への協力内容に対

するニーズは高いか 
JCspd JJRRV は 1 年以上の準備期間を経て、2007 年 1 月から廃棄物収集サービスを開始し

た、いまだ「幼少期（infant stage）」にある組織であり、プロジェクトを通して技術力強化、

組織力強化を図っていくことへのニーズは一貫して非常に高いといえる。 

廃棄物分野において JCspd はど

のような役割を果たしている

か。 

JCspd JJRRV は、今まで自治体による定期収集サービスを受けたことのない地域へのサービ

スの導入を可能にしたという点で、地域住民の環境意識を高め、衛生状況の改善に貢献し

ている。 

妥 
当 
性 

ターゲットグループの選定は

妥当であったか 

ターゲットグループの規模は

適切か 
MoLG DJCspd によると、現在、県（Governorate）レベルに少なくても１つの JCspd を設置

することを検討しているとのことであり、ほぼ同規模の JCspd JJRRV のターゲットグルー

プの規模は適切といえる。 
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わが国の開発課題、援助重点分野と合致している。  わが国の開発課題、援助重点分

野と合致しているか 援助重点課題との関連性はあ

るか 
わが国は、2002 年に効率的かつ効果的に環境分野の協力を進めていくために、「持続可能

な開発のための環境保全イニシアティブ」(EcoISD)を発表している。わが国の経験を生かし

公害対策及び生活環境改善への支援を図るとしており、このなかで「廃棄物処理」を取り

上げている。 
 
日本は、パレスチナ支援の重点分野として、国づくり・改革支援、人道支援を掲げており、

パレスチナ改革を推進するための支援や、パレスチナ暫定自治政府の行政能力向上を支援

することにより、パレスチナの国づくりに貢献することをめざしている。 
 

プロジェクト目標 1 の達成が困難になりつつあり、有効性が十分確保されているとは言いがたい。 
プロジェクト目標 1「ジェリコ

及びヨルダン渓谷に持続的で

衛生的な廃棄物管理システム

が導入される」の達成度は現時

点において適正範囲内か 

プロジェクト目標達成の見込

み 
カウンターパートをはじめとする関係機関の努力にもかかわらず、財政基盤の脆弱性、

UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れによる収集・運搬改善活動の遅れがみられ、

現時点におけるプロジェクト目標 1 の達成度は十分とはいえない。 
 

プロジェクト目標 2「ジェリコ

及びヨルダン渓谷の改善事例

経験が、パレスチナ他都市の廃

棄物管理の改善に向けたモデ

ルケースとなる」の達成度は現

時点において適正範囲内か 

プロジェクト目標達成の見込

み 
主要活動が 4 年次に実施されるものの、JCC やその他のセミナーには、他の JCspd や自治

体も招かれており、JCspd JJRRV の経験が共有されつつあり、プロジェクト目標 2 に関する

達成度合いは、現時点において適正範囲内といえる。 
 
成果 6 に関しては、広く他の JCspd を招いた全国セミナーを最終年度（4 年次）に実施する

ことを予定している。 
 
成果 7 に関しては、国別研修：パレスチナ「廃棄物管理能力向上」コースが、過去 2 回開

催されており、第 2 回研修に関しては、他の JCspd や自治体からの参加者が、JCspd JJRRV
の活動とその改善事例を取り上げてケーススタディーを行っている。 

成果はプロジェクト目標を達

成するために十分であったか 
成果の数、内容、質の適正度 UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れによる収集・運搬改善活動の遅延を除き、

成果の数、内容等に関しては、概して、関係者の満足度は高く、十分であったと判断され

ている。 

有 
効 
性 

プロジェクト目標の達成の妨

げとなっている要因はあるか 
プロジェクト目標の達成状況

／外部条件／阻害要因 
プロジェクト目標 1 に関しては、以下のとおり、回答があった。 

• 地域の住民にとって、廃棄物処理が最優先課題ではない場合が多い（特に、ジェリコ

市から離れた小さな自治体の農民など）。よって、住民からサービス料を徴収するこ

とが難しい状況が続いている。 
• 地方自治体という名称で呼ばれているものの、多くの自治体には、職員もおらず、財

政基盤ももたず、非常に脆弱である。 
• 17 の地方自治体が非常に広範な地域にわたって点在しており、収集サービスの運転費

用が高くなる。 
• 第 2 次インティファーダ以降、特に地域経済が停滞している。 
• UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れにより、収集・運搬改善活動も遅れて

いる。 
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 プロジェクト目標の達成を促

進している要因はあるか 
プロジェクト目標の達成状況

／外部条件／貢献要因 
プロジェクト目標 1 に関しては、以下の要因が考えられる。 

• JCspd JJRRV 職員の多くが、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者であるが、彼らは、

基本的な廃棄物処理に関する知識・経験をもっており、円滑な JCspd JJRRV サービス

の提供を可能にしている。 
• 第 2 次インティファーダ以降、多くの地域で自治体は機能不全に陥っていた。JCspd 

JJRRV の開始とともにこの広域組合のメンバーになることで、地方自治体の長は、明

示的に住民サービスを再開・提供するという機会を得ているといえ、協力的な体制の

背景となっている。JCspd JJRRV 職員の知識・経験に加え、これら自治体の長の熱意

と理解も、円滑な JCspd JJRRV サービスの提供を可能にしているといえる。 
プロジェクト目標 2 に関しては、以下の要因が考えられる。 

• 成果 6 や成果 7 以外にも JCC 会合の場やその他のワークショップで、他地域の JCspd
や他自治体の意見交換が行われている。 

プロジェクトはおおむね効率的に運営されているが、UNDP 経由での無償資金協力機材の供与の遅れが、一部、効率性を阻害している。 
各成果の達成度は現時点にお

いて適正範囲内か 
成果の達成度合いの適正度 成果 5 を除く、各成果の達成度合いに関しては、概して、関係者の満足度は高く、適正範

囲内であったと判断されている。成果 5 に関しては、機材の供与の遅れにより、収集・運

搬改善活動も遅れている。 
活動は（7 つの）成果を出すの

に十分であったか 
活動の数、内容、質の適正度 中間評価の時点では、活動の数、内容、質に関しても、概して、関係者の満足度は高く、

成果を出すのに十分であったと判断されている。 
 
プロジェクトでは、地域コーディネーターを下記のように雇用し、地域でのコミュニティ

会合の開催や、自治体による料金収集に関する広報といった活動を強化してきている。地

域コーディネーター雇用の背景には、JCspd JJRRV 地域が南北 70km に及び、自治体によっ

ては往復 2 時間程度を要する場合もあり、JCspd JJRRV の職員が会合準備等のために頻繁に

訪問することが難しいということ、また、Hamra には厳重なチェックポイントが存在し、

そのポイントの先にある自治体を訪問する場合は、JCspd JJRRV 職員も許可証を持参しなけ

ればならないという事情がある。 
 2006年 8月～3月: JCspd JJRRV活動広報のためのコミュニティ会合開催支援 3人雇用 
 2007 年 5 月以降: サービス料金徴収のためのコミュニティ会合開催支援 現在 2 人（2
人追加予定） 

効 
率 
性 

投入された資源量に見合った

成果が達成されているか 
 

投入された人材・研修・機材の

適正度 
投入された資源量に見合った成果が達成されているといえる。 
 
JCspd JJRRV 職員へのインタビュー、質問票回答からは、投入された人材・研修・機材への

満足度は高く、適正度は高いといえる。プロジェクトや研修を通して、新しく学んだこと

は多いとの意見であった。 
 
廃棄物処理関連機材の修理・維持管理に関しては、供与機材であるスペアパーツで遊休車

両を修理し、使用している。メンテナンス用機材も、メンテナンスを委託しているジェリ

コ市のメンテナンス・ワークショップに供与されている。これらの機材の活用度は非常に

高く、適正なものであるといえる。 
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投入（人・研修・機材）の活用

度 
JCspd JJRRV 職員とのインタビュー、ジェリコ市メンテナンス・ワークショップ担当者との

インタビューからは、投入された人材・研修・機材の活用度は高いことが分かった。 
 

投入のタイミングの適正度 パレスチナ自治政府の政権交代のため、2006 年 3～7 月中旬までの 3.5 ヵ月間、日本人専門

家の派遣が滞ったものの、関係機関、日本人専門家、C/Ps の努力により、プロジェクト全

体への影響（JCspd JJRRV による 2007 年 1 月サービス開始という目標を含む）は最小限に

とどめることができたため、全体として、投入のタイミングは適正であったといえる。 

 

効率性を阻害あるいは貢献し

た要因はあったか 
阻害・貢献要因の有無 （阻害要因） 

現在、改善されたジェリコ処分場では、7 年前の無償資金協力でジェリコ市に供与したトラ

ックショベルにて覆土等が行われている。2007 年度のサービス開始時期には、このトラッ

クショベルをジェリコ市から移管することになっていたが、これが進んでおらず、時間当

たり使用料NIS150を払い続けており、財政的自立発展性にとっての阻害要因となっている。 
（貢献要因） 
プロジェクトの提供した技術協力内容のうち、わが国の一部事務組合方式（広域組合方式）

の経験が JCspd JJRRV の事業を開始するうえで、極めて貴重な役割を果たした。 
正・負両方のインパクトが発現しつつある。 

上位目標 1「パレスチナ自治政

府に地方都市の包括的な廃棄

物管理に関する基本政策が確

立し、具体的な方針が整備され

る」は達成される見込みか 

・ 地方都市の廃棄物管理に

関する政策文書 
・ 上記政策に基づく具体的

な方針（5 ヵ年計画など）

JCspd JJRRV やその他の活動的な JCspd/JSC の存在は、DJCspd が National Committee on Solid 
Waste Management and Wastewater を組織することを促すという正のインパクトを与えてお

り、今後も、当該 Committee が作成する予定の国家廃棄物管理計画に JCspd JJRRV の経験

を反映させていくことが可能である。 

上位目標 2「パレスチナ全土の

地方都市にジェリコ及びヨル

ダン渓谷地域をモデルとした

効果的な廃棄物管理体制が普

及する」は達成される見込みか

・ ジェリコ及びヨルダン渓

谷におけるセミナー・研修

コースの定期開催  
・ パレスチナ自治政府内に

おけるジェリコ及びヨル

ダン渓谷をモデルとした

廃棄物管理の実現 

上位目標 2 に資する主な活動が 4 年次に計画されているため、現段階で、その達成見込み

を検証することは難しい。 

環境（廃棄物）政策作成過程へ

の影響は発現しているか 
先述「インパクト：上位目標 1 の達成見込み」に同じ。 

 
 
 
 
 
 
イ 
ン 
パ 
ク 
ト 

ターゲットグループ以外への

波及はあるか 

MoLG DJCspd の政策作成過程

への影響は発現しているか 
先述「インパクト：上位目標 1 の達成見込み」に同じ。 
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 その他の正負のインパクトは

ないか 
 現在、下記のようなインパクトが認められる。 

• ジェリコ地域開発プログラムに資する他の技術協力プロジェクトと、相互にインパク

トを与え合っている。JCspd JJRRV にサービス料を全く支払っていない自治体が、地

方行政制度改善プロジェクトの一環として実施している Community Empowerment コ

ンポーネントから支援を受ける可能性があり、現在、他自治体の長より懸念が示され

ている。 
 
• JCspd JJRRV やその他の活動的な JCspd/JSC の存在は、DJCspd が国家廃棄物・下水委

員会を組織することを促すという正のインパクトを与えている。 
• GTZ の支援する廃棄物管理研修に関するワーキンググループのメンバー9 人のうち１

人は、Abdel Jabbar 氏であり、広域廃棄物管理システムをもつ JCspd の代表として JCspd 
JJRRV の経験を共有している。 

• ヨルダン環境省、アンマン市役所の協力を得て、同国への第三国研修が実施された際

に、参加者はプラスチックリサイクル工場を見学した。このことが、JCspd JJRRV に

よる農業プラスチックのリサイクルにヒントを与えたといえる。 
技術的側面からの自立発展性は期待できるが、財政面、組織制度面からみた自立発展性については懸念が残る。 
廃棄物分野での JCspd JJRRV の

位置づけ 
JCspd JJRRV が将来にわたり廃

棄物事業を担う組織であるか 
DJCspd, MoLG の JCspd に対する政策・支援に変更がない限り、JCspd JJRRV は今後も当該

地域の廃棄物事業を担う組織であるといえる。 
 
JCspd JJRRV は、パレスチナ地方自治法、by-laws に従って設立され、細則を決定し、廃棄

物処理サービスを実施してきた先行的な JCspd である。また、JCspd JJRRV は、廃棄物処理

サービス提供の基本方針等をまとめた基本計画を作成し、それに基づきサービスを行って

おり、今後も当該地域で、広域の廃棄物処理サービスを提供していくと考えられる機関で

ある。 
事業を継続するだけの能力が

JCspd JJRRV に備わりつつある

か 

組織・制度面からみれば、自立発展性が高いとはいえない。 
 
JCspd JJRRV 職員の多くが、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者であり、基本的な廃棄物

処理に関する経験をもっていることに加え、プロジェクトを通して、各種技術を日本人専

門家、本邦研修を含む各種研修、あるいはアクションプランの実施から習得しており、事

業を継続する能力はついてきていると思われる。しかしながら、彼らは、JCspd JJRRV 独自

の人材とはいえず、よって、現時点で自立発展性が確保されているとは言いがたい。 

自 
立 
発 
展 
性 

組織・制度的側面からみて、自

立発展の見込みは高いか 

政府あるいは MoLG DJCspd か

らの支援は期待できるか 
政治的要因からドナー支援やイスラエル側からの還付金が滞っており、パレスチナ自治政

府の財政状況は極めて厳しい状態にあり、JCspd や地方自治体を財政面から支援することは

難しい状況である。しかしながら、MoLG DJCspd によれば、JCspd は自治体の公共サービ

ス提供を可能にするための仕組みであり、JCspd や自治体の能力強化に関し、できる限りの

ことはしたいとの意見であった。ただ、DJCspd, MoLG の JCspd に対する政策・戦略は、必

ずしも確立していない。 
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JCspd JJRRV、あるいは傘下の

地方自治体の財政状況は健全

か 
 

財政的側面からみて、現状のままでは、自立発展の見込みが高いとはいえない。 
 
1 人当たりのサービス料（15NIS/household/month）に世帯数を乗じて算出されるサービス料

（自治体合計）の全額を支払っている自治体は 1 つしかなく、他の自治体の支払い状況は 
0～90％超とまちまちである。特に、小規模自治体の財政基盤は非常に脆弱か、あるいは存

在しないに等しい状況である。 
 
 
 
表 3：各自治体の支払い状況 

 
 
注：ジェリコ市は、2006 年の Contribution の上記 NIS15,000 に加え、出向職員の給与、車両のメンテナ

ンスなどという形で更に NIS50,000 支払っていると主張しているが、この点については、理事会の承認

がおりていない。 

 財政的側面からみて、自立発展

の見込みは高いか 

廃棄物管理事業を継続するう

えで必要な予算（人件費含む）

を確保できるか 

現在も、ジェリコ市の保健衛生局からの出向者である 13 人については、ジェリコ市が直接

人件費を支払っており、独自の人材と、人件費を含む必要な全予算が確保できているとは

いえない状況である。 
ジェリコ市の分担金は、17 自治体の分担金合計の約 72%と、JCspd JJRRV においてはジェ

リコ市の存在が非常に大きく、ジェリコ市との信頼関係をより強固なものにすることで、

JCspd JJRRV の財政基盤を安定させることが可能となる。 
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JCspd JJRRV の技術レベルを配

慮した適切な技術の開発・移転

がなされたか 

技術的側面からみて、自立発展の見込みは高い。 
 
JCspd JJRRV 職員へのインタビュー、質問票回答からは、プロジェクトを通して日本人専門

家から習得した技術・知識、本邦研修を含む各種研修や、アクションプランの実施から習

得した技術・知識は、有益だったとの回答を得ており、適切なレベルの技術移転が行われ

たものと考えられる。また、2007 年 1 月より実施されたジェリコ処分場の改善においては、

遮水シートを張り、ガス抜き管や浸出水池を備えた準好気性の処分場がつくられており、

当該地域の技術レベルを考慮した適切な技術の移転が行われたといえる。 
C/P は、移転された技術、知識

を十分身につけたか 
JCspd JJRRV 職員へのインタビュー、質問票回答からは、プロジェクトを通して日本人専門

家から習得した技術・知識、本邦研修を含む各種研修や、アクションプランの実施から習

得した技術・知識により、業務が改善したとの回答を得ている。 
 
しかしながら、処分場管理に関しては、改善されたジェリコ処分場の残余期間が半年程度

と短く、衛生埋立地の運営管理を習得するには不十分であることが懸案となっている。 

 技術的側面からみて、自立発展

の見込みは高いか 

機材、移転技術などが、今後も

広く活用されるか 供与機材であるスペアパーツで遊休車両を修理し使用している。メンテナンス用機材も、

メンテナンスを委託しているジェリコ市のメンテナンス・ワークショップに供与されてい

る。これらの機材の活用度は非常に高く、今後も広く活用されると考えられる。 

 



 

 

３．グッドプラクティス集 
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環境管理分野のグッドプラクティス事例 

件名（案件名） C/P 機関の活動計画の策定方法（パレスチナ ジェリコ及びヨル

ダン渓谷における廃棄物管理能力向上プロジェクト） 
案件実施期間 2005 年 9 月～2008 年 8 月 

作成日 2007 年 7 月 17 日 

作成者 地球環境部第二グループ環境管理第二チーム 田村 

概要（グッド

プラクティス

のポイント） 

Basic Plan（C/P 機関の活動計画の活動計画の骨子）の作成に

より、日本人専門家の能力をパレスチナ側に示すことができ、信

頼関係の構築にも役立った。 

Basic Planは参加型で現地で議論をして一からつくり上げるの

ではなく、日本で素案をつくっていって、これを丁寧に説明した。

微妙な話はあとで、現地で C/Pと決めるようにした。なお、Basic 

Planは骨格の部分のみ記載しており、修正の必要がない。具体的

な部分は年間計画策定の際に反映するようにしている。 

Basic Plan は、現在では当初の 1,000 部に加え、追加でもう

1,000部印刷したが、ほとんど在庫がきれており、C/Pが説明に活

用している状況がうかがえる。 

 

他国･他案件

での活用のポ

イント 

計画の骨子を専門家が Basic Plan としてドラフトすることによ

り、重要な内容は確実に盛り込むことができる。また、詳細かつ

具体的な計画は現地で C/P とともに作成することにより、C/P 自

身が計画を作成したという実感をもつことができる。 
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環境管理分野のグッドプラクティス事例 

件名（案件名） 関係者の意識向上（パレスチナ ジェリコ及びヨルダン渓谷にお

ける廃棄物管理能力向上プロジェクト） 
案件実施期間 2005 年 9 月～2008 年 8 月 

作成日 2007 年 7 月 17 日 

作成者 地球環境部第二グループ環境管理第二チーム 田村 

概要（グッド

プラクティス

のポイント） 

廃棄物行政・事業に従事している職員のステイタスは高くなく、

まだまだ志気も高いとはいえない。しかし廃棄物行政・事業は住

民に接する機会も多く、また一般的には迷惑な施設、事業であり

志気が低いと実施が難しい。 
そこで、専門家チームは、廃棄物行政・事業に従事にプライド

をもって、熱心に取り組めるように様々なアプローチを行ってい

る。以下のような事例がある。 
１）まず、技術的な説明ではなく清掃事業の大切さ、難しさを日

本の経験を例に説明している。worker に対する業務説明会で東京

都の清掃事業を説明した DVD を見せたところ、清掃ワーカーに

は大きな驚きと感動があり、worker 等の強い要望でこの DVD の

アラビア語版を作った。 
２）現場職員にプライドをもってもらうために、JCspd 職員説明

会にて、市長が worker の前で事業の大切さと職員の業務重要性に

ついて熱弁を振るった。Worker が市長に接する機会は過去になか

ったので効果があった。 
３）ゴミを集めるだけでなく、廃棄物行政へ取り組む姿勢、住民

対応を重要性なども機会あるごとに雑談等でも説明している。 
 このような取り組みにより、専門家チームは「清掃行政の心」

を C/P に伝授しつつある。JCspd の事務所には活気があり、主体

性や意欲が感じられた。また、専門家チームとカウンターパート

の間で、両者の深い信頼関係が構築されていることが、うかがえ

た。 
他国･他案件

での活用のポ

イント 

廃棄物関連業務について、関係者が誇りをもてるよう配慮する。
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環境管理分野のグッドプラクティス事例 

件名（案件名） 広報活動の実施方法（パレスチナ ジェリコ及びヨルダン渓谷に

おける廃棄物管理能力向上プロジェクト） 
案件実施期間 2005 年 9 月～2008 年 8 月 

作成日 2007 年 7 月 17 日 

作成者 地球環境部第二グループ環境管理第二チーム 田村 

概要（グッド

プラクティス

のポイント） 

プロジェクト実施地域の対象住民が 5 万人と小規模であったた

め、しらみつぶしに住民向けの広報を行い環境への理解を深めた。

全住民に対し広報のためのコミュニティ・ミーティングをもつ

ことに関し、対象者数の多さについて反対する声がでることも想

定されたため、活動開始時はごく一部の専門家及び C/P の間での

み計画を共有することとし、コミュニティ・ミーティングの成果

がプロジェクト関係者間で共有され始めたのち、全体計画を周知

した。 

テーマは、ゴミ事業の話、収集料金がどのように使われている

か等、テーマをかえるようにしており、住民の関心を継続的にも

たせるよう工夫を行っている。 

 
 

他国･他案件

での活用のポ

イント 

段階をおって計画の全体像を説明することが有効である場合も

ある。 

 



 

 

４．議事録 
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訪問議事録 
 
 
訪問先： 地方自治庁広域行政計画・開発カウンシル（JCspd）局長  
日時：  6 月 4 日（月） 10:30～11:30 
面談者： Mr. Kamel Hemeid, General Director of DJCspd、Mr. Ismail Rabba MoLG、Mr. Faiz  
   Swatty MoLG 
調査団： 大石（事務所）酒本、水谷、Makky（専門家チーム）阿部 
面談内容： 
� 中間評価の説明・確認 

1. 中間評価の目的確認、スケジュール確認、パレスチナ側評価チーム構成員の確認を

行い、パレスチナ側評価チームのメンバー（下記 3 人）を決定した。 
• Mr. Kamel Hemeid, General Director, Department of Joint Council for Services, 

Planning and Development, Ministry of Local Government 
• Mr. Fawas Rabaia, General Coordinator for JICA Projects, Ministry of Local 

Government 
• Mr. Abdel-Jabbar Abu-Halawa, Executive Director, JCspd JJRRV 

� JCspd JJRRV の経験の広め方（プロジェクト目標 2 への関与）について 
1. どのように JCspd JJRRVのケースを他の JCspdに広めていけるかという質問に対し、

下記のような回答があげられた。 
• JCspd の総数は 86 である。が、それとは別に、16 ある governorate（West Bank

に 11、Gaza に 5）のそれぞれに、ひとつずつ Joint Council for SWM を立ち

上げようとしている。現在までに、この SWM に特化した joint council は、

West Bank に JCspd JJRRV を入れて 7、ガザに 2 つがつくられている。West 
Bank の他の 6 council は、Jenin、Salfeet、Ramallah、Hebran、Tulkaren、Betlahem
である（注：しかし、実際は、JCspd JJRRV は、３つの governarate にまたが

る）。この「SWM に特化した joint council」にジェリコの例を伝えていくと

いうやり方があるだろう。 
• これらの 7 つは、Jenin に世界銀行が、Ramallah に GTZ が、Salfeet, Tulkaren, 

Betlahem, Jericho に JICA が支援をしている、あるいはする予定になってお

り、SWM 改善の大きなチャンスである。特に、JICA 支援をうける governarate
は、Jericho の例をモデルにすることが有益であろう。 

• JCC 会合には、Jenin、Salfeet、Tulkaren、Betlahem といった他の governarate
を招いて、情報共有をしている。 

• また、National Committee on SWM and Wastewater という以前からあった組織

を GTZ の支援で、活性化しようと考えている。そうなれば、他ドナー、他

governarate と情報交換をする「持続性のある機会」となる。 
� その他 

1. JCspd に関する法令としては、下記 4 つがある。 
♦ Law on Local Government System 1997 
♦ By-laws for JCspd for SWM, 2006 
♦ Regulations for each JCspd for SWM (これは、上記 by-laws に基づいて各 JCspd が

つくり、MoLG から承認をもらわなければならないというもの) 
♦ その他、by-laws for JCspd for all types, 2003 というものもある。 

• Hebran、Betlahem 間での high level committee をつくり、最終処分場建設を検討してい

る。プロジェクト資金は、USD11 million で、これには、一部、日本の資金も投入され

るはずとのこと（詳細不明）。 
 



 

 －101－

訪問先： JCspd JJRRV 関係者  
日時：  6 月 4 日（月） 13:30～14:30 
面談者： (JCspd JJRRV 関係者) Mr.Hasan Jermi, AB member; Mr. Turkey Eshibat, AB member; 
Mr. Mahmoud Abu Hatab, AB member; Mr. Wadi Abu Helal, supervisor; Mr. Warwan Samalat, 
public relations; Mr. Sultan Rama, technical section; Mr. Abdul Jabbar Abu Halawa, Executive 
Director 
調査団： 大石 （事務所）Makky （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs  
面談内容： 
� 中間評価の説明・確認 

1. 中間評価の実施スケジュール等、全体についての説明を行った。また、Makky 氏

より午前中の Kamel 氏との面談内容が説明された。 
� 参加者の JCspd JJRRV の活動に関する所感について：関係者よりプロジェクト関係者へ

の謝意が示されるとともに、この地域で JCspd for SWM を行うことの難しさが述べら

れた（以下、参照）。 
1. 地形的に縦長で、非常に広いエリアをカバーしている JCspd である。例えば、Ein 

Shibli VC、Nawaji PC、Beit Hasan VC、Al-Nassaryyah VC、Al-Aqrabanyyah VC の 5 
LGUs は、ハムラのチェックポイントを超えたところにある。 

2. 農業中心の地域経済は低迷しており、住民からサービス料を徴収することは容易

ではない。 
3. また、2007 年 1 月のサービス開始前の状況も、LGUs によって違う。これが、サー

ビス料支払いの差異にもつながっている。 
 
訪問先： JICA Coordinator ジェリコフィールド事務所  
日時：  6 月 4 日（月） 14:30～15:30 
面談者： Mr. Abed Al-naser Makky, JICA coordinator at Jericho Office 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部  
面談内容： 
� 業務内容 

1. 以前は、MoLG の職員であり、現在は、JICA 職員としてジェリコ事務所で、当該

地域で行われているプロジェクトの運営監理・支援を行っている。 
� JCspd JJRRV の直面する課題 

1. JCspd JJRRV では、LGUs に比べ、ジェリコ市の組織的強さ、財政的な強さが際立

っている。そのため、ジェリコ市の果たすべき役割は非常に大きい。（例えば、ヘ

ブロン govenarate には、ジェリコ govenarate と違い大きな市（municipality）が複数

存在している。）実際、JCspd JJRRV の歳入の 75％程度をジェリコ市からの歳入で

賄うという予定である。これが、支払われていないことが大問題である。Fasayel
と Jiftlik がサービス料を払っていないことより、ジェリコ市が一部しか支払ってい

ないことのほうが、JCspd JJRRV の継続的運営にとっては問題である。 
2. ジェリコ市は、現在、出向社員1の給与という形で、JCspd JJRRV に支払いを行っ

ており、JCspd JJRRV の財政的自立性が確立されていない。将来的には、従業員の

給与は独自資金で払えるようにならなければいけない。 
3. ジェリコ市に関しても、また、Jiftlik に関しても、トップにどうプレッシャー、影

響を与えるかが何よりも重要である。 
4. 市町村によっては、いろいろな対応をとる。 

• Jiftlik に関しては、トップがサービスの必要はないといっている。住民会議

をするから人を集めてくれといっても、きちんと集めてくれない。 

                                                  
1 JCspd JJRRV 全職員 13 人のうち 9 人がジェリコ市からの出向職員である。 
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• Al-Aqrabanyyah VC に関しては、最初サービスが必要ないといっていたが、

住民会議を開催してもらい、SWM の説明、サービス料の説明をしたところ、

住民が必要である、サービス料も払うということになり、サービスを開始

した。 
• Fasayel VC に関しては、3 ヵ月サービスを受けていてもサービス料を払って

いなかった。サービスを止めざるを得ないと通達すると、支払い始めた。 
  （注：サービス料の支払いは 100％とはいえないが、プロジェクトとしては、

   時間のかかることと考えている） 
� JCspd JJRRV の経験の共有 

1. JCspd JJRRV の経験をその他の JCspd に広めていく方法としては、以下が考えられ

る。 
i. 基本的に、DJCspd が責任をもって行うべきことである。実際に、JCC や JCspd 

JJRRV 主催のセミナー等に他の JCspd を招いている。 
ii. UNDP 経由で無償で機材供与を受ける予定であった４governarate の JCspd 

for SWM で、technical committee をつくっている。ここでは、JCspd JJRRV
の経験が深く共有されるであろう。 

iii. JICA として、またプロジェクト(JET)チームとして、他ドナーや自治庁へ働

きかけることも可能であろう。 
� JCC や JCspd JJRRV の AB、GB の役割 

1. JCC は R/D の規定に従って、定期的に開催されている。Kamel 氏とジェリコ市長

は必ず参加しており、主要関係者間で、ある一定の情報は共有されている。 
2. AB メンバーが参加する会議では、JCspd JJRRV の業務等について、協議・決定が

なされる。AB は decision making body であり、AB 会合は部外者の参加する会議で

はないため、Makky 氏は参加していない。 
3. GB 会議においては、AB 会議で決定された内容や、JCspd JJRRV の活動の進捗が、

全参加自治体に紹介されている。 
 
訪問先： JCspd JJRRV 事務局長 
日時：  6 月 5 日（火） 10:30～12:45 
面談者： (JCspd JJRRV Executive Director) Mr. Abdul Jabbar Abu Halawa, Executive Director 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部 
面談内容： 
� 業務の内容 

1. 以前はジェリコ市保健衛生局の職員であったが、現在は、JCspd JJRRV の Executive 
Director である。 

2. 当該プロジェクトに関しては、プロジェクトマネージャーである（2005 年 7 月 2
日にサインされた M/M によれば、JCspd JJRRV が立ち上がったのちには、JCspd 
JJRRV の president（現ジェリコ市長）がプロジェクトディレクターに、JCspd JJRRV 
の Executive Director がプロジェクトマネージャーになると記載されている）。 

� JCspd JJRRV の成立過程 
1. 2005 年 7 月 2 日に PNA と JICA の間で当プロジェクトに関する R/D、M/M が結ば

れたのち、7 月の中旬には、17 全自治体が参加する MoLG DJCspd 主催の会合が開

かれた。この会合には、自治庁の Deputy Minister も参加し、JCspd JJRRV for SWM
のコンセプトが紹介され、全自治体が JCspd JJRRV に参加することを表明した。 

2. 2005 年の 9 月には、GB 会合を開催し、Hasan Saleh 氏 (ジェリコ市長)を president
に、Hasan Jirmi 氏（ZbidatVillage Council の長）を vice president に選出した。その

他 3 名の AB メンバーも選出した。 
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3. AB メンバー5 人の氏名は MoLG に提出された（自治庁大臣名での承認がおりたの

は 2006 年 3 月のことである）。 
4. ABメンバーが承認されて以降は、by-lawに従い組織づくり、規則の策定を始めた。 
5. 2005 年 11 月には、日本人専門家がジェリコ入りをし、プロジェクト活動を開始し

た。 
6. 2005 年 12 月には、ジェリコ市長が JCspd JJRRV で中核的な役割をもつ職員 5 人を

任命し、これら 5 人の職員（現在の JCspd JJRRV への出向職員）が中心になり、JCspd 
JJRRV 立ち上げに携わることとなった。 

7. 2006 年 3 月には、Abdul Jabbar Abu Halawa 氏が正式に JCspd JJRRV の Executive 
Director に任命された。 

8. 2006 年の 3～7 月までの間の約 3.5 ヵ月間、政治的理由（PNA の政権交代）により

日本人専門家の投入をはじめ、プロジェクトの投入が制限されるという事態に直

面した。再開した 2006 年 7 月下旬には、JCC にて PDM が加筆修正されている。 
9. 2006 年 10 月には、JCspd JJRRV の規則が MoLG から承認された（この規則に関し

ては、2005 年の AB メンバー選出後、早々に草案し、MoLG に提出していた。途

中、by-law の変更等あったため、承認が 2006 年 10 月となった模様）。 
� JCspd JJRRV の直面する課題 

1. 以前より、自治体による廃棄物の定期収集が行われていたのは 3 自治体（Jericho、
Al-Hew’meh & Edyuk、Al-Ojah）に過ぎず、きちんとしたシステムをもっていたの

はなかでもジェリコ市だけであった。このような状況であったため、多くの小規

模自治体にとって、廃棄物収集というのは優先度の高いサービスではない。 
2. 現在は、コミュニティ会合を開催し、適切な廃棄物処理の重要性を伝えることに

注力している。 
3. 2007 年 1 月のサービス開始後、3 ヵ月間はトライアル期間ということで、全 17 自

治体を対象に収集車両を運行せさていた。4 月以降は、14 自治体を対象にサービ

スの提供を続けている。 
4. 3 自治体においては、サービスの受け入れ態勢が整っていない状況にある。自治体

別詳細は、下記のとおりである。 
i. Bardalah においては、ある一族（40 家族程度）が反対をし、サービス料の

支払いを拒否している。その他の多くの家族は、収集サービスの重要性も

理解しており、サービス料を支払う準備もある、という状況である。JCspd 
JJRRV としては、反対派リーダーと協議を行うことを予定している。 

ii. Jiftlik に関しては、3 ヵ月間のトライアル期間さえ、住民からの協力はなか

った（ゴミが出されなかった）。コミュニティ会合を開いても、参加者は、

３、４名程度といった状況が続いている。過去 4 回開催したコミュニティ

会合は、すべて同様に参加者数が極めて少なかった。つい先日行った会合

は、Jiftlik の長ではなく、保健センターのドクターにアレンジをしてもら

ったが、今まで一番多くの参加者（女性 14 名）があった。彼女たちの話

では、サービスに関して、あるいは JCspd JJRRV について、長からは何も

聞いていないということであった。また、彼女たちからは、長に対する不

満が聞かれたとのことであり、リーダーシップの問題がみうけられる。 
iii. Froosh Beit Dajan に関しては、人口規模も小さく、又それらが広範な地域

に散在しており、廃棄物収集に対するニーズが最も少ない自治体であると

いえる。将来、JCspd JJRRV のマルチサービス化が検討されるときのこと

を考えて、ニーズが低いとは分かっているものの、すべての自治体を取り

込んでいきたいと考えており、コミュニティ会合等も開催している。 
Jiftlik と Froosh Beit Dajan には、上記の事情に加え、C 地域にある自治体であり、

基本的なインフラ整備が最も遅れている地域であることも、重要な配慮事項であ



 

 －104－

る。 
5. 現在、新しい種類の問題が出始めている。Aqrabanyya では、当初サービスの必要

性を認めていなかったものの、コミュニティ会合を重ねることで、理解を得てサ

ービス料も支払ってもらえることになった。しかしながら、JICA の別のプロジェ

クト(Community Empowerment Component)において、Aqrabanyya のプロポーザルが

落とされ、サービス料金を支払っていない Jiftlik のプロポーザルが選ばれるという

状況にあり、これを不満に思った Aqrabanyya は、廃棄物収集サービスに関しても

いらないといい始めている。今までの努力が水の泡になるという非常につらい状

況である。 
6. JCspd JJRRV の運営は、将来にわたり難しい時期が続くと思われる。その主な理由

は、(i) パレスチナ全体の政治・経済状況が不透明であること、(ii)自治体が財政的

にも組織的にも脆弱であること、(iii)対象地域が広く、かつ農業地帯であり、いく

つかの自治体にとっては廃棄物処理サービスが最も重要なサービスではない、と

いう 3 つである。 
7. 組織としての自立発展性を考えれば、JCspd JJRRV の職員の多くがジェリコ市から

の出向者であることは問題であるといえよう。また、今後は、独自の職員を雇用

する必要がある。Executive Director の変更も十分あり得る話である。その際には、

十分は引継ぎ期間を設けることで対応する予定である。 
� プロジェクトを通して学んだこと 

1. 専門家との協働や本邦研修を通して多くを学んだ。また、実際に組織を運営し、

サービスを提供し、学んだことを実践していく過程で知識が身についたと感じて

いる。今後、学びたいこととしては、コンポスト技術があげられる。当該地域の

ゴミの 60～70％が有機ゴミであることを考えると、コンポストはこの地域に適し

ていると思われる。 
2. 本邦研修でも、非常に多くを学んだ。焼却処分等についての知識を生かすことは

できないが、衛生埋立や減量化、コンポストについては、現在も役立っている。

一点、hazardous waste についての講義がなかった点に不満が残る。通常、自治体の

集めるべきゴミでないのは分かっているが、パレスチナのような発展途上の国で

は、実際、暫定的に自治体が処理しなければならない場合も多いため、知識が必

要になる。 
� その他 

1. 収集機材の修繕が行われた。一部のスペアパーツは、当該地域で入手困難であり、

実際の入手までに時間がかかった。 
2. 政権交代の影響を受け、日本人専門家の派遣が延期されることがあった。JCspd 

JJRRV としては、いまだ準備期間であったため、それほど大きな影響はうけてい

ない。また、E メールを通して、専門家とはコンタクトをとっていた。 
3. ジェリコ処分場の改善は、非常に重要なプロジェクトコンポーネントであった。

しかしながら、残余期間が少ないことは問題である。また、不衛生な処分場を使

わなければいけないという illegal dumping の状況には戻りたくないため、あと 2、
3 年は利用できるように増設工事が必要である。 

4. また、その間に、300 ドナム（約 30ha）程度の規模のより大きな最終処分場の建設

準備をする必要がある。確かに Tovlan に衛生処分場があるが、この Tovlan 処分場

は、イスラエル側が「占領地」につくったものであり、その処分場に使用料を支

払ってゴミを持ち込むのはおかしな話である。当該地域が、今後もパレスチナ難

民に主要受け入れ地になる予定である（人口増加が見込まれる）こと、また、パ

レスチナ・ヨルダン・イスラエル間のより自由な商業地域になることを考えれば、

今から、大規模処分場建設の準備を始めるべきと考える。 
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訪問先： JCspd JJRRV スタッフ  
日時：  6 月 5 日（火） 12:45～14:30 
面談者： (JCspd JJRRV スタッフ) Mr. Sultan Mer’ae, Head of Technical and Operation; Mr. 
Wadee Abu-Helal, Engineer; Mr. Marwan Samarat, Public Relations; Ms. Manal Romaneen, 
Accountant 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs  
面談内容： 
� 各自の業務内容 

1. Marwan Samarat 氏：主要イベントを記事にし、新聞社に持ち込んだり、ニュース

レターやリーフレットを作成したり、また、ドキュメンタリーのビデオを撮った

りというのが主な業務である。 
2. Sultan Mer’ae 氏：収集サービス全般に関する管理（メンテナンスの確認と記録、収

集車両の運行の確認と記録）、処分場の監理等、技術部門の監督全般を行っている。 
3. Wadee Abu-Helal 氏：ハムラチェックポイントから先の北部・中部セクションの収

集サービス全般に関する管理を行っている。JSC for Mid Jordan Valley という別の

JCS の civil engineer でもある。この JSC for Mid Jordan Valley には 10 の自治体が参

加しているが、これらの地域で実施されているインフラ整備の監督を行っている。

JCspd JJRRV に関して言えば、担当地域に収集車両が一台しかないことが懸案であ

る。 
4. Manal 女史：現在、労務管理と会計を行っている。上司にあたる Ahmed Shahada

氏が療養中のため、会計も担当することになった。 
� JCspd JJRRV による収集サービスの進捗と今後の展望 

1. Marwan Samarat 氏：プロジェクトが始まって 1.5 年。サービスが始まったのが 2007
年の 1 月から。現段階で今後の展望を語るのは難しい。当該地域の地方自治体は

弱小であるし、また、人々の意識は一朝一夕には変わらない。一歩一歩進んでい

くしかない。 
2. Sultan Mer’ae 氏：既に多くのことを達成したと実感している。実際に不法投棄は減

少しているし、処分場の改善も行われた。処分場での野焼きもなくなっている。 
3. Wadee Abu-Helal 氏：スケジュールに沿った定期的な収集を開始し、収集したゴミ

は、以前利用していた衛生状況の悪い処分場への持ち込みをやめ、Tubas 処分場へ

運んでいる。スピーカーをつけたベル収集を試したが、チェックポイント等あり、

状況に適さないため、現在は行っていない。 
4. Manal 女史：確かに、多くの成果を出してきたといえるが、経済的な自立がなけれ

ば今後はない。JCspd JJRRV の財務状況は、非常に厳しい。各自治体の財政基盤が

脆弱であることに加え、料金徴収のための効率的なシステムが存在しないのも原

因のひとつである。 
� プロジェクトを通して学んだこと・得た知識等 

1. Marwan Samarat 氏：プロジェクトを通して、チームワークの重要性を学んだ。自

分の仕事は、JCspd JJRRV を売り込むことであるが、その際には、ほかのセクショ

ンが何をしているか知る必要があり、協力しないといけない。 
2. Sultan Mer’ae 氏：ジェリコ市以外の市では、システムと呼べるような廃棄物管理は

行われていなかった。現在は、14 の自治体に廃棄物管理システムが導入されてお

り、これらの地域で定期収集が行われている。各ドライバーが特定の車両を運転・

管理している。また、Time & Motion Survey やゴミ量・ゴミ質調査も実施し、状況

も客観的に把握できた。これらのことは、本邦研修でも学んだことで、プロジェ

クトを通して、実施できているといえる。 
3. Wadee Abu-Helal 氏：すべてが新しく得た知識・経験である。以前は、civil engineer

であり、廃棄物管理の知識は全くなかった。本邦研修、専門家から学ぶことを、
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実際に日常業務に反映させながら業務を行っている。 
5. Manal 女史：以前ジェリコ市に勤務していた時には、会計担当ではなかった。会計

業務自体、新しく得た知識である。現在は、暫定的にエクセルシート上で計算し

ているが、今後は新しい財務会計ソフトを導入する予定で、その知識も増えるこ

とになる。 
� その他 

1. Sultan Mer’ae 氏：収集サービス全般に関する管理・監督をしている立場からすれば、

収集車両の老朽化と不足は、大きな懸案である。メンテナンスに費用も時間もか

かる。予備の車両もないという状況では、何かあった場合に、完全に収集が止ま

ってしまう。もう、一点の懸念は、監理監督をする手段（交通手段と通信手段）

が全くないという点である。 
 

 
訪問先： JCspd JJRRV P 理事長（兼ジェリコ市長 ） 
日時：  6 月 6 日（水） 10:00～11:00 
面談者： (JCspd JJRRV President cum the Mayor of Jericho Municipality) Mr. Hassan Saleh 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� 当該プロジェクトに対する意見 

1. 最終処分場改善は、非常に役立っている。しかしながら、住宅街から 500m 程度し

か離れておらず、規模も小さい。近い将来、より大規模な本格的な処分場が必要

となる。300 ドナム程度の土地を C 地区に確保すべく交渉中であり、更なる日本の

支援を期待している。 
2. 収集運搬システムに関しては、以前よりよくなっていると理解している。特にジ

ェリコ市以外もジェリコ市と同程度のサービスを得ているということであり、い

いことである。しかしながら、廃棄物の問題が、当該地域で一番の問題であると

いうわけではない。農業地帯であり、ジェリコ市中心部を除いて、廃棄物量はそ

れほど多くない。 
3. 収集運搬地域も広がっており、プロジェクトの達成度は 70％と考える。たしかに、

財政基盤の脆弱性は問題視されてきているが、パレスチナの政治・経済状況を考

えれば、ジェリコ市でさえ、分担金やサービス料を全額支払うことは容易ではな

い。 
4. ジェリコ市の２次収集は JCspd JJRRV が行っているが、１次収集は依然としてジェ

リコ市が行っている。ジェリコ市は JCspd JJRRV に職員を出向させているが、その

ことが、ジェリコ市の負担になっているということはなく、１次収集は以前同様

定期的に実施できているとのことであった。 
� その他の意見 

1. 当該地域では、JICA のプレゼンスが非常に高い。他のドナーに、プロジェクトの

申請をしようとしても、「ジェリコには日本がいるだろう」といわれてしまう。も

う少し、実質的な、大規模な事業を実施してもらいたい。 
2. 収集車両供与に関しても、当初はジェリコ市だけを対象としていたはずが、現在

では、4 governarate を対象にしている。日本政府は、まず、当該地域に、すべての

リソースを戦略的に投入してほしい。 
 
 
訪問先： JCspd JJRRV AB メンバー／Head of Al-New’meh  
日時：  6 月 6 日（水） 12:00～13:00 
面談者： (JCspd JJRRV AB メンバー) Mr. Ghalen Awata, Head of Al-New’meh 
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調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� JCspd JJRRV の運営に関して 

1. 傘下の 17 自治体のひとつとして、JCspd JJRRV に参加。AB メンバーでもある。 
2. AB ミーティングでは、財政面、組織運営面に係る重要事項を話し合い、決定する。

その後、GB ミーティングにかけ、承認を得たのち、住民に届くサービスとなる。

例えば、AB ミーティングでは、各自治体の財政能力に関する情報の共有や１家族

当たりのサービス料の設定などが行われてきている。現在は、支払いをしない自

治体へのサービスを止める”No Payment No Service”というやり方についての議論

が行われている。 
3. AB メンバーでない自治体とは、GB ミーティング以外でも議論をしている。問題

や反対意見等は、GB ミーティングがなくとも、JCspd JJRRV に寄せられている。

例えば、支払いをしていない自治体がサービスを受けることには、当初から、一

部の自治体から強い反対が出されていた。 
� JCspd JJRRV のサービスに関して 

1. （ここは、以前から自治体による一定の収集サービスのあった 3 自治体のひとつ

であるため、以前のサービスと現在の JCspd JJRRV によるサービスの違いについて

質問をした。）以前は、一応 1 週間に 1 度の収集を行っていたが、何かあるとすぐ

にとまっていた。現在は、1 週間に 2 度、定期的な収集が行われている。 
2. この変化については、85％程度の住民が、認識していると思われる。以前、ゴミ

の多い時には、バレルの周りにゴミがあふれていたが、収集回数の増えた今、そ

のような状況をみることはなくなった。 
3. 以前から一定の収集サービスのあった自治体は 3 自治体のみであり、それ以外の

自治体にとっては全く新しいサービスであるため、ゴミ収集サービスの重要性を

理解していないところも多いのではないか。自治体の長自身がメリットや重要性

を正しく理解するのにも時間がかかる。 
4. それに加え、地域の特性に特有の理由等もあると思われる。現在、Bardalah、Froosh 

Beit Dajan と Al-Jiftlik に関しては、サービス料を一度も支払っていないため、サー

ビスを提供していない。Froosh Beit Dajanに関しては、必要ないということである。

全住民の総意かどうかは分からないものの、地域によってはニーズの低いところ

もあると思われる。 
5. 今後も、住民教育は必要である。サービス料を支払うことが協力の形であること

を理解すべきである。また、これが、JCspd JJRRV の財政的自立発展性を高める。 
6. 地域の環境は改善し、JCspd JJRRV によるサービスにはおおむね満足している。一

点、ジェリコの処分場ではなく、Tovlan の処分場の利用を考えるべきと思ってい

る。イスラエル側の管理する処分場であるうえ、処理費用がかかるとはいえ、新

しく処分場を拡張したり、造ったりすることの環境負荷のことを考えれば、既存

のものを使うべきである。 
� その他 

1. 2 年前までは、Jericho Governarate に属する自治体の長の集まる月例会議があった

が、現在はそのような集まりはない。当時も、出席率が高くなかった。 
2. この地域で行われている他のプロジェクトとしては、NGO による学校の増築と、

USAID による飲料水プロジェクトがある。USAID の飲料水プロジェクトに関して

は、financial contribution が前提条件となっている。 
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訪問先： Ministry of Health 
日時：  6 月 9 日（土） 10:00～13:00 
面談者： (JCC メンバー) Mr. Mohmond H. A. Othman, Manager of Waste Disposal Unit, MOH 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� Waste Disposal Unit の役割 

1. Medical waste、liquid waste、solid waste の各種廃棄物の管理は、公衆衛生にも大き

な影響を及ぼすため、その意味では、監督責任がある。加えて、医療廃棄物に関

しては、その処理方法に関しても、指導・監督を行う。 
2. 現在、UNDP と日本の資金援助により、ラマラ地域で医療廃棄物プロジェクトが行

われている。Waste Disposal Unit は、そのプロジェクトの C/P でもある。このプロ

ジェクトでは、ラマラ病院とラマラ市役所を対象にプロジェクトが実施されてお

り、300 床規模のラマラ病院においては、分別、適正処理の改善が、ラマラ市役所

においては、収集と運搬の改善が図られている。処理方法としては、焼却ではな

く、autocraving を推進しており、ラマラ病院の場合は、650L の autocrave での適正

処理が行われている。 
3. ジェリコ市には JICA の廃棄物プロジェクトがあるというとで、MOH の「優先的

に autocrave を整備するべき都市リスト」には入っていない。これは、廃棄物処理

の計画案として、文章にまとめられている（この点に関しては、JJRRV 地域を対

象とした JICA の廃棄物技プロのスコープに医療廃棄物が入っていない旨、当方よ

り説明済）。 
� 本邦研修に関して 

1. 新ジェリコ病院からは Mustafa 氏が参加したと聞いているが、MOH としては、よ

り影響力の強いシニアな人材を研修に行かせるべきであったと考えている。 
� その他 

1. JCC のメンバーでありながら、毎回出席しないのはなぜかという問いに対しては、

JCC 会議の案内と招待状が届いていないことがよくあるとの回答があった。省庁間

のコミュニケーション（通信手段の不備も含め）が不十分な様子である。 
2. プロジェクトからの依頼を受け、Mohmond H. A. Othman 氏は、2006 年 12 月 20 日

に行われた“Seminar on Solid Waste Survey Result”においては、医療廃棄物の現状に

ついてのプレゼンを行っている。しかし、対象者が彼が想定していた人たちとは

違うとのこと（医療廃棄物の現状をよく知っている UNDP 関係者の前で、基礎情

報をプレゼンする形になったとのこと）であった。MOH 主催の地域の医療従事者

を対象としたプレゼンの機会がほとんどないこともあり、先述セミナーを、JJRRV
地域の医療従事者を対象にしたプレゼンの機会にしたいと思っていたので、残念

であったとのことである。 
 
 
訪問先： Jericho Municipality 
日時：  6 月 10 日（日） 10:00～11:00 
面談者： (ジェリコ市職員) Mr. Mohammad Hidar、Head of Transportation and Maintenance 
Department; Mr. Ismail Safe, Head of Maintenance Section 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� メンテナンス部門の役割 

1. ジェリコ市が所有していた6台の収集車両はすべて JCspd JJRRVに移管しているの

で、そのメンテナンスを引き続き行っている。ブルドーザーに関しては、時間当

たり 150NIS で、1 日 2 時間貸し出している。ブルドーザーも移管されることにな
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っているという話は聞いたことがない。これら、JCspd JJRRV 関連のメンテナンス

は、特別の log book に記載をし、毎月コストを出して JCspd JJRRV に伝えている（ジ

ェリコ市はこのコストを、ジェリコ市が支払うべきサービス料の一部とみなして

いるため、実際の金銭の授受はなし）。 
2. 現在メンテナンスを行っている車両の数は、37 台である。これは、JCspd JJRRV に

移管した 6 台とプロジェクトで修理をしたため利用可能となった 3 台を含む。 
3. メンテナンスセクションの抱える問題として、以下が述べられた。 

i. プロジェクトを通して、メンテナンス機材が供与され、毎日利用している。

一方で、供与機材のなかに lifter がなかったため、lifter なしの作業が続い

ている（プロジェクト予算では購入できない金額だった模様）。 
ii. 老朽化した車両が多く、メンテナンスの頻度が多いため、業務量が多くな

っている。しかしながら、ゴミ収集サービスの特性を考えて、ゴミ収集車

両のメンテナンスを優先している。 
iii. 老朽化した車両が多く、スペアパーツの購入に時間がかかる（代替品を探

すのに時間がかかる）。 
iv. メンテナンス対象の車両が、日産、ボルボ、ベンツ、いすゞと多岐に渡っ

ているが、どれもマニュアルがなく、メンテナンスに時間がかかる。 
� JCspd JJRRV に関する意見 

1. JCspd JJRRV はいまだに非常に脆弱な機関であり、2 次収集を行うことで精一杯の

状況である。1 次収集を移管するのかどうか、汚水処理を移管するのかどうか、本

来は、その部分も検討する必要があるが、しばらくは無理だと思われる。 
2. UNDP 経由の機材調達に関しては、業者との納入に向けての話し合いの際には、ジ

ェリコ市役所のメンテナンス部門も参加すべきと考えている。契約の一部として

業者が提供するメンテナンスサービスの内容等に関しては、ジェリコ市メンテナ

ンス部門が精査すべきである。 
 
 
訪問先： Jericho Municipality 
日時：  6 月 10 日（日） 11:30～12:30 
面談者： (ジェリコ市職員) Mr. Gazi Ayyad, Director of General Service Department 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� JCspd JJRRV に対する意見 

1. 2007 年 1 月のサービス開始以来よくやっていると思うが、更なる改善も必要であ

る。そのためには、まず、収集車両をそろえることが重要であろう。 
2. ジェリコ市は以前同様 1 次収集を続けており、2 次収集のみを JCspd JJRRV に移管

しているが、移管後も、市民からの苦情等はほとんどないため、二次収集の移管

は円滑に行われたものと考えている。 
3. 一次収集も JCspd JJRRV に移管するのかどうか、また、汚水はどうするのか等、今

後のジェリコ市と JCspd JJRRV の役割分担で不明な点は多い。 
� ジェリコ市の清掃事業 

1. ジェリコ市の 1 次収集に関しては、supervisor を含む 33 人の清掃労働者が 1 次収集

に従事している。市の中心部に関しては、毎日収集を行っており、1 日当たり 6.5
時間程度の業務を行っている。 

2. コンテナーの数が少なく、住民とコンテナーの距離が離れすぎている。結局、house 
to house collection をしている地域も多い。今後は、コンテナーを増やして、住民に

コンテナーまでもってきてもらうという方法に変えていければと思っている。 
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� その他 
1. 1 次収集部門の責任者であった Jabbar 氏など経験者が出向という形で JCspd JJRRV 

に移ってしまっているが、ジェリコ市の 1 次収集に負の影響はないかと質問した

ところ、次のような回答があった。Jabbar 氏の代わりに Odde 氏が 1 次収集の監督

を行っている。後任者を確保したことに加えて、ジェリコ市ではシステム・やり

方ができあがっていたので、特に問題はないとのこと。また、ジェリコ市には十

分職員がいるとのことであった。 
2. JCspd JJRRV の出向期間をいつまで延長できるかという質問に対しては、市長とそ

の他 14 名の市議の決めることであるとの回答があった。 
 
 

訪問先： JCspd JJRRV 現場スタッフ 
日時：  6 月 10 日（日） 12:30～2:00 
面談者： (JCspd JJRRV 現場スタッフ) Mr. Waleed Moghrabi, supervisor; Mr. Ibrahim Jermi, 
driver; Mr. Ja’far Ali Irrmailih, worker; Mr. Na’el Abu Sa’da, worker; Mr. Ibrahim Judeh, driver; Mr. 
Ahmad Aldehini, driver; Mr. Salim Ghroof, worker; Mr. Mohammad Ali, driver; Mr. Naser 
Irmeleiah, driver; Mr. Khalid Husein, worker; Mr. Naser Alrjoob, driver 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� 各自の役割と日常業務における課題 

1. Waleed Moghrabi 氏：JCspd JJRRV のテクニカルセクションの全体を supervise して

いる。（Sultan 氏のすぐ下のポジション）コンテナーの交換状況、収集車両の運行

状況、現場スタッフの出欠確認等、すべてを監督しなければならず、プレッシャ

ーも多い。日常業務における課題としては、収集車両が老朽化しているため、メ

ンテナンスに時間とコストのかかる点である。収集車両の運行計画に影響を及ぼ

すため、大きな悩みである。 
2. Ibrahim Jermi 氏：ドライバーである。日常業務における課題は、チェックポイント

の存在である。許可証がないと通れないため、JCspd JJRRV 事務所に許可証の取得

を依頼しているが、まだ取れていない様子である。また、メンテナンスについて

は、ジェリコ市のワークショップが遠いため、通常のメンテナンスは Tubas 近郊に

ある民間のワークショップに委託している。修理が必要なときのみジェリコ市ワ

ークショップに運ぶようにしているが、どちらにせよ、メンテナンスには時間が

かかる。 
3. Ja’far Ali Irrmailih 氏：清掃労働者である。特に、日常業務における問題はない。大

変な仕事であるが、仕事とはそういうものと思っている。 
4. Na’el Abu Sa’da 氏：清掃労働者である。問題は、担当地域（北部地域）において、

コンテナーが不足している点である。住民は、プラスチックバッグにゴミをいれ

て出していることも多いが、バックが弱いため、やぶれて、ゴミの飛散につなが

っている。 
5. Ibrahim Judeh 氏：ドライバーである。1 日に 15 のコンテナ（8m3 と 12m3）からゴ

ミを収集し、処分場には 1 日 4 回収集ゴミを運び込んでいる。ワーカーがいない

ときもあるので、コンテナー周辺の掃除からコンテナー内に残っているゴミのか

きだしまで、自分で行うこともある。問題は、ドライバーも労働者も、予備人員

が少なく（ドライバー1 名、労働者 1 名）、休みもなかなか取れない点にある。加

えて、車両の老朽化も問題である。15 年以上前に供与された車両を使っているた

め、不具合も多い。 
6. Ahmad Aldehini 氏：ドライバーである。車両の老朽化が進んでおり、メンテナンス

に時間がかかる。現在は、窓にガラスの入っていない車両を運転しており、土の
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乾燥している当該地域では土埃のため、のどを痛めている。 
7. Salim Ghroof 氏：清掃労働者である。労働者の数が少なく、1 人当たりの負荷が大

きく大変な仕事である。また、埃やゴミの吸引を防ぐ業務用マスクなどがあれば

助かる。 
8. Mohammad Ali 氏：ドライバーである。1 日に 13、14 のコンテナーからゴミを収集

している。ドライバーや労働者の数が少ないことが問題である。コンテナーの内

部や周りを清掃するためにも、労働者を増やすべきである。また、コンテナーの

老朽化もはげしく、鉄が腐食し穴の開いているものもある。これらのコンテナー

の周りは汚くなりがちという悪循環の状況にある。車両が古いため、メンテナン

スや修理に時間のかかることも問題である。例えば、1 つのスペアパーツを購入す

るのに 8 ヵ月かかったこともある。メンテナンス・ワークショップの能力強化よ

り、新しく車両を購入することが急務と思う。 
9. Naser Irmeleiah 氏：ドライバーである。様々な課題があるが、そのひとつは、コン

テナーの不足である。また、既存のコンテナーも修理が必要な状態である。Al-Ojah
では、コンテナーの不足から 200kg のバレルを多用しているが、ゴミ回収が大変

であるためコンテナー方式に戻してもらいたいが、そのためにはコンテナーが必

要である。 
10. Mr. Khalid Husein 氏：Night shift で勤務している労働者である。1 台の車両に 2 名

の労働者で夜間回収を行っている。コンテナーの底、コロ（車輪部）の老朽化が

激しく、回収が大変である。夜間収集中に故障したら大変なことになるため、車

両の定期メンテナンスが重要。また、トーチライトをリクエストしたが、あれば

業務が行いやすいと考えている。 
11. Naser Alrjoob 氏：ドライバーである。収集車両の老朽化、ドライバーの予備要員が

いないことが問題である。加えて、ゴミ投棄する際の土埃を緩和するため、ジェ

リコ処分場の地ならしを行う必要がある。 
� その他 

1. JCspd JJRRV には職員が少ないため、ジェリコ市時代の業務と今の業務を比べると

今のほうが、仕事がきつい。休みが取りづらい。 
2. ジェリコ市のときより、より組織的に、システムにそって、収集・運搬を行うよ

うになった。業務記録もジェリコ市のときよりしっかり取っている。 
3. ジェリコ処分場に水場を造ってほしい。そこで、コンテナー等を水洗いできれば、

清潔に保て、長持ちさせることができるのではないか。 
4. 現在はジェリコ市からの出向であるが、今後、JCspd JJRRV の職員となってしまう

のか不安である。ジェリコ市の職員であれば年金等ももらえるが、JCspd JJRRV は

新しい機関であり年金等の制度が不透明であるため、心配している。 
 
 
訪問先： New Jericho Hospital 
日時：  6 月 11 日（月） 09:30～10:30 
面談者： Mr. Mustafa Alhmidat, Biomedical engineer at New Jericho Hospital 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� 業務内容 

1. New Jericho Hospital は 55 床の病院であり、現在、新しい医療器材のメンテナンス

やメンテナンス機材の購入を担当している。以前は、エルサレムの病院でボラン

ティアをしていたが、2003 年の 8 月よりこの病院に勤めている。 
2. 当該病院に医療廃棄物処理の担当者はいない。燃料費が工面できていたときには、

ボランティアベースで焼却炉の運転を担当していた。 
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3. 現在は、燃料費が工面できず焼却炉は使っていない。職員の給与さえ支払われて

いない状況である。実際、Mustafa 氏も今年に入って以降、給与を受け取っていな

いとのこと。 
4. 病院内の廃棄物は、3 つの種類に分別されている。ナイロンバック、ダンボール製

ゴミ箱とプラスチック製ゴミ箱の 3 種である。これらは、MOH から配布されてい

るものである。いわゆる医療廃棄物は、ダンボール製のゴミ箱、プラスチック製

のゴミ箱に捨てられており、これらを焼却すべきであるが、現在は、すべてを病

院内に設置してあるジェリコ市所有のコンテナーに捨てている。これをジェリコ

市が定期的に回収し、ジェリコ処分場に廃棄している。 
� 本邦研修に関して 

1. 本邦研修において多くの日本の施設を見学できたことは勉強になった。しかしな

がら、元来、廃棄物が担当ではなく廃棄物全般の基礎知識がなかったうえ、廃棄

物のなかでも医療分野のことを中心に知りたいと思っていたため、ニーズとのず

れを感じた。パレスチナにおいては、MOH から研修を受けるといった機会はない

ため、それでもいい機会であったことは確かである。 
2. 学んだことの一例としては、焼却の際の温度の設定が、ダイオキシン発生等とも

関連するため重要であるということがあげられる。これは、焼却炉を運転される

際には、気をつけるべきことと考えている。 
 
 
訪問先： Jericho Governarate 
日時：  6 月 11 日（月） 11:00～12:30 
面談者： Mr. Mohammad Njoom, Director of Jericho Government, MoLG; Ms. Salam Erekat, 
JICA project coordinator, Jericho Governarate 
調査団： 大石 （専門家チーム）阿部、通訳 Mr. James Abed Rabhs 
面談内容： 
� 業務内容 

1. 当該地域の LGUs の財務状況を把握し、必要に応じて支援を行うことが主な業務で

ある。Jericho Governarate には、8 の自治体がある。加えて複数の joint council があ

り、これらも支援対象となる。複数の joint council は以下の通りである。多くの joint 
council において活動は停滞気味である。 

i. Mid JRV Joint Council 
ii. Southern JRV Joint Council  
iii. Moroj Joint Council 
iv. Al-Jiftlik and Al-Froosh Joint Council 
v. Northern JRV Joint Council 
vi. JCspd JJRRV 

2. また、regional committee for planning and builidng という Jericho Governarate の委員

会の長もしている。これには、Jericho Governarate にあるすべての中央政府出先機

関が参加している。この機関を通して、弱小自治体が建設許可(building permission)
を発行する際の支援をしようとしている。 

� 本邦研修に関して 
1. 日本に行って、まず、非常に清潔であり、公共秩序のレベルの高いことに感銘を

受けた。 
2. 廃棄物を担当しているわけではないため、技術的な講義の一部は理解するのに苦

労した。しかしながら、自治体の強化が公共サービスの提供において、何よりも

重要なこと、そして、自治体と住民がお互い協力しあう必要があるという点を学

んだため、その点を今後の業務に生かして生きたい。住民教育についても、学ぶ

ことができた。 
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� その他 
1. 当該地域で行われている JICA プロジェクトは、同じ自治体を対象としているもの

が多い。それらの自治体で何が行われているか、把握する必要があり、より緊密

に連絡を取ってもらえると助かるとのことであった。どの自治体がどのようなプ

ロジェクトを行っているか、把握できていない状況である。 
2. また、正直なところ、JCspd JJRRV サービス開始後も、大きな改善を感じていない。

ジェリコ市においては、収集車両や、収集頻度、コンテナーなども以前と同じで

あるためである。今後は、より分かりやすい改善を期待したい。 
 

訪問先： 地方自治庁広域行政計画・開発カウンシル（JCspd）局長  

日時： 6 月 12 日（火） 10:30～ 

面談者：Mr. Kamel Hameid, DJCspd, MoLG 

    Mr. Mousa H.A Shaer, Director General of water supply & sewage authority,  

MoLG-Bethlehem   

Ms. Wijdan Shareef, MoLG 

調査団： 吉田、田村、大石、（事務所）酒本、水谷、（専門家チーム）阿部 

面談内容： 

� UNDP 経由無償資金協力機材 

1. 事務所より、大臣が UNDP との合意文書に署名を行っていない状況について説明を求

めた。 
2. Kamel 局長より、理由として、合意文書案のなかに「MoLG と UNDP の間で“conflict”

がある場合は、UNDP が決定する」との表現があり、この点を問題視している旨説明

があった。また、これまで MoLG が technical committee の設置、機材の仕様の検討

を進めてきたのに、UNDP は何も行っていないとの見解が示され、「双方合意の下決定

する」との表現にしてほしいとの希望が述べられた。（大臣が署名を行わない背景とし

て、既に入札を終え業者も決まったが、予算が超過したため供与機材の台数の見直し

を行ったこともある模様） 
3. また、選定された業者による、アフターケア体制に疑念もあり、今回の調達についての

レビューを行う時間がほしいとのことであった。 
� 中間評価のスケジュール確認 

1. 16 日に日本側の作成したドラフトをパレスチナ側に送付し、19 日に JCC で協議を行い

20 日に署名を行うというスケジュールを確認。 

� Kamel 局長が考えるプロジェクト及び JCspd/JSC の課題。 

以下のとおり説明があった。 

1. JSC（JCspd ではなく、Kamel 氏は一貫して JSC という表現を使用）職員の身分。専従

ではなくジェリコ市からの出向等が多く、身分が不安定。 

2. 運営経費の捻出。ジェリコより経済状況のよいラマラでも GTZ の支援により JSC を立

ち上げようとしているが、苦労している。 

3. JSC を支援する local expert の確保も課題。プロジェクト活動は技術的な面での支援

も必要であるが、JCC 参加者は廃棄物管理の専門ではない。ジェニンでは世界銀行の支

援があり、専従の技術者を雇用しているためうまくいっている。 

4. JCCはよく機能しているが、年2回では不十分であり、回数を増加することが望ましい。

現地レベルでの活動についての情報が入ってこない。また、JCC メンバーの異動、交通

手段の確保が困難であることより、毎回同じメンバーが出席できないことも問題。 

� 他地域における JCspd/JSC の状況（注：以下ジェリコ JSC といっているのは JCspd JJRRV

のこと） 

1. JSC の立ち上げには、技術面、財務面での強化が鍵。ジェリコは技術面では成功してい

るが、財務面が課題であり、支援が必要。 
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2. ジェリコの経験を踏まえ、ジェニン、ヘブロン、ラマラに助言を行っている。また、ジ

ェリコはパイロットプロジェクトであり、本プロジェクトの JCC への参加を促してい

る。 
3. 1 県に１つの廃棄物 JSC を立ち上げることを目標にしている。ジェリコ JCS が成功し

たらこれをモデルにしたい。 
4. 全 16 県のうち、これまで 9 県での新規立ち上げに成功している〔西岸地域：7 県（ジェ

リコ、ジェニン、トゥカレム、サフィート、ヘブロン、ラマラ（GTZ の支援）、ナブル

ス、ガザ：2 県〕。 
5. トゥバス県から 3 つの自治体、ナブルス県から 6 つの自治体がジェリコ JCspd のサー

ビスを受けているが、両県にはもっと多くの自治体があるので、両県での JSC 立ち上

げには影響はないと考えている。 
6. 他方、実際問題として既に既存の県レベルよりは小さい規模の廃棄物 JSC（30 以上）

が活動を行っているので、規模、対象とする自治体、JSC の機能（planning & 
development を含めるかは、JSC 次第）等今後の方向性については、PNA として一律

にある形を指示するというのではなく、各地の実情に応じて決まっていくものだと思

っている。重要なのは、共同で考え、共同で働き、共同でサービスを実施することを

学習していくことである。 
� National Commitee 

1. 廃棄物の National Commiitee をこれから強化（2005 年 11 月から存在していたがほと

んど活動を行ってなかった）する予定であり、GTZ が支援する予定。支援内容として

は、①国家廃棄物管理計画の策定、②廃棄物分野の CD（研修実施、教材作成等）、ラ

マラ等 3 ヵ所での処分場の整備等。本 committee は Kamel 局長が中心となっていく予

定。 
2. ジェリコ JSC の経験等もこの国家計画の策定の際に盛り込んで行きたい。 
3. 全体会合はまだ行っていないが、EQA、民間、国家計画庁と会合をもった。今後ドナー

との会合、関係省庁・民間セクターとの会合をもちたい。 
4. 本プロジェクトの JCC は national committee のアイデアに近く、成功させたい。プロ

ジェクト目標 2 にも関連してくる。 
� プロジェクトで実施している本邦研修 

1. 研修は必要であるが、どのようなベネフィットを受けたのか情報がない。当局がともに

廃棄物行政の分野で働く人物を人選しているが、研修受講後、関係業務から離れてし

まった例が多いのも問題。 
2. 現在の研修はエンジニア向けとの印象をもっており、今後は、マネジメント、意識啓発、

機材管理等、研修項目を絞ったほうがよいかもしれない。 
� 今後について 

1. JSC の活性化、②本プロジェクトの JCC の経験共有についての機能強化、③経験に基

づいた廃棄物管理の進展がポイントであると考えている。 
 

訪問先： JCspd 理事長／ジェリコ市長  

日時： 6 月 12 日（火） 19:00～ 

面談者：Mr. Hasan Saleh, President of JCspd/Mayor of Jericho 

調査団： 吉田、田村、大石、（事務所）Makky、（専門家チーム）阿部、石井 

面談内容： 

� 調査団より、JCspd JJRRV による収集サービス開始について評価の意を示した。 

� 市長の考えるプロジェクト及びその周辺の課題 

1. 経済、政治状況の悪化が JCspd JJRRV だけではなく地域社会にも影響を及ぼしている。 
2. 住民がサービスに対し支払う意思をなかなかもつことができない。 
3. 北部地域では廃棄物をコンポスト化する等の工夫をしており、廃棄物収集についてのニ
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ーズがないと思われる。 
4. ゴミ量の調査を実施したが、ジェリコ市の住民は 3 万 3,000～4 万人とされていても、

実際には週末にラマラやベツレヘムからの滞在、1 万人以上の治安関係者、学校関係者

（西岸の学校がジェリコに研修に？来ることになっている模様）の往来があり、ゴミ

量算出の基礎となる人口はもっと多いものと思われる。 
5. JICA／日本はジェリコ以外のほかの地域にも支援しているが、ジェリコは JICA／日本

の支援があることを理由に他ドナーの支援が得られない(JICA の支援が「decrease the 
possibility for us」)。UNDP 経由の無償資金協力機材についても、すべてがジェリコ

にくるわけではない。 
6. プロジェクトが JCspd JJRRV や自治体等、パレスチナ側の組織を通じてでなく、住民

に対し直接コミュニケーションをとることがあった点が問題。 
7. 困難な状況のなかプロジェクトは全体として成功しているとみているが（60％程度）、

問題は今後発生してくるものと予想している。ジェリコは清潔な町として認識されて

おり、ネガティブなインパクトはみられない。廃棄物セクターでの労働についてイメ

ージが向上した。 
� 市長の考える JCspd JJRRV の課題 

1. 収集料金の徴収。本日の JCspd JJRRV 理事会でも話したが、支払いがなかなか得られ

ない。サービスの停止も検討が必要。 
2. JCspd JJRRV の財務面での強化。 
� 市長の発言に対して、調査団及びより下記のとおりコメント。 

1. UNDP 経由無償資金協力機材については、ジェリコ市からの情報、機材の妥当性を踏ま

え検討し、効果や予算状況を鑑み他都市への供与も検討した。調査団訪問時にパレス

チナ側と協議のうえ最終的な要請機材を決定している。供与された機材が適切に使用、

管理されるよう CD を行っていくことが重要。 
� 今後の活動についての市長のコメント 

1. JCspd JJRRV が今後自分たちで活動を継続できるよう、活動の文書化が必要。すべて

の活動は（プロジェクトが独自に行うのではなく）JCspd JJRRV を通じて行うべきで

ある。 
2. 住民がより廃棄物管理に関与すべきである。 
3. 本プロジェクトがJJRRV全体のプログラムのひとつであるということは認識している。 

 

訪問先： JICA 事務所（ジェリコ） 

日時： 6 月 13 日（水） 8:30～ 

面談者：Mr. Abdul Nasser Makky（本来は地方自治庁 DJCspd 局勤務） 

調査団： 吉田、田村、大石 

面談内容： 

以下の事項を聴取した。 

� 同氏のプロジェクトへの関与。 

1. 本プロジェクトには立ち上げ時より関与しており、モニタリング、日本側とパレスチナ

側との仲介といった業務を行っている。 

 

� 本プロジェクトの課題、提言。 

1. 技術的な CD については、無償機材等によって目に見える変化がなければ、関係者、住

民の理解を得るのは難しいと思う。それでも、本プロジェクトの実施によって、廃棄

物事業に対して人々の意識の変化が見受けられると評価している。 

2. ジェリコ市長が JCspd JJRRV の中で最重要人物であり、十分な巻き込みを図るべき。徐々

に無償と技術協力の違いやプロジェクトに対する理解を深めてもらうしかない。また、

ジェリコ県の知事には以前はよく関係者が訪問していたが、最近は情報伝達が不足気
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味であるように感じる。また、もう少し政策決定者レベルでの関係者の巻き込みも強

化したほうがよいと思う。 

3. DJCspd の Kamel 局長が現場に来る機会が少ない点が問題。市長との間でももっとコミュ

ニケーションをもつべきである。地方自治庁のジェリコ支所（地方自治庁は 14 ヵ所の

支所をもっている）も同様であり、現場で何が起こっているかについての理解が不十

分だと思われる。 

4. JCspd JJRRV の職員の大半が出向であるので、将来的には独立して人員が確保できるよ

うになることが望ましい。財務面でも、サービス料金の収集やその他収入源の確保に

より、独立性が確保できれば望ましい。持続性の確保のためには、この 2 点の強化が

必要。 

5. JICA プロジェクトに関し、各プロジェクトのチーフアドバイザーが定期的に会合を行い、

情報交換すると有益であると思われる。 

 

訪問先： JCspd JJRRV 

日時： 6 月 13 日（水） 10:30～ 

面談者：阿部浩チーフアドバイザー 

調査団： 吉田、田村、大石 

面談内容： 

以下の事項を聴取した。 

� プロジェクトの実績、課題 

1. プロジェクト開始以降の最大の成果としては、廃棄物収集事業が開始されたことと、処

分場の改善事業が行われたこと。 

2. 県知事には何度か会ったが、手足となって動く人物がおらず、実際的に関与してもらう

のは困難との印象をもっている。JCC には何度か呼んでいる。地方自治庁のジェリコ支

所の関与については、上から見た立場に立って命令する傾向がある等難しい面があり、

現在はバイパスされており疎外感を感じているかもしれない。（→調査団から、もう少

し既存の組織に配慮するよう依頼） 

3. 移動の制限がプロジェクト運営上の支障になっており、Kamel 局長がジェリコにこれな

かったり、C/P がラマラにいけないことがあった。 

4. ジェリコ市には橋の通行料等の収入源があり、職員には給与は支払われている。ベツレ

ヘム等他の都市では時々支払われていない。今後農業廃棄物を集めて販売してみよう

と考えており、少しでも JCspd JJRRV の収入増につながればと考えている。 

 

訪問先： JCspd JJRRV 

日時： 6 月 13 日（水） 11:30～ 

面談者：石井明男専門家（組織整備・行政担当） 

調査団： 吉田、田村、大石 

面談内容： 

以下の事項を聴取した。 

� グッドプラクティス 

1. Basic Plan の作成により、日本人専門家の能力をパレスチナ側に示すことができ、信頼

関係の構築にも役立った。Basic Plan は参加型で現地で議論をして一から作り上げる

のではなく、日本で素案をつくっていって、これを丁寧に説明した。微妙な話はあと

で、現地で C/P と決めるようにした。Basic Plan は、現在では当初の 1,000 部に加え、

追加でもう 1,000 部印刷したが、ほとんど在庫がきれており、C/P が説明に活用してい

る状況がうかがえる。なお、Basic Plan は骨格の部分のみ記載しており、修正の必要

がない。具体的な部分は年間計画策定の際に反映するようにしている。 

2. 清掃労働者や運転手の会合に市長を招待するなどして、ワーカーレベルのモチベーショ
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ンの向上に配慮した。 

3. CD 支援の過程を通じて清掃事業の基本姿勢（ゴミ量に負けない。住民からの疑問や反対

に正面から向き合い、きちっと対応する）を伝授した。現在、分担金、収集サービス

料金の未払いが問題となっているが、安易にやめてはいけないと話している。 

4. これまでは C/P には技術者の配置がなかったが、処分場改善のパイロット・プロジェク

トを通じ、C/P は初めて埋立地の設計についての必要性を理解した。現在では技術者の

配置がなされ、C/P 全体としてのレベルが向上した。 

5. 対象住民が 5 万人と小規模であったため、しらみつぶしに住民向けの広報を行い環境へ

の理解を深めた。テーマは、ゴミ事業の話、収集料金がどのように使われているか等、

テーマをかえるようにしている。 

 

訪問先： UNDP 

日時： 6 月 13 日（水） 19:00～ 

面談者：Ms. Rima Abu Middain 

調査団： 吉田、田村、大石、（専門家チーム）阿部 

面談内容： 

以下の事項を聴取した。 

� UNDP 経由無償資金協力供与機材の調達についての現状 

1. これまで DJCspd と順調に準備を行ってきた。エンドユーザーとして JCspd JJRRV とも

意見交換を行ってきた。昨年 10 月に仕様書ができ、1 月に国際入札を 3つのロット（①

コンテナ、②重機、③バックホーローダー等）に分けて実施。重機のロットは 450 万

＄の予算額であり、これまで UNDP が実施した入札規模のなかで最大規模。業者による

競争も激しく、8 社からの応札が会った。なお、100 万$以上の機材については NY 本部

の承認が必要となり、10 日～1 ヵ月程度かかる。②重機のロットに関し、入札の結果

業者（ルノー代理店）が決定したが予算超過のため機材の台数を見直したこと、ブラ

ンドが気に入らないといった理由のほか、よくわからないが、大臣が UNDP との間の文

書に署名を行わないため、調達手続きがとまっている。 

2. 来週早々大臣と面談予定（翌日の情報で、大臣が大使館、UNDP に会うことを refuse し

キャンセルになっていることが判明した）。なお、本件に関し、現在の大臣は 4人目の

大臣である。大臣が変わるたび、説明を行う必要があり、時間を要した。 

3. 3 つのロットのうち、①コンテナのロットは現地で製造するため 8 月に到着するものと

思われる、②重機は署名後納入まで 11 ヵ月かかり（他の業者は 18、19 ヵ月といって

おり、今回応札した業者が最速であった）、署名がなされ機材が到着するのは早くても

来年の 6 月。③バックホーローダーは 7 月に署名できれば 12 月の納入（③については

事実再確認要）。 

 

� UNDP による医療廃棄物支援 

1. ラマラ県立病院で同病院及びラマラ市を対象にパイロットプロジェクトを実施中。廃棄

物管理方法、処理方法、体制の構築、マニュアル策定等がその内容である。これは世

界銀行の M/P によるもの。NGO とともにイスラエルの病院も訪問予定。 

2. 処理にあたっては、焼却炉は採用せずクリーンテクノロジーであるオートクレーブを使

用する予定。収集車両、コンテナも調達予定。 

3. ラマラ県立病院もストライキを行い、緊急時しか出勤しない時期があった。病院長も 3

回交替している。 

 

訪問先： GTZ 

日時： 6 月 14 日（木） 10:30～ 

面談者：Mr. Markus Luecke, Ms. Uraib Jaber 
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調査団： 吉田、田村、大石、（事務所）酒本、水谷、（専門家チーム）阿部 

面談内容： 

以下の事項を聴取した。 

� GTZ による廃棄物管理プログラムの概要 

廃棄物管理のプログラムについては 1994 年より支援を実施。National component、Regional 

component、Local component の 3 つの部分からなる。National component については政

策策定支援、GTZ の職業訓練プログラムとも関連づけた研修、Local component について

は、ガザ、ラマラ、Al Bireh 等で SWM の技術支援や処分場の整備等の活動を行っている。 

 

� ラマラでの支援 

1. ラマラにおける処分場の整備に関し、80 年代後半から準備を進めたものの A、B、C 地域

の問題でなかなか場所が確定しなかったが、最終的に C 地域で確保できることとなっ

た。 

2. ラマラでの JSC は今年の 5 月 30 日に正式に立ち上がったばかり。スタッフはまだいな

い。業務分掌、スタッフのリクルート、処分場整備のための F/S に対する財政支援を

実施する。なお、JSC か JCspd かについては混乱しており、GTZ では Solid Waste 

Management Counsil という言葉を使っている。 

 

� Regional component での支援 

子ども向けの廃棄物管理の教材を 2 万部作成し、学校に配布した。 

 

� National component 部分の支援計画 

1. 今後国家廃棄物計画の策定支援を実施予定。。背景としては、廃棄物セクターが十分確

立されていないこと、GTZ はパレスチナでの支援経験を多く積み重ねており、国家廃棄

物政策に反映されるべきと考えていること、各ドナーがそれぞれのアプローチで支援

を行っており、National concept の確立の必要性を感じたためである。これまで、政

策を作成しても、環境局（EQA）の戸棚に置かれたままになっていた。この度の支援に

あたり、各方面の関係者とワークショップを実施したが、今後も national concept を

策定するための、ワークショップや研修を実施していく予定。 

2. National Committee への支援については 2 週間前に検討を開始したところであるが、以

前から形はあっても活動がされていない状況であった。すべての Joint Counsil やス

テークホルダーに声をかけ、ひとつの national concept をつくりあげたいと考えてい

る。中心となる C/P は、地方との関係の観点から地方自治庁（JCspd の kamel 局長）、

環境局（EQA）が中心であり、そのほかに計画庁、Land Authority 等〔担当者不在のた

め、National Committee メンバーのリスト（アラビア語）は入手できなかった〕。現在

は研修のみ WG ができあがっているが（本プロジェクトの C/P である Abdel-Jabbar も

参加）、これからも処分場整備、意識啓発等の分野で WG を設置していきたいと考えて

いる。扱う分野は廃棄物と下水である。 

3. GTZ は助言、研修、ロジの支援を行うのみ。財政支援も行わず、パレスチナ側による in 

kind の支出を期待。 

 

訪問先： JCspd 

日時： 6 月 16 日（土） 10:00～ 

面談者：Mr. Abdel-Jabbar Al-Halawa, Executive Director, Joint Services Council For  

Solid Waste Management in Jericho and Jordan River Rift Valley   

調査団： 吉田、田村、大石 

面談内容： 

以下の事項を聴取した。 
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� プロジェクトの状況 

1. 政治的、経済的に非常に困難な状況にありながらも、本プロジェクトは非常に多くの成

果を出しており、JCspd 職員のパフォーマンスも高く、70％程度の成功をおさめている

と思っている。 

2. 問題はサービス料金の徴収と協力しない自治体があることの 2 点である。自治体はスタ

ッフが少なく、サービス料金を徴収する能力が不十分である。また特に地方では、廃

棄物は重点課題ではなく、保健、農業等他の課題を重要視している。農民が多い地域

であるがインティファーダ以降農産物の販路の開拓が困難になっており、収入が少な

いのも問題。 

3. Al-Jiftlik と Froosh Beit Dajan の 2 自治体は、収集サービスは不要といっており、サ

ービス料金を支払う意思はない。Bardalah については、自治体内の主要 2 グループの

うち、一方が反対している。Al-Jiftlik は面積が広いことや、農民が耕作期にのみ在

住しており農閑期には別の自治体の自宅に戻ってしまうといったことも影響している。 

4. このようなわけで、対象の 17 自治体のうち、14 自治体よりサービス料金を徴収してい

る。非常に困難だとは思うが、コミュニティ・ミーティング等の実施により説得を続

けたい。 

 

� 今後について 

1. 住民のサービス料金に関する支払い意思の向上、処分場の拡張、パトロール車の確保が

必要と考えている。 

2. 処分場改善のパイロットプロジェクト実施により、ハエが減少した。ジェリコ処分場に

ついては少なくとも 2、3 年分の拡張を提案したい。イスラエルと用地の確保について

交渉しているが新規施設のための用地の確保は当面困難。 

3. 収集サービスの改善に関し、現時点ではサービス提供者がジェリコ市から JCspd に変わ

っただけで、変化が住民にとって分かりにくいかもしれないが、処分場は目に見える

改善である。UNDP 経由の機材が来年早々に導入されサービスの変化を住民が理解して

くれることを期待する（これに対し、調査団より機材供与は更に遅れることを説明）。 

4. JCspd には車がなく、サービス対象地域の実態把握が困難である。また、廃棄物からの

金属の収集、販売により収入の向上を図ることもできると思うので、収入向上の方策

についての調査も必要であると考えている。 

� プロジェクト目標 2 

1. ワークショップを複数回実施することにより貢献している。昨年 12 月に実施したワー

クショップにはベツレヘム、サルフィート、トルカレム、ナブルス JCspd からの参加

があった。 

2. また本邦研修に当 JCspd より 3 名派遣し、経験の共有を行った。 

 

訪問先：ジェリコワークショップ 

日時： 6 月 16 日（土） 11:00～ 

面談者：Mr. Mohamed Haider 

調査団： 吉田、田村、（専門家チーム）阿部 

面談内容： 

ワークショップを視察し、供与した資機材の現状を確認した。スペアパーツはほぼ使用済

みであった。供与されたメンテナンス用の資機材は適切に使用されている。日産の車両等

に関する約 1 万 NIS 分が期待していたスペアパーツと異なっており使用できない（既に機

材が供与されて 10 年近くが経過しており、スペアパーツの入手が困難であることが背景に

ある）。 
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訪問先： ジェリコ処分場 

日時： 6 月 16 日（土） 11:30～ 

調査団： 吉田、田村、（専門家チーム）阿部 

内容： 

パイロットプロジェクトとして昨年度改善工事が行われたジェリコ処分場（A 地域）を視察

した。ちょうど UNDP のコンパクターが難民キャンプからの廃棄物を投棄していたが、ダン

ボール等の有価物が含まれており減量化の余地があるように思われた。併設した浸出水池

にはまだ浸出水はたまっていない。 

改善工事を行った処分場の横に覆土のみ行った旧処分場が隣接しており、ゴミが燃やされ

ていた。また、覆土のみ行った処分場には、Waste Picker が 2 名ほど有価物を収集してい

た。医療廃棄物はおそらくこの処分場のどこか一画に廃棄されているとのこと（阿部リー

ダーの説明）。両処分場の中間地点でし尿が投棄されており、ワジの方向に流出していた。 

 

訪問先： Al-Ojah LC 

日時： 6 月 16 日（土） 12:00～ 

面談者：Mr. Souliman Romanin、Head of Al-Ojah Council  

調査団： 吉田、田村、（専門家チーム）阿部 

面談内容： 

本プロジェクトに関し、下記の内容を聴取した。 

 

� 本プロジェクトに対するコメント 

1. 収集が週 2回と定期的に行われるようになりサービスは向上したが、更なる改善が望ま

れる。 

2. 新しい収集車両とコンテナが来ないので住民の理解や協力を得るのが難しく、サービス

料金の収集に支障をきたしている（注：現在は 1998 年の無償資金協力で供与したコン

テナ（約 30 台）を利用している）。 

3. コミュニティ・ミーティングは住民の理解促進に貢献している。 

 

訪問先： アルオージャ処分場 

日時： 6 月 16 日（土） 12:30～ 

調査団： 吉田、田村、（専門家チーム）阿部 

内容： 

アルオージャ処分場（A地域）を視察した。特に改善は行われておらず、オープンダンプに

月 3 回程度覆土をしている。また、ゴミの焼却（野焼き）が行われている。近くにビニー

ルハウス、養鶏場がある。阿部リーダーによれば、土地としてはジェリコよりも好条件で

あり、新規処分場の候補地とみなされるが、パレスチナ側の合意は形成されていないとの

こと。 

 

 

訪問先：Bardalah VC 

日時： 6 月 17 日（日） 10:20～ 

面談者：Mr. Mahmood Sawafta, Head 

 Mr. Ghanem Sawafta, Member 

調査団： 吉田、田村、大石、専門家チーム）阿部 

面談内容： 

先方より以下の内容を聴取した。 
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� 自治体の概要 

1. 215 世帯。B地域。 

2. 自治体のメンバーは 6人。Mr. Mahmood は前 Head が退任したので、選出されたとのこと

（選挙は行っていない）。 

3. 以前はイスラエルから供給される電気、水道に関し、自治体が料金徴収を行っていたが、

2000 年以降は行っておらず、イスラエルからパレスチナに対する還付金のなかから控

除されている。自治体の財務レポートは地方自治庁のトゥバス支部に毎年送付してい

る。 

 

� プロジェクトの課題、問題点 

1. 住民とのコミュニケーションに苦労している。廃棄物管理を導入するにあたって住民の

意識啓発が課題である。コンテナがまだ到着しておらず、村落周辺への不規則な投棄

も行われており、犬や猫にゴミが荒らされている。 

2. 1 家族（40 世帯）（同 VC は計 215 世帯）がゴミ収集に対するサービス料金を払っておら

ず、支払いを行っている別の家族よりクレームがでている。同家族からは一度徴収担

当者を任命したが、徴収を行っていない。払っていないのは、当自治体に対する不満

によるものであり、経済的に不可能だからではない。JCspd JJRRV ではなく自治体が料

金を徴収しているので当自治体が不満の対象となっている。また、この家族は、6／16

の medical day にも、JCspd JJRRV 及び JICA が協力していると理由で参加していない。

この家族も収集サービスは行ってもらいたいと思っている。地方行政制度改善プロジ

ェクトによるパイロットプロジェクトには賛成している。 

3. サービス料金はある程度徴収しているが、全額ではないので手元においている。2000 年

以前は払わなければ、罰金等なんらかのペナルティが課されていたが、現在は「ただ

のり」が可能となっている。 

4. 収集サービスの中止により、またもとの不規則なゴミ投棄に戻ってしまうことを懸念。 

 

� プロジェクトの成果 

収集が計画的に行われるようになった点は評価している。また、蚊等害虫が減少し衛生環

境が向上したと思っている。収集サービス自体についても満足している。 

 

� プロジェクトへの要望 

料金未払いの 40 世帯はコンテナが来ないことも未払いの理由にあげており、コンテナの早

期設置を希望する。 

 

訪問先：Al Jiftlik VC 

日時： 6 月 17 日（日） 11:30～ 

面談者：Mr. Mohammad Omar Jahaleen, Head 

 Mr. Mahmoud Nasser Shweiki, Junior Auditor, Talal Abu-Ghazaleh & Co.  

International 他同社から 1 名（日本政府の支援により給水プロジェクトを実施） 

調査団： 吉田、田村、大石、専門家チーム）阿部 

面談内容： 

先方より以下の内容を聴取した。 

 

� 自治体の概要 

1. 4,000～5,000 人が散在して居住（30％がテントに住んでいる）。トゥバス等近隣地域よ

り 6～9 月の耕作期に農民がやってくる。C 地域。建物ほかインフラの建設は禁止され

ている。 

2. 自治体カウンシルのメンバーは 9 人（うち 2 人が女性）であり、月 2、3 回会合を開い
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ている。 

 

� 本プロジェクトについてのコメント。 

1. そもそも電気、水道のサービスでさえも十分に受けておらず、廃棄物収集サービスは不

要。何もサービスがないのに、どうして廃棄物にだけ料金を支払わなければならない

のか。JCspd JJRRV の訪問が 1 ヵ月前にあったが、住民は誰も反応しなかった。 

2. サービス料金について支払いの意思はなく、サービスも不要である。当自治体のプライ

オリティは廃棄物ではなくインフラ整備である。 

3. 廃棄物収集はよいプロジェクトであり、機能していると評価しているが、当自治体は他

の自治体と同列に扱わず、特有の事情があることも考慮してほしい。そもそも以前よ

り廃棄物のサービスは当自治体には存在していなかった（注：本プロジェクトの開始

前より廃棄物管理を行っていた中部地域の JSC のなかには入っていたはずであるが、

実際上十分機能していなかったため、この発言があったものと想定）。 

 

訪問先：Ein Shibli VC 

日時： 6 月 17 日（日） 12:30～ 

面談者：Mr. Mahmoud Abuhattab Head of Ein Shibli Council(AB（Administrative Body）の 

メンバーでもある。ヨルダン研修参加者) 

 Mr. Wadee Z.M Abu Helal, Civil Engineer, Joint Counsil, Middle Jordan Valley 

（第 1 回本邦研修参加者）  

調査団： 吉田、田村、大石、専門家チーム）阿部 

面談内容： 

先方より以下の内容を聴取した。 

 

� 自治体の概要 

35 世帯。水・電気代は 2005 年までは徴収していたがそれ以降は行っていない。農業中心。

B 地域。 

 

� プロジェクトの成果 

1. プロジェクトは JJRRV（ジェリコ及びヨルダン渓谷地域）全域に裨益するものであるが、

現在の政治・経済状況を踏まえると、進捗状況はまあまあであると考えている。収集

サービスは当自治体では順調に行われており、収集サービスを継続して受ける意思が

ある。蚊や蝿が減少し衛生状況が改善した。JICA の協力に感謝する。 

2. 住民がサービス料金を払っており、収集車両を待っている光景が見られるので収集サー

ビスについて満足していると思う。日本人がコミュニティを訪問しているのも地域社

会へのインパクトとなっている。 

3. 住民が払わなくても当自治体が不足分を補填して支払っている。未払いの割合は 5％く

らい。経済的な問題であるが、コンテナが来れば支払うと思う。また、支払った住民

に certificate を渡すというような、工夫も行っている。プロジェクトの成功のため

に、住民の啓発を続けなければならない。コミュニティ・ミーティングは女性の参加

があったら活発になった。 

4. JCspd JJRRV の成功の可否は自治体の協力が鍵。 

 

� プロジェクトへの要望 

1. 猫や犬がゴミをあさるので、コンテナが早く来てほしい。コンテナが来たらコンテナ周

辺を掃除する要員を 2、3 人配置したい。 

2. 移動に制限がありもっと収集車両が必要。 
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� ヨルダン研修及び本邦研修の成果 

廃棄物管理についての知識が習得でき、廃棄物管理への対応方法について改善ができた。

また、本邦研修の帰国研修員が SWM サービスの中心的な役割を果たしている。 

 

� その他（同自治体で実施中のドナープロジェクト。PNA によるものはない） 

水供給（スペイン）、財政援助（UN）、職業訓練（UNESCO）、地方自行政制度改善プロジ

ェクトによるスクールバスのパイロットプロジェクト 

 

訪問先：Nawaji PC（Project Committee,実態は VC Village Counsil と同じ） 

日時： 6 月 17 日（日） 13:30～ 

面談者：Mr.Ibrahim Ishhadeh, Head of Nawaji Council 

 Mr. Wadee Z.M Abu Helal, Civil Engineer, Joint Counsil, Middle Jordan Valley 

（第 1 回本邦研修参加者）  

調査団： 吉田、田村、大石、専門家チーム）阿部 

面談内容： 

先方より以下の内容を聴取した。 

 

� 自治体の概要 

14 世帯。B地域。 

 

� プロジェクトの成果 

1. 収集サービスは成功していると評価。住民も収集サービスに満足しており、本プロジェ

クトの趣旨に賛同していると思う。以前は不法投棄の問題があったが、JCspd による収

集サービスの結果改善がみられた。これまでは定期的にゴミを出す習慣がなかったと

ころ、住民が朝ゴミを出している光景がみられて満足している。虫が減って環境が改

善した。 

2. コミュニティ・ミーティングにより問題を議論し解決するようにしている。 

 

� プロジェクトの課題、問題点 

収集サービス料金の未払いの原因は、経済的な問題であると思う。給与も遅配している。 

 

� プロジェクトへの要望 

1. できれば週、2 回か 3 回に収集回数を増加してほしい。 

2. JCspd JJRRV による廃棄物管理の経験が持続することを期待。JCspd JJRRV にとってよ

い成功経験になるだろう。 

 

訪問先：Zbidat VC 

日時： 6 月 17 日（日） 14:20～ 

面談者：Mr. Hasan A H Jirmi, Head of Zbedat Council/ Chairman of JSC for Middle JRRV/  

Vice chairman of JCspd（ヨルダン研修参加者）  

調査団： 吉田、田村、大石、専門家チーム）阿部 

面談内容： 

先方より以下の内容を聴取した。 

 

� 自治体の概要 

B 地域。イスラエルから供給される電気、水道については料金を払っておらず、イスラエル

からの還付金より控除されている。 
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� プロジェクトの成果 

1. 以前も収集サービスを実施していた（1999年より中部地区のJSCを立ち上げていた）が、

中断していた。JCspd JJRRV の設立に感謝しており、協力を続けたい。JCspd JJRRV の

サービスにも満足している。 

2. プロジェクト開始時は住民にプロジェクトの考えを理解させるのが困難であったが、自

治体がプロジェクトを理解し、住民に説明にできるようになった。コミュニティ・ミ

ーティングが理解の促進に有効であった。住民も協力的であり、満足していると思っ

ている。 

3. サービス料金収集担当者を任命している。現在徴収率は 15％だが、早期に 85％にした

い。 

 

� プロジェクトの課題、問題点 

1. 自治体としてサービス料金を支払うことに異存はないが、経済状況が問題である。 

2. 収集サービスが中断しないか心配である。 

 

� プロジェクトへの要望 

1. 収集回数を増やしてほしい。 

2. 収集サービス料金をもっと徴収する必要がある。 

3. 小規模な処分場があると、収集車両のアクセスも容易になると思われる。 

 

� ヨルダン研修の成果 

ヨルダンの経験を学ぶことができた。研修員のなかに本邦研修の参加者もいたので、両国

を比較して学習できた。実務のほか、財政面、管理面の観点からも学ぶことができた。ヨ

ルダンには地方での廃棄物管理に対し中央政府からの支援（60％程度の補助金支給）があ

る点が、全く補助のないパレスチナと対照的であり、印象的であった。 

 

訪問先：AB (Administrative Body Meeting、理事会)視察 

日時： 6 月 18 日（月） 12:00～ 

参加者：Mr. Hasan Saleh, Mayor of Jericho 

Mr. Abdel-Jabbar Al-Halawa, Executive Director, Joint Services Council For  

Solid Waste Management in Jericho and Jordan River Rift Valley   

 Mr. Mahmoud Abuhattab Head of Ein Shibli Council ほか 2 名 

調査団： 田村、大石（専門家チーム）阿部 

内容： 

サービス料金の徴収、GB（General Body）Meeting の開催、中間評価調査団の結論・提言部

分の確認をテーマに、活発に議論が行われていた。サービス料金の徴収については、今後

すべての自治体を訪問し説得を行い、支払わなかったら、サービスを停止することも将来

的には検討するということも話し合われた。 

 

訪問先： Department of Geography, Faculty of Social Sciences, The Hebrew University 
of Jerusalem, Mount Scopus, Jerusalem（ヘブライ大学社会科学部地理学教室イターイ・

フィッシェンドラー研究室） 
日時： 2007 年６月 18 日 14:15-15:15 
面談者： Dr. Itay Fischhendler（イターイ・フィッシェンドラー助教授） 
訪問者： 吉田充夫 
内容： 
� Dr. Itay Fischhendler との関係は、本年 5 月にアムステルダムにおいて開催された「地

球システムガバナンスに関する国際会議」にて知り合ったものである。 
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� 同氏はイスラエル周辺の国境にまたがる水資源の管理政策（Trans-boundary Water 
Resource Management Policy）に関する研究を行っており、国際誌に活発に論文を発

表している若手研究者である。イスラエル国内でも Trans-boundary natural resources
に関するオピニオン・リーダーの 1 人と目されている。 

� パレスチナとの国際河川の水質管理を unilateral environmentalism と名づけ、イスラ

エルの側からの一方的な水質管理（あるいは水質保全）の問題点（高コスト、不安定、

ハイリスク）を指摘し、ステークホルダーによる総合的な河川水資源管理（流域管理）

の必要性を提唱している。また、ヨルダンとの関係については、河川水資源管理に係

る両国間の合意事項が実は曖昧な（どちらとも解釈できる玉虫色の）内容を含んでお

り、結果として、両国における恣意的な解釈を生み、効果的な河川水資源管理を構築

し得ないでいる状況、またひとたび政治的外交的な関係が悪化すれば、この「曖昧」

さが、破壊的に作用し、否定的な影響を与えるであろうと指摘している。 

� 周知のように、ジェリコ・ヨルダン渓谷ではヨルダン川と伏在する地下水資源がいわば

Trans-boundary Water Resource として存在しており、同氏は、この問題についても

強い興味を、もっている。現状ではパレスチナ側との何らかの共同研究を行うことは

困難ではあるが、同氏から今後とも Trans-boundary natural resources に関しては非

常に関心があり、何らかの協力機会があれば、協力したいとのことであった。 

� 今後、継続的に情報交換していくことを約束した。また、地下水分やの研究者に関する

情報を得た。なお、本年 11 月に死海で開催される Trans-boundary Natural Resources
の国際会議の招待を受けた。 

� 同氏は国際 NGO との連絡を持っており、ベツレヘムをベースとする Friend of Earth
（これは本プロジェクトの再委託先のＷＥＤＯと連携するＮＧＯ）から本プロジェク

トの情報を得ていた。 

 

訪問先：第 6 回 JCC 

日時： 6 月 19 日（火） 10:00～ 

参加者：Mr. Kamel Hemaid, General Director of DJCspd, Ministry of Local Government  

Mr. Hasan Saleh, Mayor of Jericho 

Mr. Abdel-Jabbar Al-Halawa, Executive Director, Joint Services Council For  

Solid Waste Management in Jericho and Jordan River Rift Valley   

調査団：吉田、田村、大石、（事務所）酒本、水谷、（専門家チーム）阿部、石井（合計 

26 名） 

内容： 

� JCspd JJRRV 理事長による挨拶ののち、吉田中間評価団長より中間評価の目的、本日の

会議の段取りを説明した。 

 

� DJspd の Kamel 局長より以下のコメントがあった。 

1. 本プロジェクトは JJRRV のみならず他地域、他 JCspd の協力にも裨益するものと評価し

ている。 

2. 中央政府が地方の現状について把握できるよう、地方自治庁ともより緊密な関係をもっ

てほしい。 

3. サステイナビリティの観点から、JCspd の職員は将来的には市から独立し、給与も別途

支払われるべきである。 

4. JCspd を支援できるように、ローカル･エキスパートが必要である。 

5. 処分場がジェリコだけではなく他の自治体にも裨益するようにしてほしい。 

6. 新たな大臣が着任したため、（署名が行われ）早く機材が来ることを期待している。 

7. 質問表の回答、分析結果が知りたいので共有させてほしい。 
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� Fawas 広報情報局長（地方自治庁）より以下のコメントがあった。 

何もないところから開始し、組織の立ち上げ等で進捗があった。しかしサステイナビリテ

ィが課題であり、現状を考えると、特に財政面での強化がまだ不十分。 

 

� Jabbar 事務局長 

1. 提言を追加したい（あとで打ち合わせを実施し、プロジェクト間の調整の必要性、参加

自治体の積極参加推進についての提言を追加した）。 

2. 現在、日本大使館による協力も含め多くの協力が実施されている。他のプロジェクトに

よる本プロジェクトに対する負のインパクトを回避するために調整が必要である。例

えば、現在、地方行政制度改善プロジェクトに提出したパイロット・プロジェクトの

プロポーザルを却下されたことを理由に、Al-Aqrabanyya VC が支払いをやめた。他の

プロジェクトも JCspd JJRRV に協調してほしいと考えている。 

 

� 調査団より、各成果、プロジェクト目標の評価案、結論、提言、PDM の変更案を説明。 

 

� JCspd JJRRV 理事長より以下のコメントがあった。 

1. 新政権になったので、UNDP 経由ではなく日本から直接パレスチナに供与してはどうか。 

2. 日本政府と PNA の覚書により、日本は包括的な支援を JJRRV に行うものと理解しており、

他地域も機材の供与を受けることについて不満をもっている。また、母子保健等他の

プロジェクトに関し、本プロジェクトに協力しない自治体にも JICA が協力しているた

め、本プロジェクトに協力している自治体から不満が出ている。もう少し、JCspd JJRRV

経由で調整を行ってほしい。 

（これに関し、事務所から、JJRRV への協力は、パレスチナに裨益するモデルをつくるため

であるとの JICA のスタンスを説明した。また、他ドナーが JJRRV での経験を参考に、他地

域でも協力しつつあり、JJRRV の成果が普及されつつあることが紹介された。） 

3. また、ジェリコ市長として未払い分を支払う旨表明した。 
 
訪問先： ベツレヘム JCspd（JCC 会場でのインタビュー） 
日時：  6 月 19 日（火） 09:40～10:00 
面談者： Mr. Raed Samara, Executive Director of JCspd Bethlehem 
調査団： 大石  
面談内容： 
� 本邦研修に関して 

1. 日本では、廃棄物処理は自治体の重要な事業としてとらえられていることが分か

った。また、自治体が、どのように住民や他の専門家、大学関係者、NGO 等と協

働しているかが分かり非常に勉強になった。 
2. また、コースの一環としてアクションプランを作成したが、その際には、自身が

運営に携わる JCspd Bethlehem の運営についてのプランを作成した。準備期間に何

をするか、いつサービスを開始するかといった詳細を記載したアクションプラン

であり、現在、実際にそのプランにそって、JCspd Bethlehem の立ち上げを行って

いる。 
3. 現在、特に力を入れているのは、サービス開始に先駆けた住民教育である。その

際に、日本で学んだように、大学関係者や地域の著名人、NGO などを招き、事業

の重要性をアピールするよう努めている。 



 

 

５．質問票調査の結果要約と質問票 
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ANNEX5: 質問票調査の結果要約と質問票 
 

本文 2 章の説明のとおり、中間評価調査においては、既存資料のレビュー、質問票による

聞き取り調査、フォーカス・グループ・ディスカッション等の方法を用い、プロジェクト

の実績を調査した。質問票調査においては、まず、質問票を 2 種 (Questionnaire A と

Questionnaire B)作成した後、アラビア語に翻訳し、Questionnaire A に関しては、JCC メンバ

ーと JCspd JJRRV 参加 17 自治体の長に、Questionnaire B に関しては、JCspd JJRRV の職員

に事前に送付している。回答が寄せられたものについては、回答を参照しつつ、必要に応

じてインタビュー調査で内容を精査した。また、回答のなかったものに関しては、質問票

と同様の内容をインタビュー調査にて質問・調査している。 

 

添付資料 5 として、以下を添付する。 

添付資料 5A :  質問票調査の結果要約（Questionnaire B：回答数 12） 

添付資料 5B :  質問票（Questionnaire A） 

添付資料 5C :  質問票（Questionnaire B） 

 

                                                                                   

添付資料 5A : 質問票調査の結果要約（Questionnaire B：回答数 12） 

 
Respondent 

Number 
Name Organization and Designation

Res/No.01 Abdel Jabbar Abu Halawa Executive Director, JCspd JJRRV

Res/No.02 Manal Romanin Admin & financial section, 
JCspd JJRRV 

Res/No.03 Sultan Roma Technical operation head, JCspd 
JJRRV 

Res/No.04 Wadee Zoher Mohammad Abu 
Hilal 

Technical operation staff, JCspd 
JJRRV 

Res/No.05 Waleed Moghraby Supervisor JCspd JJRRV 

Res/No.06 Ibrahim Judeh Khalil Driver JCspd JJRRV 

Res/No.07 Mohammad Ali Barahma Driver JCspd JJRRV 

Res/No.08 Ahmad Duhayni Driver JCspd JJRRV 

Res/No.09 Ja’far Irmelieh Worker JCspd JJRRV 

Res/No.10 Khaled Balo Worker JCspd JJRRV 

Res/No.11 Nasser Rojob Driver JCspd JJRRV 

Res/No.12 Nasser Irmelieh Driver JCspd JJRRV 
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1. Your duties regarding SWM 
1.1 Could you kindly describe your duties regarding SWM?  
 
Res/No.01: Planning for SWM in the LAs areas Members of JCspd; Complete 

Supervision on SWM process and final dumping, in addition to 
monitoring and follow up; Preparing SWM development plans in order to 
reach for an integrated SWM system. 

Res/No.02: Organizing, updating & follow up employees' records; Follow up 
personnel procedures: Working hours, leaves, vacations and salaries; 
Evaluation of employees and participating in new assignments; follow up 
the financial procedures such as: expenses, auditing, and participating in 
budget preparing. 

Res/No.03: Preparing plans and budgets; Follow up of vehicles and equipments 
maintenance; Supervising & monitoring different sections in the 
department; Developing the work in the department. 

Res/No.04:  Monitoring and managing waste vehicles in JJRRV; Follow up 
Maintenance of vehicles with the coordination with JCspd technical 
Department. 

Res/No.05:  Preparing Vehicles Programs; Follow up the maintenance of vehicles and 
containers in the workshop; Monitoring the daily procedures through site 
visits; Monitoring the containers according to the daily program; 
Receiving daily reports from the drivers; Follow up Landfill site 
operations. 

Res/No.06:  Transferring big waste containers with a capacity of 12-8-4m3 and 
discharge it in the landfill site then returning it back to its location. This is 
done according to a daily program. 

Res/No.07:  To work honestly and obey the supervisors instructions, in addition to 
keep the vehicle which is under my responsibility. 

Res/No.08:  Transferring the containers to the landfill site and discharging it there. 
Res/No.09:  Worker, working with effort 
Res/No.10:  Worker, working with effort 
Res/No.11:  Driver 
Res/No.12:  Waste Vehicle driver, transferring waste containers to the landfill 

  
2. About the Project 
2.1 After the Project started, an important organization, JCspd, was formed to play 
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a practical role in SWM. How have your duties and responsibilities changed 
before and after the start-up of JCspd?  

 
Res/No.01: Since the year 2000 I worked in jericho municipality as the manager of 

health and environment Department where SWM was one of its sections, 
the work was limited only to jericho city (45Km2), but after JCspd 
establishement I became the Executive Director of the council where it 
covers 17 local authorities with a total distance of (700km2) 

Res/No.02: I have received new responsibilites after JCspd start, where I became the 
responsible of the financial affaires of JCspd with its diverse operations. 
Before JCspd I was just the head of solid waste collection section in the 
municipality. 

Res/No.03:  Since 1/1/2007 all the programs of JCspd was implemented. The service 
includes collecting and transporting waste from Jericho and 16 LAs to 
landfill sites. 

Res/No.04:  I work for JCspd in Middle JJRRV as a project engineer for the 
implemented projects in the area. also I work as a supervisor to waste 
collection process in middle and norhern JJRRV. 

Res/No.05:  After the project start my daily works has changed, and I have been 
assigned to new tasks, in addition to the work pressure. 

Res/No.06:  We are currently working on five programs for the vehicle where this 
system does not exist before. 

Res/No.07:  Before JCspd no organization in work, but after JCspd it is organized and 
intensive programs. 

Res/No.08:  Before JCspd some organization in work, but after JCspd it is organized 
and we are working according the assigned programs. 

Res/No.09:  Working according to specific programs 
Res/No.10:  Before JCspd there were no disipline, but after JCspd there is organization, 

disipline and propgrams preparation. 
Res/No.11:  Not a lot of changes have been occurred, but more follow up from our 

supervisors regarding the work mechanic. 
 
2.2 Do you think this JCspd mechanism function adequately to improve SWM 

services? If adequate, please describe why you consider it is adequate. If 
inadequate, how do you think it could be improved?  

  ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion 
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Res/No.01: Not adequate: Currently JCspd provides SWM service according to the 

available vehicles and equipments through agreements between JCspd 
and Jericho Municipality. But the administrative weakness of AB and GB 
members affects directly the mechanism function of JCspd. We can 
improve this mechanism through raising awareness and training of LAs, 
in addition to the development of equipments, vehicles and final dumping 
sites. 

Res/No.02:  Not adequate: For enhancing it, the following is necessary; Enhancing the 
performance of the employees through workshops and training courses 
according to specialties; Periodical meetings with the employees to know 
their opinions and problems. 

Res/No.03:  Not adequate: Training courses for the drivers and workers in order to 
increase their experiences; To provide a car in order to follow up the daily 
work procedures; To find a communication way between the workers, 
technicians and administration. 

Res/No.04:  Not adequate: Because one waste vehicle is not sufficient for serving 13 
villages. Also some villages have wide areas of land, so we need another 
vehicle and staff as well. In addition to that we need to activate the 
secondary landfill site in Beit Hassan. 

Res/No.05:  Not adequate: The followings are necessary; (i) to provide new vehicles 
and equipments, (ii) training courses for the drivers and workers in order 
to increase their experiences, and (iii) to provide a car in order to follow 
up the daily work procedures   

Res/No.06:  Adequate. 
Res/No.07:  Not adequate: No spare drivers and spare workers, also no spare parts. 

We ask for better programs, also we ask for increase in salaries. 
Res/No.08:  Adequate, Yes, they do a daily study to the programs of work and these 

programs are changeable according to the work circumstances.  
Res/No.09:  Not adequate, Hope to expand this mechanism 
Res/No.10:  Not adequate, No spare workers also no awareness for the staff. 
Res/No.11:  No opinion 
Res/No.12:  Not adequate, No spare parts available, also no containers in Edyuk & 

New'ameh. Damaged containers in Ojah.  
 

2.3 Have you had opportunities to communicate with Japanese experts? If so, 
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whatdid you talk with them?  
 ❑Often   ❑Sometimes  ❑Rarely 

 
Res/No.01: Often: As an executive manager of JCspd I am on a direct communication 

with them, we discuss action plans, execution mechanism and alternatives, 
how to reach to an integrated sustainable SWM service in JJRRV. in 
addition to the preparation of reports and many issues. 

Res/No.02:  Often: Most of my communication was with Mr. Osakabe regarding the 
financial issues, and I have benefit from his wide experience in accounting 
because I haven’t had that experience in accounting before. 

Res/No.03:  Often: the talk was about the ways of updating the collection and 
transportation process, in addition to improving the performance of the 
workers. 

Res/No.04: Often: We often talked about the problems that we face in the 
implementation and development of the project trying to find solutions. 
Also, trying to adduct the opinions between the local authorities and JICA 
expert team.  

Res/No.05:  Sometimes: They talked to me about my work and performance and how 
to give success to the work. 

Res/No.06:  Sometimes. we asked to assign a worker for each vehicle in order to clean 
the waste around the containers because many people send their children 
to throw the waste in the container but because the boys too short to reach 
the container they put the waste beside it. 

Res/No.07:  Rarely 
Res/No.08:  Sometimes, They follow up the work procedures, asking about containers 

places and numbers, also about working hours. 
Res/No.09:  Rarely 
Res/No.10:  Rarely 
Res/No.11:  Rarely 
Res/No.12:  Sometimes, I talked with them about the vehicle and its maintenance, also 

asked from them containers for Ojah & Eduyk & New'ameh.  
 
2.4 Does the Project adequately meet your needs? In other words, do you recognize 

any improvement in your daily work? If yes, please give us some examples. If 
no, what do you want to request for the Project? 

   ❑Yes   ❑No 
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Res/No.01: Yes: Examples are correct planning for SWM; methodology of organized 

work and working through a team; Monitoring, Following up and 
evaluation. 

Res/No.02:  Yes: There is a big difference between my current and previous work. My 
current job qualifies me to be more precise and concentrated because I am 
responsible about any wrong information.  

Res/No.03:  Yes: It was shown by the commitment of the drivers to the prepared 
programs, and the results was saving time and efforts 

Res/No.04: Yes: Such as making community meeting with LA Heads and citizens, in 
order to raise awareness in SWM, reduction of waste amount and how to 
deal with it. 

Res/No.05:  Yes: Making programs for the drivers and vehicles; to provide rules and 
regulations; to decrease the overexertion and time. 

Res/No.06:  Yes: to work through an integrated program; No bad smells in the landfill 
site; environmental cleanness in the landfill especially from smoke.  

Res/No.07:  No: No spare drivers, or spare workers and no spare parts. We ask for 
better programs, also we ask for increase in salaries.  

Res/No.08:  No, Nothing changed in my work. I suffer from many problems from the 
car, the windows do not close and a lot of dust enters to the driver cabinet 
which affects my health. 

Res/No.09:  Yes, There is an improvement through organization and commitment to 
the rules. 

Res/No.10:  Yes, There is an improvement in the work. 
Res/No.11:  It is difficult to answer this question in this short duration, we need more 

time. The project is beneficial for all. 
Res/No.12:  Yes, Asking for uniform, spare parts and vehicle maintenance. 
 
2.5 The Project adopts the comprehensive approach that consists of (i) the 

technical studies on the present SWM system and SWM situation in JJRRV, (ii) 
institutional strengthening of JCspd (iii) implementation of action plan, and 
(iv) dissemination of JCspd’s experiences to other local authorities. Is the 
Project’s approach appropriate? If appropriate, please describe why you 
consider it is appropriate. If inappropriate, how do you think it could be 
improved? 

Note: The action plan includes public awareness raising, improvement of collection and 
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transportation system, improvement of disposal sites, improvement of maintenance and 

establishment of account system  

   ❑Appropriate   ❑Not appropriate  ❑No opinion  
 

Res/No.01: Appropriate. This approach is appropriate. I'd like to add that we have to 
raise the awareness of the LAs not only the citizens. To train the local 
authorities heads that suffering from administrative weakness which 
leads to financial weakness. Also, improving landfill sites in order to be 
used for a long time and not improving it as a pilot project.  

Res/No.02:  Appropriate: A computerized accounting system is going to be established 
in July 2007 where the work will be more precise, faster and with fewer 
errors.   

Res/No.03:  Appropriate. 
Res/No.04:  Appropriate 
Res/No.05:  Appropriate 
Res/No.06:  Appropriate 
Res/No.07:  No opinion 
Res/No.08:  Appropriate: to raise the community awareness regarding putting the 

waste in the container rather than burning it. 
Res/No.09:  Appropriate. 
Res/No.10:  Appropriate 
Res/No.11:  Appropriate 
Res/No.12:  Appropriate 
 
2.6 Are technical suggestions and technologies used in the Project useful? Please 

describe your opinion.  
   ❑Not useful    
   ❑Most of them are not useful   
   ❑Some of them are useful 

     ❑Most of them are useful 
 
Res/No.01: Most of them are useful: SWM Project took into consideration the 

important technologies in order to reach the outputs after the finish of the 
project. Those technologies are evaluated, revised and modified if possible 
through the communication with the community and the counter parts. 

Res/No.02:  Most of them are not useful: 
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Res/No.03:  Most of them are useful: 
Res/No.04:  Most of them are useful 
Res/No.05:  Most of them are useful 
Res/No.06:  Most of them are useful: It preserve the environment and groundwater 

from pollution. In the past there were a lot of smoke and bad smell, but 
now it is clean. 

Res/No.07:  Some of them are useful 
Res/No.08:  Most of them are useful: The landfill became more sanitary, so no waste 

burning, no smoke, and no bad smells.  
Res/No.09:  Not useful 
Res/No.10:  Most of them are useful 
Res/No.11:  Some of them are useful 
Res/No.12:  Most of them are useful 
 
2.7 Did you learn something new and useful from technical suggestions from 

Japanese experts? If so provide some examples.  
 

Res/No.01: Yes, For sure we have learnt a lot, as an example, sanitary landfill sites, 
ways of design, establishment and management, correct planning for 
SWM with low cost, and evaluating the proposed alternatives for SWM 
and taking the suitable decision. 

Res/No.02:  Yes, as an example the Microsoft Excel Data Sheet that we are currently 
dealing with which is a transition system as an introduction to the 
computerized accounting system  

Res/No.03:  Yes. An example: dealing with landfill sites in scientific way. 
Res/No.04:  Yes, I have learnt about new and advanced technologies and techniques 

regarding SWM from the training course that was held in Japan under the 
name of “SWM Course" 

Res/No.05:  Yes. How to deal with the work issues in a scientific and modern way; 
new knowledge about the modern  

Res/No.07:  The work is the same but there is some discipline. 
Res/No.08:  No, Did not learn anything new. 
Res/No.09:  Yes, How to be disciplined; Environment improvement; New 

programming mechanism 
Res/No.10:  Yes, How to be disciplined; Improvement of collection system; Landfill 
Res/No.11:  Yes. Knowing about how to protect the environment, in addition to the 
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modern techniques for wastes disposal.  
Res/No.12:  Yes, I have learnt organization, discipline, arranging my time. 

 
2.8 Look at the following table. 
  Table: List of outputs and major sub-activities 

 Outputs Major sub-activities 
a System for SWM in JJRRV is 

established. 
• Formation of Basic Plan of SWM service 
• Preparation of start-up SWM services by 

JCspd 
• Organizational strengthening of JCspd, 

eg. introduction of financing and 
accounting system, repairs and 
maintenance of collection vehicles 

b Present situation of SWM in JJRRV is 
grasped. 

• Implementation of several baseline 
surveys such as volume and composition 
of waste, condition of waste collections、
condition of final disposal site and so on.

c Action plan for improvement of SWM 
in JJRRV is formulated. 

• Formation on action plan for SWM 
improvement 

• Public hearings on those action plans 
d The action plan is put into practice and 

the improvement is made. 
• Implementations of project listed in the 

action plan, such as public awareness 
raising, improvement of collection and 
 transportation system, and improvement 
of disposal sites. 

Please explain your involvement in the above mentioned outputs or sub-activities, if 
any. 
 
Res/No.01: As an Executive Director of the project, I participated in all these outputs 

from planning, follow up and evaluation. 
Res/No.04:  I have been widely involved in planning and implementing these 

activities through my work in JCspd and as a counterpart as well.  
Res/No.06:  Most of the vehicles need maintenance where its work capacity reaches to 

60%. we need new vehicles for a better work and performance. 
 
2.9 Have activities been sufficient to improve the SWM situation in JJRRV? Any 

additional activities that you would like to request for the rest of the project 
period?  

 
Res/No.01: Mostly the activities were sufficient. I'd like to concentrate on the point of 

expanding Jericho landfill where part of it was improved as a pilot project, 
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but we need to expand this site that guarantees healthy dumping of 
wastes which is one of JCspd and project aims and principles. 

Res/No.02:  Partially sufficient but we have to raise citizens awareness through the 
coordinators, also we have to activate and motivate the role of collectors. 
We have to think on putting discount upon paying. 

Res/No.03:  Yes, what is requested is: to activate the role of executive authorities in 
order to apply penalty system on the violators and uncooperative persons. 

Res/No.04:  Yes the activities are sufficient. 
Res/No.05:  Yes, to activate the fine system so that the citizen will commit to the 

cleanness of the environment, and for more cooperation. 
Res/No.08:  Training for drivers on all types of vehicles so that he can drive any type 

of vehicles. 
Res/No.09:  Training courses and raising community awareness  
Res/No.10:  Not sufficient we need training and to raise the awareness of the 

community 
Res/No.11:  We need more community awareness taking into consideration that the 

development takes time to fulfill the aims. 
Res/No.12:  Training for the drivers and community meetings. 
 
2.10 Has provision of equipment such as repair parts of compactor collection 

vehicle, computers and printers been adequate in terms of variety, quantity and 
timing? If adequate, please describe why you consider it was adequate. If 
inadequate, how do you think it could be improved?  

   ❑Adequate   ❑ Not adequate  ❑No opinion  
 
Res/No.01:  Adequate: The project has provided all the needs according to a list 

provided from the Maintenance workshop. So the workshop was 
improved and spare parts were provided on time. 

Res/No.02:  Not adequate: Because not all the employees have computers, also spare 
parts are not sufficient, so we need more equipments and vehicles. 

Res/No.03:  Not adequate: Because the vehicles are too old and it has many failures 
where this hinders the freedom of work. 

Res/No.04:  Not adequate: There is a complete marginalization to JCspd JJRRV North 
Branch Office at Beit Hassan, where they brought the computer just a 
week ago, knowing that the service started since 6 month and not all the 
equipment provided    
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Res/No.05:  Not adequate: Especially equipments and vehicles, spare parts, drivers 
and workers 

Res/No.06:  Adequate: Regarding the Volvo vehicle that I work on, it didn’t has 
serious failure during the previous 5 months, also spare parts were 
available. 

Res/No.07:  Not adequate: Nothing for the vehicles, only the provision was for the 
office equipments 

Res/No.08:  Not adequate. Many failures in the car because it is old. 
Res/No.09:  Not adequate. By providing spare parts, new vehicles, more workers. 
Res/No.10:  Not adequate, to raise community awarness, make training, and increase 

vehicles number. 
Res/No.11:  Adequate 
Res/No.12:  Adequate, The bulldozer works in the landfill on daily basis in order to 

compact the wastes and covering it with soil. 
 
2.11 (Only to those who participated in the on-site training session) Was the 

training session useful? Describe your opinions.  
  ❑Useful   ❑Not useful ❑No opinion 

Res/No.01: Useful 
Res/No.03:  Useful: the training was in the landfill site and I have got a good 

experience and benefit. 
Res/No.07:  No opinion: We do not know anything about training 
Res/No.08 :  No opinion: We do not know anything about training 
 
2.12 What can the Project do from now on in order to further improve SWM in 

JJRRV? Describe your opinions. 
Res/No.01: Increase community meetings concentrating especially on LAs Heads; To 

support the project of Jericho landfill site improvement for the next 3 
years; To support JCspd with recycling system after making feasibility 
study; To provide JCspd with a car that can be used for monitoring and 
administrative works. Currently we benefit from JICA Expert Team Car 
and JICA Car. 

Res/No.02:  Equipments and vehicles have to be provided for enhancing collection 
system; To raise employees awareness about the importance of 
sustainability; to raise LAS & citizens awareness regarding the necessity of 
the project and its benefits; We have to help LAs in collecting the fees. 
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Res/No.03:  The sustainability of the project by the conviction of counterparts to give 
each in his field. 

Res/No.04:  To provide us with equipments, increasing the staff number, provide us 
with containers of 1m3.  

Res/No.06:  To raise community awareness regarding the disposal of domestic wastes 
that by putting it in pockets and in the container and not throwing it 
beside the container. 

Res/No.08:  To expand the landfill site to consume the produced wastes. Existence of 
new vehicles and compactors will save efforts and time and the service 
will be faster. 

Res/No.11:  To raise the community awarness through distributing leaflets on the 
citizens. The project management knows the suitable ways in successing 
it. 

 
2.13  Any other comments that you would like to add?  
Res/No.01: JICA Expert team spends big efforts to establish JCspd and still offering 

any possible effort in order to strengthen and success this organization. 
Even all the difficulties and obstacles that we faced and still facing but 
JICA expert team still our main support. 

Res/No.03:  I hope that the support of JICA to JCspd is parallel to the effort that was 
done for its continuity.  

Res/No.04:  Please give more attention to JJRRV area in all the sectors because it has a 
strategic location and roll, so it has to be supported upon all levels.  

Res/No.06:  We ask for a standby driver in order to replace us when we take our 
vacations, we haven took any vacation during the previous 5 months, and 
we ask for an increase in our salaries, because the current salary is not 
sufficient, also it is low comparing to the work that we are doing 

Res/No.07:  We ask for new vehicles, new containers, more drivers and workers, and 
finally to increase our salaries 

Res/No.08:  To increase the salary of the employees; to establish a washing point in the 
landfill in order to wash the containers and vehicles. 

Res/No.10:  To improve workers financial situation; To provide transportation mean 
for the workers at night. 

Res/No.11:  Through cooperation and keeping the general welfare, distribution of 
roles, we achieve our aims. 

Res/No.12:  To increase the salaries; Providing new vehicles; Secure spare workers.
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添付資料 5B :Request for Answering the Questionnaire 
 

Every JICA’s project is evaluated at four stages, namely ex-ante, mid-term, terminal and 
ex-post. Evaluation is a tool for judging as objectively as possible the relevance and 
effectiveness of JICA’s cooperation activities. This time, one year and seven months 
after the inauguration of the project called The Project for Capacity Development on 
Solid Waste Management (SWM) in Jericho and the Jordan River Rift Valley(JJRRV) 
(hereinafter referred as the Project), mid-term evaluation is conducted to evaluate 
whether the Project has been achieving the expected outputs and the project purpose. 
The mid-term evaluation is utilized to draw the conclusion on whether the Project 
should be revised and make recommendation for further improvement of project 
management, and draw lessons to be applied to other similar projects of JICA. 
 
The Project, which aims to develop the capacity of relevant stakeholders on solid waste 
management, has been carried out since November 2005 for the period of three years. 
The followings are a brief description of the Project, and the evaluation will be carried 
out based on it. Your frank opinions are much appreciated, and will be utilized only for 
improving the Project. 

Overall 
Goal 

• In Palestinian National Authority (PNA), a basic policy and a 
concrete action plan on integrated SWM are formulated. 

• Effective system of SWM modeling JJRRV is diffused in PNA. 

Project 
Purposes 

• Sustainable and sanitary system of SWM is introduced in JJRRV. 
• Experiences of improvement on SWM in JJRRV are shared as a 

model for other areas in PNA. 

Outputs 
 

1) Organization for project operation is established. 
2) System for SWM in JJRRV is established. 
3) Present situation of SWM in JJRRV is grasped. 
4) Action plan for improvement of SWM in JJRRV is formulated. 
5) The action plan is put into practice and the improvement is made.
6) Seminars/ workshops are held and project’s experiences in JJRRV 

are diffused among Palestinian local authorities. 
7) Those who are in charge of SWM in local authorities and related 

ministries acquire basic knowledge on integrated SWM. 

 
For the further detailed information on the Project, please refer to the attached Project 
Design Matrix (PDM) 
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Questionnaire A: 
 
 
Name:                                                                  
Organization and designation:                                              
Period of your engagement in the Project：             ～              

 
1. Your duties regarding SWM 
1.1 Could you kindly describe your duties regarding SWM?  
 
 
 
 
 
2. About implementation process 
2.1 (This is a question for those who are members of JCC). The Joint Coordinating 

Committee (JCC), whose members are representatives of department of Ministry of 
Local Government, Ministry of Health, Environmental Quality Authority and so on, 
was formed at the inauguration of the Project. According to the Record of 
Discussion, the functions of JCC are defined as follows; 

• To formulate and review annual plan of operation of the Project within the 
framework of the Project Plan 

• To review the overall progress and achievement of the Project 
• To review and exchange opinions on major issues that arise during the 

implementation of the Project 
• To modify project activities, if necessary 

Do this Joint Coordinating Committee and its biannual meetings function 
adequately to support the Project? If adequate, please describe why you consider it 
is adequate. If inadequate, how do you think it could be improved?  
  ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion 
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2.2 (This is a question for those who are members of JCspd General Body and 
Administrative Body). Another important organization, JCspd, was formed to play 
a practical role in SWM. Could you give us some examples of important 
discussions at the JCspd meetings?  

 
 
 
 
 

2.3 (This is a question for those who are members of JCspd General Body and 
Administrative Body). Do JCspd meetings function adequately to improve SWM 
services? If adequate, please describe why you consider it is adequate. If 
inadequate, how do you think it could be improved?  
  ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion 
 
 
 

 
 
2.4 Do you think this JCspd system as a whole function well to improve SWM services 

in JJRRV? If adequate, please describe why you consider it is adequate. If 
inadequate, how do you think it could be improved?  
  ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion 
 
 
 

 
 
2.5 How do you monitor the progress of the Project and share its monitoring 

information except for the meetings mentioned above? Please describe the way you 
monitor the progress. 
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2.6 Does the monitoring mechanism you have mentioned above function adequately to 
monitor the progress of the project and share its information? If adequate, why you 
consider it is adequate. If inadequate, how do you think it could be improved? 
  ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion 
 
 
 
 

 
2.7 Do Palestinian C/Ps and Japanese experts communicate adequately enough to 

implement the Project efficiently and effectively? If adequate, please describe why 
you consider it is adequate. If inadequate, how do you think it could be improved?  
  ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion 

 
 
 

 
 
2.8 What are the major events implemented in the progress of JCspd? Are such events 

satisfactory to you? Please provide your opinions. 
 
 
 

 
 
2.9 Has your mentality and/or attitude towards joint work changed? If so, how? Please 

explain. 
 
 
 
 

 
 
3. Relevance: a criterion for considering the validity and necessity of the project 
3.1 Does the Project adequately meet the needs of JCspd? If adequate, please describe 

why you consider it is adequate.  If inadequate, how do you think it could be 
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improved?  
   ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion  
 
 
 
 

 
3.2 The Project adopts the comprehensive approach that consists of (i) the technical 

studies on the present SWM system and SWM situation in JJRRV, (ii) institutional 
strengthening of JCspd (iii) implementation of action plan, and (iv) dissemination 
of JCspd’s experiences to other local authorities. Is the Project’s approach 
appropriate? If appropriate, please describe why you consider it is appropriate. If 
inappropriate, how do you think it could be improved?  

 Note: The action plan includes public awareness raising, improvement of collection and 
 transportation system, improvement of disposal sites, improvement of maintenance and 
 establishment of account system 

   ❑ Appropriate   ❑Not appropriate  ❑No opinion  
 
 
 
 

 
3.3 Are suggestions and technologies used in the Project appropriate? Please describe 

your opinion.  
   ❑ Appropriate   ❑Not appropriate  ❑No opinion  

 
 
 
 
 
3.4 Did you learn something new and useful from suggestions from Japanese experts? 

If so provide some examples.  
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4. Effectiveness : a criterion for considering whether the implementation of project 

will benefit the intended beneficiaries 
4.1 Looking at the present situation, do you think that the project purpose “Sustainable 

and sanitary system of SWM is introduced in JJRRV” will be achieved within the 
Project period (before August 2008)? Please provide us the reason of your choice.  
   ❑Will be achieved   ❑Will not be achieved ❑No opinion    
 
 

 
 
 
4.2 Please describe your impression on the present level of achievement of the project 

purpose “Sustainable and sanitary system of SWM is introduced in JJRRV” in 
percentage. Note: 100% means “fully achieved.” 

 (Describe in percentage:      %) 
 
4.3 Looking at the present situation, do you think that the other project purpose 

“Experiences of improvement on SWM in JJRRV are shared as a model for other 
areas in PNA” will be achieved within the Project period? Please provide us the 
reason of your choice.  
   ❑Will be achieved   ❑Will not be achieved ❑No opinion    
 
 

 
 
 
 
4.4 Please describe your impression on the present level of achievement of the project 

purpose “Experiences of improvement on SWM in JJRRV are shared as a model for 
other areas in PNA” in percentage. Note: 100% means “fully achieved.” 

 (Describe in percentage:      %) 
 
4.5 Do seven outputs contribute enough to achieve the project purposes? If not enough, 

what kind of additional outputs are necessary? Give us your opinions. 
 Note: Seven outputs are explained under the next question, so see the question 5.1 
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   ❑ Enough   ❑Not enough   ❑No opinion 
 
 
 
 
 
5. Efficiency : a criterion for considering how economic resource / inputs are 

converted to results 
5.1 Please look at the outputs and their activities written in the PDM, and explain your 

roles and involvement in the above mentioned outputs and activities, if any. 
 

 
 
 
 
 
5.2 Have those activities been sufficient to produce the outputs? Any additional 

activities that you would like to request for the rest of the project period?  
 
 
 
 
 
5.3 Have Japanese experts been dispatched adequately in terms of their expertise, 

numbers of experts, period and timing in order to carry out the planned activities 
written in PDM? If adequate, please describe why you consider it is adequate. If 
inadequate, how do you think it could be improved? Need more experts, or request 
longer stay? 
   ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion  

   
  
 
 
 
 
5.4 Has provision of equipment such as repair parts of compactor collection vehicle, 
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computers and printers been adequate in terms of variety, quantity and timing? If 
adequate, please describe why you consider it was adequate. If inadequate, how do 
you think it could be improved?  
   ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion  

  
 
 
 
5.5 (Only to those who participated in trainings in Japan) Was the training course 

useful? If so, especially what was useful? If not so useful, how do you think the 
training could be improved?  
    ❑Useful   ❑Not useful ❑No opinion 
 
 

 
 
 
5.6 (Only to those who participated in trainings in Japan) Considering practical 

application of the techniques in your country, are the technical level of the course 
too specialized (high) or not too specialized (low)?  

       ❑ Too specialized   ❑ Adequate  ❑ Not too specialized  
 
5.7 (Only to those who participated in trainings in Japan) Could you kindly give us 

some examples of practical applications of the learning and techniques now in your 
country? What are the learning and techniques, and how do you apply to your 
work now? 
 
 

 
 
 
5.8 Do you think it is necessary to organize more training courses towards JCspd staff 

members? If so, what kind of training courses and especially to whom? 
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5.9 Are Palestinian C/Ps allocated adequately in terms of their expertise and numbers 

in order to carry out the planned activities? If adequate, please describe why you 
consider it is adequate. If inadequate, how do you think it could be improved?   
   ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion  

    
  
 
 
 
6. Impact : a criteria for considering the effect of the project with an eye on the 

longer term effects including direct or indirect, positive or negative, intended or 
unintended 

6.1 Is the overall goal of the Project, “In Palestinian National Authority (PNA), a basic 
policy and a concrete action plan on integrated SWM are formulated”, likely to be 
achieved in the future (after 5 to 10 years) with the Project’s contribution? If 
“unlikely to be achieved”, please describe how do you think the project should 
have been carried out.  
   ❑Likely to be achieved   ❑Unlikely to be achieved   ❑No opinion  

 
 
 
 
 
6.2 Is the other overall goal of the Project, “Effective system of SWM modeling JJRRV is 

diffused in PNA”, likely to be achieved in the future (after 5 to 10 years) with the 
Project’s contribution? If “unlikely to be achieved”, please describe how do you 
think the project should have been carried out.  
   ❑Likely to be achieved   ❑Unlikely to be achieved   ❑No opinion  
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7. Sustainability : a criteria for considering whether produced effects continue after 
the rumination of the project 

7.1 Are the learning and experiences obtained from the Project mainstreamed within 
members of JCspd at present? How about at the end of the Project? 

Present  ❑ Mainstreamed ❑Little mainstreamed  ❑ No opinion 
Reason for your answer: 
 
 

 
At the end of the Project  ❑ Mainstreamed ❑Little mainstreamed  ❑ No opinion 

Reason for your answer: 
 
 

 
 
7.2 Are the learning and experiences obtained from the Project shared with other local 

authorities (beyond 17 local authorities who are members of JCspd)? How about at 
the end of the Project? 

Present  ❑ Shared ❑Little shared  ❑ No opinion 
Reason for your answer: 
 
 

 
At the end of the Project  ❑ Shared ❑Little shared  ❑ No opinion 

Reason for your answer: 
 
 

 
 
7.3 What can the Project do from now on in order to further improve SWM in JJRRV 

and disseminate the improved SWM system in JJRRV as a model to other areas?  
Japanese experts can do the followings   
 
 
 
 
 
Palestinian experts can do the followings (incl. financial/management aspect if 
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necessary)  
 
 
 
 
7.4 JCspd’s operation suffers from severe financial constraints arising from 

unsuccessful fee collection from LGUs. Why do you think LGUs fail to pay the 
collection fee?  Do you have any suggestion to solve this problem? 

 
 
 
 
 
7.5 Do you think JCspd will continue providing SWM services without any problems? 

If you don’t really think so, why do you assume JCspd may stop providing SWM 
services? What is the reason for your assumption? Please explain. 

  
 
 
 
 
 
8. Others 
8.1 Any other comments that you would like to add?  

 
 
 
 
 
 

Thank you for your cooperation. 
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添付資料 5C :Request for Answering the Questionnaire 
 

Every JICA’s project is evaluated at four stages, namely ex-ante, mid-term, terminal and 
ex-post. Evaluation is a tool for judging as objectively as possible the relevance and 
effectiveness of JICA’s cooperation activities. This time, one year and seven months 
after the inauguration of the project called The Project for Capacity Development on 
Solid Waste Management (SWM) in Jericho and the Jordan River Rift Valley(JJRRV) 
(hereinafter referred as the Project), mid-term evaluation is conducted to evaluate 
whether the Project has been achieving the expected outputs and the project purpose. 
The mid-term evaluation is utilized to draw the conclusion on whether the Project 
should be revised and make recommendation for further improvement of project 
management, and draw lessons to be applied to other similar projects of JICA. 
 
The Project, which aims to develop the capacity of relevant stakeholders on solid waste 
management, has been carried out since November 2005 for the period of three years. 
Your frank opinions are much appreciated, and will be utilized only for improving the 
Project. 

 
 
 
 

Questionnaire B: 
 
 
Name:                                                                  
Organization and designation:                                              
Period of your engagement in the Project：             ～              

 
1. Your duties regarding SWM 
1.1 Could you kindly describe your duties regarding SWM?  
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2. About the Project 
2.1 After the Project started, an important organization, JCspd, was formed to play a 

practical role in SWM. How have your duties and responsibilities changed before 
and after the start-up of JCspd?  

 
 
 
 
 

2.2 Do you think this JCspd mechanism function adequately to improve SWM 
services? If adequate, please describe why you consider it is adequate. If 
inadequate, how do you think it could be improved?  
  ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion 
 
 
 

 
 
2.3 Have you had opportunities to communicate with Japanese experts? If so, what did 

you talk with them?  
  ❑Often   ❑Sometimes  ❑Rarely 

 
 
 
 
 
2.4 Does the Project adequately meet your needs? In other words, do you recognize 

any improvement in your daily work? If yes, please give us some examples. If no, 
what do you want to request for the Project? 
   ❑Yes   ❑No 
 
 
 
 

 
 
2.5 The Project adopts the comprehensive approach that consists of (i) the technical 



 

 
－152－

studies on the present SWM system and SWM situation in JJRRV, (ii) institutional 
strengthening of JCspd (iii) implementation of action plan, and (iv) dissemination 
of JCspd’s experiences to other local authorities. Is the Project’s approach 
appropriate? If appropriate, please describe why you consider it is appropriate. If 
inappropriate, how do you think it could be improved?  

 Note: The action plan includes public awareness raising, improvement of collection and 

 transportation system, improvement of disposal sites, improvement of maintenance and 

 establishment of account system  

   ❑ Appropriate   ❑Not appropriate  ❑No opinion  
 
 
 
 

 
2.6 Are technical suggestions and technologies used in the Project useful? Please 

describe your opinion.  
   ❑Not useful    
   ❑Most of them are not useful   
   ❑Some of them are useful 

     ❑Most of them are useful 
 
 
 
 
 

2.7 Did you learn something new and useful from technical suggestions from Japanese 
experts? If so provide some examples.  

 
 
 
 

 
 
2.8 Look at the following table. 
  Table: List of outputs and major sub-activities 

 Outputs Major sub-activities 
a System for SWM in JJRRV is 

established. 
• Formation of Basic Plan of SWM service 
• Preparation of start-up SWM services by 
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JCspd 
• Organizational strengthening of JCspd, 

eg. introduction of financing and 
accounting system, repairs and 
maintenance of collection vehicles 

b Present situation of SWM in JJRRV is 
grasped. 

• Implementation of several baseline 
surveys such as volume and composition 
of waste, condition of waste collections、
condition of final disposal site and so on.

c Action plan for improvement of SWM 
in JJRRV is formulated. 

• Formation on action plan for SWM 
improvement 

• Public hearings on those action plans 
d The action plan is put into practice and 

the improvement is made. 
• Implementations of project listed in the 

action plan, such as public awareness 
raising, improvement of collection and 
 transportation system, and improvement 
of disposal sites. 

Please explain your involvement in the above mentioned outputs or sub-activities, if 
any. 

 
 

 
 
 
2.9 Have activities been sufficient to improve the SWM situation in JJRRV? Any 

additional activities that you would like to request for the rest of the project period?  
 
 
 
 
 
2.10 Has provision of equipment such as repair parts of compactor collection vehicle, 

computers and printers been adequate in terms of variety, quantity and timing? If 
adequate, please describe why you consider it was adequate. If inadequate, how 
do you think it could be improved?  
 
   ❑Adequate   ❑Not adequate  ❑No opinion  

  
 
 
 
2.11 (Only to those who participated in the on-site training session) Was the training 
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session useful? Describe your opinions.  
  ❑Useful   ❑Not useful ❑No opinion 
 
 
 

 
 
2.12 What can the Project do from now on in order to further improve SWM in JJRRV? 

Describe your opinions. 
 
 
 
 
 
2.13 Any other comments that you would like to add?  

 
 
 
 
 
 

Thank you for your cooperation. 
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